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甘城ブリリアントパーク２

BOOK☆WALKER special edition








賀東招二







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　なかじまゆか







　contents





プロローグ


１．人が足りない！

２．お金が足りない！







　あとがき

　特別付録　文庫未収録イラスト集











　プロローグ







　放火までやらかして、潰つぶれかけの遊園地を救った。

　そこまではよかった（よくない）のだが、それで危機が去ったとはとても言えなかった。

　東京西部の遊園地、『甘あま城ぎブリリアントパーク』の支配人代行に就任した可か児に江え西せい也やは、高校二年の新学期が始まった四月、さっそく先送りにしていた大量の課題に直面することになった。

　激安キャンペーンで背負った負ふ債さい。通常料金に戻もどったことから減った客入り。閉園を免まぬかれたため安あん堵どした従業員キヤストの弛し緩かん。あれやこれや。

　一年間の猶ゆう予よを稼かせいだとはいえ、本質的な問題は解決していない。いまだに甘アマブリはダメ遊園地のままである。来年の三月までに六〇万人の客ゲストを動員しなければ、このパークはやはり閉へい鎖さされる。サッカースタジアムの客をすべていただくなど──あんなやり方が二度と通用するはずもない。これからは正せい攻こう法ほうでゲストを呼ぶしかないのだ。

　要するに、四月だからといって、のんびりしてなどいられないのである。

　そして支配人代行たる西也にとって、喫きつ緊きんの課題は──







　１：「人が足りない！」







「人が足りない！」

　四月の第一週。可か児に江え西せい也やは会議室で声を張り上げた。

　安っぽいテーブルを囲むようにして居並ぶのは、この甘あま城ぎブリリアントパークに勤務する従業員キヤストの主要メンバーである。

　それがスーツ姿のおっさんたちかといったら、そうではない。

　三頭身が異様に多い。ふわふわのげっ歯類みたいな生き物やら、うろこや角つのの恐きよう竜りゆうみたいな生き物やら──そういうファンシーな姿の連中が、えらく不景気な顔を突つき合わせている。彼らこそが、どこぞの魔ま法ほうの国からやってきて、この地上で遊園地をヒイヒイ言いながら運営している、本物のマスコットなのである。

「人が足りない」

　と、西也は繰くり返した。

「いや、ほかにも山ほど足りないものはあるが、何はなくとも人が足りない。メンテナンス、調理、清せい掃そう……あれやこれや。その辺のスタッフをどうにかせねばならん！」

　力強く拳こぶしを握にぎった西也に比べて、会議の列席者たちはどうにもしらけた様子だった。

「いちおう、どのスタッフもそろってるはずだけど……」

　と、真しん紅くの制服姿の千せん斗といすずがつぶやいた。

　魔法の国メープルランドの衛士であるいすずの、四月からの肩かた書がきは『秘書室長』である。

「そろってない！　たとえば千斗。おまえには『秘書室長』だのとご大層な役職を授さずけたが、その秘書室の人数は何人だ？　言ってみろ！」

「一人」

「そう、一人だ！　いや、まあ……秘書とかこれ以上、特に要いらないが。とにかくそんな調子で、あちこちの部署に一人しかいない。ほかにも警備部長！　オークロ！」

「ああ、はいはい」

　警備員のオークロが手をあげる。彼は魔法の国の住人ではなく、ただの地上人である。ほかに夜シフトを担当している老警備員もいるが、彼も含ふくめて警備部はすべて地上人だった。

「警備部の人員は？」

「四人です。そのうち二人はバイトですけど」

　三交替制なら、常時一名が警備センターに詰つめてるだけということになる。

「これだ！　五〇万平方メートルの敷しき地ちなのに、これしかいない！　正気か!?　出で刃ば包ぼう丁ちようで武装した●チガイがオンステージで暴れたらどうする気なんだ？　オークロ一人で止められるのか!?」

「おまかせください、可児江さん。いざとなれば、我が身を張ってでも暴漢を止めてみせます」

「止める、止める……か。その暴漢がそれからどうするか、教えてやろうか？　おまえをメッタ刺ざしにして血の海に沈しずめたあと、ほかのゲストに襲おそいかかるんだ！　バカめ！」

「うーん、ごもっともです」

　後頭部を搔かいてテヘペロしてから（これがまたイラッとする）、オークロは下がる。

「心配いらないふも、西也。その程度の暴漢なら、ぼくが遅ち疑ぎなく殺すから」

　と、キャスト・リーダーのモッフルが言った。

　おしゃれな帽ぼう子しに蝶ちようネクタイ。ウォンバットとかネズミだとかの、ずんぐりしたもふもふの姿。この甘アマブリの看板キャラである。

「殺してどうする。翌日の新聞の見出しが目に浮うかぶぞ。『甘城ブリリアントパークの看板マスコット、暴漢に過か剰じよう防衛の末、殺害』。それでゲストが集まるのか」

「集まるふも。英えい雄ゆう的な意味で」

「おまえの仕事はゲストを喜ばせることだ。人を殺すことじゃない！」

「そういえばそうだったふもね……」

　いまいち分かってない様子のモッフルを捨て置き、西也は話を続ける。

「警備だけじゃない。こんな調子で、ありとあらゆる仕事が人手不足だ。その穴あな埋うめをオンステージのキャストがやっていて──当然、その負担がパフォーマンスにも悪あく影えい響きようを及およぼしている。これはいけない」

「……つまり、増員を？」

　いすずがたずねた。

「そうだ」

「ただでさえ予算がないのに？」

「それはこれからなんとかする。……なんだ、その顔。大だい丈じよう夫ぶだ、ちゃんとそっちも考えてある」

　……と言いつつも、その策だってあやふやなものだった。ともかく、いまは自信たっぷりな顔をしておくしかない。

「そういうわけで、バイト募ぼ集しゆうをかけた。ちらほらと応募もきている。来週から応募者の面接を行うので、各員はそのつもりで！」

　きっぱり宣言する。

「そんなに都合よく、まともな人材が集まるものかしら……？」

　いすずがぼやいた。皮肉ではなく、素そ朴ぼくな疑問のようだった。

「集まるかどうかなんぞ、まだわからん。とにかく行動だ」

「まあ、そうかもしれないけど……」

　そこで広報課長のトリケンが口を挟はさんだ。

「可児江さんのおっしゃる通りですよ、いすずさん。もしかしたら、それこそブリリアントな才能を持つ応募者が続出するかもしれません。見み目め麗うるわしい美少女とか、美少女とか、美少女とか。それはまるで、ＰＣゲームの世界のように。もしそうなったら、男子キャストは総員前かがみです」

「やめろ。あとＰＣゲームとかひと括くくりにするな。洋ゲー派として聞き捨てならん」

　西也は唇くちびるを歪ゆがめる。

「おやおや。可児江さんはそっち系の方でしたか……。アキバに行ってもカオス館やＰＣパーツのショップだけのぞいて硬こう派はゲーマーきどり。そのくせ一八禁ゲームはアマゾンでこっそりゲットしているシャイな方とお見受けしました」

「なんか喩たとえに具体的な人物がいそうでイヤだが……そもそも俺は高校生だ。一八禁ゲームなんぞ知らん」

「失礼いたしました。……まあそんな調子で、可児江さんの美少女秘書という、いすずさんの地位をおびやかす応募者も出てくるかもしれない、ということなのです」

「ばかばかしい。なあ千斗。こいつになにか言ってやってくれ」

　西也があきれていすずを見ると、彼女はうつむき、しばし思いにふけったあと、こう言った。

「……そうね。もしその人がわたしより有能なら、喜んでいまの仕事を譲ゆずり渡わたすわ」

　その返事で、会議室の空気がどんよりと曇くもった。

　そんな真ま面じ目めに答えられても困るんだが。

　そう言ってやろうかとも思ったが、西也はため息をつくだけでやめておいた。千斗いすずはこういう女なのだ。どうにも冗じよう談だんが通じない。他者の軽口をいなして、場をつないでいくことができない。

　この甘ブリを創設した魔法の王国、メープルランドの近衛このえ兵だとは聞いている。メープルランドの実情はよく知らないが、察するにガチガチのエリート軍人なのだろう。そうはいっても、このノリはよくわからないところがあるが──

「まあ、いい。では次の議題だが……」

　甘ブリの問題は山積している。重要だが退たい屈くつきわまりない予算関連の話を、西也は一同に話しはじめた。

　その後は終始、いすずの態度にも妙みようなところはなかった。




　会議が終わったその夜、千斗いすずは不可解な夢を見た。

　バイト募集の面接に、次から次へと絵に描かいたような美少女ばかりがやってくるのだ。

　面接官を務めたのはいすずと西也。なぜかその二人だけだ。

　最初に面接に来たのは女子大生だった。母性的な顔立ちの女性で、いすずよりも背が高く、はちきれんばかりの肢し体たいだった。

（希望する職種は、あなたの秘書です）

　と、その女子大生はおっとり、西也に向かって言った。

（こう見えても、秘書検定二級を持ってます。いろいろとお役に立てると思います）

　すると可児江西也は『ほほう』と身を乗り出し、目を輝かがやかせた。

（そうか、そうか。では採用だ。そのお姉さん属性の魅み力りよくで、俺をたっぷり癒いやしてくれ）

　そんな簡単に決めていいのか、と西也を諫いさめようとしたができなかった。口がぱくぱく動くだけで、喉のどから声が出てこない。まるで真空の宇宙空間で喋しやべろうとしているみたいだった。

　西也が履り歴れき書に『採用』の太たい鼓こ判ばんを押す。するとその女子大生は、面接会場を出て行こうともせず、ぐるりと面接机を回りこみ、彼の左ひだり肩かたにしなだれかかった。

（ふむ、いいぞ。肩かたを圧あつ迫ぱくする片かた乳ちちの感かん触しよく。実に心ここ地ちいい。これが本当の圧迫面接だな！　ふっ、ふははははは！）

（さすがです、可児江さん。エスプリがきいてますわ）

（よせよせ、照れるだろう。ふはははは！）

　責めるようないすずの視線を、彼はにやつき、受け流す。

（なにを睨にらんでいる、千斗。ほら、次を呼べ）

　不承不承、次の応募者を面接会場に通す。

　次に来たのは活発そうな女子高生だった。ショートで栗くり色いろの髪かみ、大きな瞳ひとみでいたずらっぽい顔立ちの少女だ。健康そうな体つきで、やはり巨きよ乳にゆうだった。

（えっと……よろしくお願いします！　希望する職種はあなたの秘書です！）

　やや緊きん張ちようした顔で、それでも健けな気げに彼女は言った。

（こ、これでも秘書検定初段です！　お役に立ちます！）

　秘書検定に初段とかあったのか。

　いすずが眉まゆをひそめていると、西也はまたもや履歴書に太鼓判を押した。

（採用！　ほら、こっちに来い。片乳のせろ。ふははははは）

（は、はい）

　彼女はあたふたと机を回り、西也の右側にしなだれかかった。

（ダブル圧迫面接だ！）

（さすがです、可児江さん）

（見事なエスプリですわ！）

　なにこの流れ。三人とも死ねばいいのに。帰りたい。

　ご満まん悦えつで哄こう笑しようをあげる西也が、さらに『次を呼べ』といすずに命じる。

　次は女子小学生だった。ロングの黒髪、ほっそりした手足。あどけないながらも、目には知的な光が宿っている。

（希望する職種はあなたの秘書よ）

　Ｓっ気たっぷりの目付きで、西也たちを見下ろし、彼女は言った。

（無能なあなたたちの代わりに、このパークを建て直してあげるわ。わかったらさっさと採用なさい）

（うむ、採用！　では、膝ひざの上に乗れ！）

（仕方ないわね……今回だけよ？）

　またしてもぐるりと机を回り、西也の上にぴょこりと乗る。

（いいぞ、この下腹部の重み……！　トリプル圧迫面接だ！）

（さすがです、可児江さん！）

（見事なエスプリですわ！）

（まったく……困った人たちね……）

　口々に言う新秘書たちと、西也の哄笑。この異様な状じよう況きようにいすずが何かを言おうとしても、やはりどうしても声が出ない。口をぱくぱくさせているうちに、西也と三人の女たちが、やけに冷めた目でこちらを見た。

（なんだ千斗、まだいたのか）

　彼が言った。

（見ての通りだ。おまえはもう要らん。さっさと出て行け。あのお姫ひめ様さま──ラティファの付き人でもやっていろ。モブキャラっぽく）

　やってられない。ふざけないで──
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　天てん井じようを撃うちぬいてから、いすずは目を覚ました。

　手には象ぞう牙げと金の装そう飾しよくのマスケット銃じゆう。天井にうがたれた真っ黒な弾だん痕こん。

　ここはパーク内の社員寮りよう。その自室の寝しん室しつだ。ぱらぱらと頭上から石せつ膏こうボードの破は片へんが降り注ぎ、彼女は思わず目を細める。

　ああ、夢だ。そんなの、わかっていた。

　秘書志望のあの三人の美少女。あれは虚きよ構こうだ。自分にないもの。どうあがいても、自分が持ちようのないものの象しよう徴ちよう。

　そしてあの三人に鼻の下を伸のばしている彼の姿も、ただの虚きよ像ぞう。あんな彼は有り得ない。彼がそういう人じゃないのは、よく知っている。だけど──

「ん……」

　ベッドから身を起こし、マスケット銃をしまいこむ。

　先祖伝来の魔ま銃じゆう『シュタインベルガー』は、いすずの心身と一体の魔法の武器だ。露ろ出しゆつした肌はだなら、どこからでも出し入れすることができる。スカートの中から引っ張り出すように見えるのは、単に面積の大きい太ももから取り出すのが一番手っ取り早いからだ。

　とはいえ、寝ねぼけて銃を撃ったのは初めてだった。

　しかも腹立たしいことに、あんな夢に激げつ昂こうして撃ったとは……。

　時計は朝六時すぎ。二度寝しようにも、妙に目が冴さえてしまった。いすずは寝るのを諦あきらめてベッドを離はなれ、シャワーを浴びた。

　一日に三度は入浴しないと、死にそうな気分になる。西也に言った言葉は、噓うそではない。本当に死にそうな気分になるのだ。まあ、死にはしないが。

　下着を脱ぬぎ捨て、熱い湯に裸ら身しんをゆだねる。

　上気した肌を流れ、伝い落ちる水すい滴てきの数々。バスタブの水たまりに生まれる波は紋もんの数々を眺ながめているうちに、『なぜ自分はあんな夢を見てしまったのだろう』と思う。

　ちらりと、その答えが脳のう裏りに浮うかんだ。

　こういう夢というのは、えてして自分の不安が反映されて現れるものだ。

　わたしはなにを不安に思っているのか？

　自分の力不足？　それは理解している。

　昨年度、この甘パブーリクの建て直しに派は遣けんされてきてから、自分はずっと空回りし続けてきた。高圧的な軍人のように振ふる舞まうことで、キャストのみんなから嫌きらわれてしまったし、実績をあげることもできなかった。けっきょく最後の最後で、『神しん託たく』によって選ばれた地上人、可児江西也にパークは救われた。それはもちろんありがたいことだが、自分の面めん目ぼくは丸つぶれだ。

　だが、それはそれでいい。

　お役やく御ご免めんになって、メープルランドに呼び戻もどされるのもやむなしだと思っていた。なにしろ、自分の力が足りなかったのだから。

　バスタブにうずくまり、シャワーのお湯に打たれながら、いすずは考える。

（自分の力不足だけなら、あんな夢なんて見ないはず……）

　だとしたら、これは可児江西也への嫉しつ妬とだろうか？　手段はどうあれ、わずか二週間で絶対に不可能だと思っていたゲストの動員をしてのけた彼の力に、このわたしが嫉妬した？

（それも、違ちがうと思う……）

　正直なところ、彼の手しゆ腕わんには賞賛の気持ちしかわいてこない。自分がもっと器用な女なら、涙なみだを流しながら彼に感謝の言葉を並べ立て、熱い抱ほう擁ようを求めていたことだろう。

　だが、彼女はそれをためらった。そうはできなかった。

　なぜか？　嫉妬でないなら？

　それは、つまり──

（いやいやいやいや……）

　出かけた答えを強ごう引いんに打ち消して、彼女は小刻みに首を振り、シャワーを止めた。

　どうかしている。

　そんな気持ちを自分が持ってはいけない。絶対にいけない。だいいち、彼は絶対笑うだろう。パークのみんなも笑うだろう。

　そう自分に言い聞かせながら、清潔なタオルで裸身を拭ふき、いつも通りにまずニーソックスを身につける。ショーツはその後だ。なぜか小さなころからそうしている。理由は特にない。

　以前の、彼のマンションでの一件を思い出した。

　同じような風ふ呂ろ上あがりの身み繕づくろい中、偶ぐう然ぜんに彼が脱だつ衣い室に踏ふみ込んできたときのあの瞬しゆん間かん。

　地上の言葉でポーカーフェイスと言うのだったか。いすずはそういう顔をしてみせた。そうするしかなかった。

　あのときは平然としてみせたが、もちろん平気なわけがない。自分はどうも、非常事態の時ほど冷静に振る舞える気質のようだ。すぐそばで爆ばく弾だんが爆発しても、顔色ひとつ変えずにいられるだろう。

　裸身に下着をつけ、つややかな髪をドライヤーで乾かわかし、歯みがきしてから、鏡の中をのぞきこむ。

　ためしに笑ったり、泣いたりしてみる。

　口の端はしや目め尻じりがちょこっと動いただけの、ほとんど代わり映ばえのない無表情だった。喜き怒ど哀あい楽らくをあらわすのは、どうにも苦手だ。

　ほとんど義務のようにリップグロスを塗ぬってから、ちゅぱっと唇くちびるを動かしてみる。いまのはいい動きだった。ちょっとだけ色っぽかった気がする。

　もう一回やってみようと努力したが、駄だ目めだった。

　ぎくしゃくと唇が歪ゆがんで、への字に結ばれただけだった。




　甘ブリの社エ員ー食エ堂ムが出す料理は、とてもまずい。

　なぜ食堂が『エーエム』と呼ばれているのかは、だれも知らない。メニューはこの三年間変わっていない定食三種と、いやなにおいのする牛ぎゆう丼どん、バサバサのナポリタン、それからチキンカレーだけだ。

　このチキンカレーがまたひどい。ニンジンやタマネギなどの具がガチガチに硬くて、チキンには満足に火が通っておらず、カレー粉をケチっているせいで変なくさみが残っている。

　カレーをまずく作るなど、むしろ難しいくらいなのだが。とにかくどんな負の奇き跡せきが起きたのか、ここのカレーは最悪の味なのだ。むしろネタ的な意味で、『甘城ブリリアントパークが贈る世界一まずいカレー』と称しようしてオンステージで売った方がいいのではないかと思ったりもする。

　愚おろかな夢を見て平静を失った自分への罰ばつとして、その朝、いすずはチキンカレーの食券を買った（二四〇円という安さが最大の理由だったのだが）。

「うわっ。カレー買ってる奴やつがいるろん」

　券売機からお釣つりの二六〇円を取り出していると、背後から声がした。

　音楽の妖よう精せい・マカロンだった。

　白くてふわふわ、愛らしい二・五頭身の羊型マスコットだ。甘ブリの一エリア『ソーサラーズ・ヒル』のアトラクション、『マカロンのミュージックシアター』に勤める古株のキャストでもある。

「おはよう、マカロン」

「おはようだろん、いすずちゃん。個人的な興味なんだけど……ここのカレー、マジで食べる気ろん？」

「……安いから。あと、哲てつ学がく的な理由もあるわ」

「そ……そう。でも気をつけるろん。前にワニピーがあれ食べて、上から下から大噴ふん火か。脱だつ水すい症しよう状じようまで起こして、甘城病院で点てん滴てき受けたことあるから」

　そこまであって、なぜ保健所が原因究明に乗り出さなかったのかは謎なぞだが、彼女はそれ以上なにも言わずに券売機を離れた。

　問題のカレーを食券と交こう換かんし、トレイに載せて食しよく卓たくに移動する。

　朝の社員食堂は、ほどほどに席が埋うまっていた。その大半は、敷しき地ち内の社員寮で暮らすキャストたちだ。

　いすずも女子寮の住みこみで、朝や夜はこの社員食堂で食事を済ませている。マカロンもたしか、男子寮に住んでいたはずだ。彼とつるんでいるモッフルやティラミーたちは、パーク外の安アパートやマンションを借りている。

　キャストの事情は人それぞれだ。あれこれ詮せん索さくする理由はない。

「ここ、いいろん？」

　ふらっと、マカロンがいすずの正面に座った。周囲の席の空き具合から見て、ごく自然な感じだった。いすずはこくりとうなずく。

　マカロンの選んだメニューは焼魚定食で、この社員食堂ではまあまあ食べられるレベルの味だった。今朝の夢やら何やらがなければ、彼女も焼魚定食を選んでいたことだろう。

　まあ、カレーの二四〇円に比べて焼魚定食は四八〇円なのがためらうところではあるが。

　なんとも、情けない。

　魔法の国メープルランドのエリート衛士である自分が、二四〇円のカレーと四八〇円の焼魚定食についてあれこれ迷うなどとは。

「朝飯で話すのは初めてろんね」

　マカロンが言った。

「そうかしら」

「いつも一人で食べてるよ。どうにも近づきにくいオーラを身にまとってるろん」

「そうかしら」

「まあ、立場上仕方なかっただろうけど」

「そうかもしれないわね」

　いすずは昨年度、この甘ブリの支配人代行のような立場だった。その前は魔法の国メープルランド本国で近衛このえ兵を務めていた。言ってみれば、中央の官庁から地方の役所に派遣されてきた若いエリート官かん僚りようといった身分である。

　現場から歓かん迎げいされるわけもないし、結果を出すのも難しい。

　ダメ遊園地ではあるが、それなりに和気あいあいとしたムードがある職場なのに、いすずはその中で微び妙みように孤こ立りつしていた。

「邪じや魔まだったろん？　ごめんね」

　いすずがあいまいな相あい槌づちを繰くり返すので、マカロンはそれ以上、話をふらずに食事に戻った。ブリの切り身をもぐもぐつまみ、みそ汁しるをずるずるとすすっている。

　冷たい態度をとったつもりはない。人からこうして声をかけられたとき、どう返事をして、どう会話をふくらませたらいいのか分からないのだ。

　思えばメープルランドの近衛兵時代もこんな調子だった。

　決して他者を拒きよ絶ぜつしているつもりはないのだが、どうしてもそうなってしまう。クールで杓しやく子し定じよう規ぎ、高圧的になにかを強要して、平然としているいやな女。たぶん誰だれもがそう思っていたことだろう。ここでもそうだ。

　もっとうまくやれたらいいのに、といつも思っている。

　だが、どうにもならないのだ。

　黙もく々もくとカレーを口に運ぶ。やはり具には火が通っていなくて、くさみがあって、最悪の味だった。

「いすずちゃん……」

　マカロンが言った。

「まずいときは、『まずい』と言った方がいいろん。精神衛生的に」

　そこで素す直なおに認めればいいのに、いすずはその時も顔色ひとつ変えず、つぶやいた。

「そうかもしれないわね」

「これだろん」

　マカロンが『め～～～』と羊っぽい唸うなり声をあげた。

「前は支配人代行の立場だから距きよ離り置いてると思ってたけど……コミュ障？　つまりコミュ障ってことかろん？」

　いきなり核かく心しんをつかれて、ぎくりとする。なにかを反論しようとする前に、彼はヒヅメをぴしっと突つき出し、さえぎった。

「思うにいすずちゃんは、いろいろ考えすぎて言葉が出なくなってしまうタイプだろん。直したほうがいいろん」

「…………」

　ここで『余計なお世話よ』と言うべきかどうか、彼女は迷った。

　その忠告はごもっともなのだが、朝っぱらから聞くような話でもない。だいたい、このマカロンと自分はたいして親しい間あいだ柄がらでもないのだ。とはいえ、彼は親切心からこう言っているのかもしれない。ここで彼の親切心を無下にして、職場でのムードを悪くするのも賢けん明めいとはいえない。だが甘い顔をしていたら、調子に乗ってあれこれ押し付けがましい態度をとってくるのでは？

　どう言ったらいいのか分からなくて、けっきょく彼女はこう答えた。

「そうかもしれないわね」

　テンプレな回答に、マカロンは失望した様子だった。

「ひどいろん。こっちは心配して言ってあげてるのに。……あ、可児江くんだ」

「？」

　言われて、いすずは食堂の出入り口を見る。誰もいなかった。名前も知らないキャストの一人が出て行く後ろ姿だけだ。

　改めてマカロンを見る。なぜか背筋を伸のばし、すまし顔で遠くを見ている。

「見み間ま違ちがいだったろん」

「……そう」

　妙みような態度を不ふ審しんに思いつつ、まずいカレーを口に運ぶ。

　かりっと、変な歯ごたえがした。乾いた米でも混じっていたのかと思って、そのまま飲み込んでしまう。

　水を一口飲んで、苦行を続けるいすずを、マカロンがじっと見守っていた。

　テーブルの下の見えないところで、彼がヒヅメをぐっと握にぎり、小さく『ＹＥＳ……！』とつぶやいていることには気付かなかった。




　その日は平日だったので、いすずは市内の甘城高校に向かった。

　可児江西也をスカウトするために転入した学校なので、いまとなっては通学する必要もなくなったのだが、彼女が主君とあおぐ甘ブリの支配人、ラティファ・フルーランザがこう言ったのだ。

『可児江さまはわたしたちの救世主と聞いています。あのお方が通う学校でも、不自由のないように配はい慮りよするのは、わたしたちの義務でもあります。そういうわけで、今後もできるだけ可児江さまのお側そばにいてください』

　ラティファは年度末に一年間の記き憶おくを失ってしまったので、三月の西也の奮ふん闘とうを直接知るわけではない。だがメープルランドの王女でもある彼女からそう言われたのでは、是ぜ非ひもないことである。いすずはやむなく、二年生の新学期が始まってからも甘城高校に通い続けている。

　異変は学校の廊ろう下かで、同じクラスの女子から話しかけられた時に始まった。

「おはよう、千斗さん。なんか元気ないね？」

　新学期が始まって以来、たまに話しかけてくる相手だ。女子のリーダー的な立場の子で、クラスになじめない面子メンツにも気を配っている。自分への挨あい拶さつもその延長だ。

　普ふ通つうなら、『気のせいでしょう』とでも答えて会話を終わりにする場面だった。だがその朝のいすずはこう即そく答とうした。

「ええ、元気がないの。いやな夢を見て、まずいカレーを食べて、同どう僚りようから押し付けがましい忠告を受けたから。仕事もうまくいかないことだらけだし、従業員キヤストはみんな気がゆるみまくっていて、こんなことで今年の目標動員数を達成できるのか心配で仕方ないわ」

　そこまで言ってから、口をつぐむ。

　思わぬいすずの長ちよう広こう舌ぜつに、その女子生徒はぽかんとしていた。

「あ……そうだったの。大変だね」

「大変よ。なにしろわたしの後あと釜がまに座った可児江くんは、幸か不幸か有能な人だから。もちろん、彼の能力に嫉しつ妬としているわけではないの。ただ、彼をフォローする立場になったわたしが、その期待に応えられているのか。それに確信が持てなくて。だから──」

　両手で口を覆おおって、彼女は無理矢理に言葉を止めた。

　なにを話しているのだ、自分は。

　よく知りもしない相手に、職場の悩なやみをダラダラと。こんな真ま似ねをしでかしたことは、これまで一度もなかった。

「あの、よくわからないんだけど……」

「ただの単なる地上人であるあなたには、関係のないことよ。どうか忘れてちょうだい。さもないとわたしの魔ま銃じゆうシュタインベルガーで──んむ」

　勝手に動き続けるあごをつかんで、ぐいっと黙だまらせる。

「あ、あの？　千斗さん……？」

「ん……む……ごめんなさい」

　どうにかそれだけ告げて、回れ右し、いすずはその場から逃にげ出した。




　　　　●




「そういえば、マカロン──」

　と、舞ぶ台たい稽げい古こ中の休み時間にティラミーが言った。

「──前にボクがあげたポンネーの実、どうしたみー？」

　昼前の舞台裏バツクステージ、その第二ビルでのことである。ビルといっても三階建て。おもにパレードやステージでのダンスの稽古をする場所だ。ティラミーたちが稽古をしているのは、壁かべ一面が鏡張りの、学校の教室くらいのサイズの部屋だった。

　ティラミーたちはしばしの休きゆう憩けい中だったが、劇団派は遣けんのバックダンサーの男女は、モッフルからあれこれと演技指導を受けている。

「ワン、ツー！　ワン、ツー！　はい、そこでターンふも！」

　モッフルは肉球を打ち鳴らして、ダンサーたちに指示を飛ばす。

「ワン、ツー！　ワン、ツー！　あー、そこ！　また遅おくれた！　どうしていっつも遅れるかなあ!?　それじゃお客さん、がっかりふも！」

　人手不足に資金不足。モッフルはずいぶん前から、甘ブリの振ふり付け師と演出家も兼けん任にんしている。普通はこういうやり方は悪い結果ばかり招くものだが、案外、これがうまく回っている。

「いいふも!?　『ワン』が来たときには、もう『ツー』の準備に入ってなきゃならないんだよ。ゆっくりやるよ？　ワン……で、ツー。ほら、わかるふもね？　もう一回やってみるふも。……背中を向けて……はい、ワン！　で、うずくまって……はい、ツー！」

　ぎこちないながらも、ダンサーたちが揃そろって動く。

「そうそうそう！　さっきよりずっとよかったふも！　じゃあ、だんだん速くしていこうか。はい、ワン……ツー……。そう、ＯＫ！　ワン、ツー…！　うん、いいふも！」

　稽古場で踊おどるモッフルとダンサーたちを遠目に見ながら、ティラミーとマカロンは乾かわいた笑いをもらした。

「モッフル……すこし変わったみー？」

「まあ……前よりは優やさしく教えるようになったろん」

　去年はもっと、ギスギスしていた。『なぜこれができないふも!?』だの『お前たちは能なしふも！』だのと、派遣のダンサーたちを罵ののしりまくって、現場のムードを悪くしていた。

　ダンサーたちに優しくなったのは、パーク閉園の期限がひとまず来年まで延びたので、心に余よ裕ゆうができたおかげもあるのだろう。

「それよりも、話をもどすみー。マカロン、ポンネーの実はどうなったみー？」

　ティラミーがたずねる。マカロンは『めー』とうなり、遠い目をした。

「ああ。ポンネーの実ね。けさ試ためしたろん」

「ほほう……」

「自分で飲むのは恐こわかったから、こっそりいすずちゃんに飲ませてみたろん」

「それはまた外道だみー」

　その効果を正しく知っているティラミーがにやりと笑った。

　ポンネーの実。

　それはティラミーの実家の裏山で採れる、ふしぎな魔法の実である。

　これを飲んだ者は、人から何かを尋たずねられると、すぐさま本音を漏もらしてしまう効果がある。有効時間には個人差があり、数時間から半日くらい。ちなみに鶏とり肉にくとネギ、砂糖醬じよう油ゆと一いつ緒しよにぐつぐつ煮に込こむと、独特の風味が出てとてもおいしい（ただし仲の悪い人と一緒に食べるのは推すい奨しようしない）。

「大だい丈じよう夫ぶだろん。ポンネーの実は合法ドラッグだし」

「……マカロン。ボクはあの実を、元嫁よめさんと娘むすめさんから本音を引き出すためにあげたんだみー。いすずちゃんへの悪戯いたずらのためにあげたんじゃないみー」

「だとしても、まずは効果を試すべきだと思ったろん。あいにく、いすずちゃんは学校の方に行っちゃったけど……」

「それは残念だったみー。週に何回モナピーするかとか、聞いてみたかったのに」

『モナピー』とはメープルランドの言葉で、ある行こう為いを意味する。内容はさておくが、決して上品な行為ではない。関連したメープルランド語の罵りに『パッフ・ユアセルフ！』という言葉があるが、これも具体的な内容は割かつ愛あいする。

「そんなこと聞いたら、後で殺されるろん」

「心配要いらないわ。いま殺してあげるから」

　二匹ひきが振り返ると、甘城高校の制服姿の千斗いすずが立っていた。手には例のマスケット銃。一見無表情だが、その瞳ひとみは怒いかりで燃えたぎっている。

『Ｏｈ……』

　発はつ砲ぽう。

　タンスの角に小指をぶつけた四倍くらいの痛みが、二匹に立て続けに襲おそいかかった。




　可児江西也はその日、学校を休んで朝から甘ブリの執しつ務む室にいた。

　経理部長のアーシェと陰いん気きな顔を付き合わせ、無味乾かん燥そうにして絶望的な数字のあれこれについてイヤミを聞き、辛しん抱ぼう強づよく今後の帳ちよう尻じり合あわせを相談していた。

「要するに……です」

　アーシェは言った。

　長い耳と二本の角。褐かつ色しよくの肌はだで悪魔的な美び貌ぼう。それ以外は地味な二〇代の女子といった感じで、豊満な肉体を地味なスーツでピシッと縛しばり付けている。

　メープルランドではない、どこか別の魔法の国の出身だとは聞いているが、それ以外の彼女の経歴はあまり知らなかった。あとはセクハラしてきたティラミーを半殺しにしたことがあるくらいか（懲こりないティラミーも大たい概がいだが）。

　とはいえ何年も前からこの甘ブリの経理を担当し、どうにかこうにかパークの運営資金を維い持じしている、陰かげの功労者であることは間違いない。

「先月の三〇円キャンペーンはかなりの痛手でした。動員数の件はどうにかクリアしましたが、予算不足は悪化したままです。このままですと資し金きん繰ぐりができなくなります」

「まあ……そうだろうな」

　暗い声で西也はつぶやいた。

「不ふ渡わたりを出すかどうかの瀬せ戸と際ぎわです。大規模なリストラをして、どこかに資金を乞こうほかに生き残る道はありません」

「難しい」

　西也はため息をついた。

「いまでも人手不足だし。メープル銀行の助けはなんとかならないのか……？」

　メープル銀行とは、魔法の国メープルランドの銀行のことである。この遊園地の存続について肯こう定てい的な組織だ。王女であるラティファの運命もかかっているのだから、当然の態度ともいえる。

「それが無理なんです」

「なぜだ？」

「日本の金きん融ゆう緩かん和わ政策による円安の影えい響きようと、メープルランド王宮内の政争による人事刷新、それからアメリカのＦＲＢ（連れん邦ぽう準備制度理事会）による魔法の国関連銀行に対する引き締しめ政策など、ものすごく長い話になりますけど、いいですか？」

「だめだ。読者が退たい屈くつする」

「わかりました。とにかく、無理なんです」

「そうか……」

　西也はあっさり納得した。

「とにかく、今月をなんとか乗り切ろう。資金調達については、最後の手段も考えている」

「今度は銀行強ごう盗とうでもするんですか？」

　言われて、西也はアーシェをじろりとにらんだ。

　頭のいい彼女のことだ。先月の鍛か冶じの元スタジアムの出火の件も、薄うす々うす察しているのだろう。でなければ『今度は』などと付け加えるはずもない。

「あなたを責めているわけではないんです」

　慎しん重ちように言葉を選ぶように、彼女は言った。

「私もこのパークを存続させたい気持ちは同じです。でも、無茶はしないでください」

「……気持ちはありがたいがな。そうとばかりも言ってられないだろう。もちろん、銀行強盗など論外だが」

「安心しました」

　そのおり、卓たく上じようの電話が鳴った。出ると警備主任のオークロからだった。

「どうした？」

『あ、可児江さん。あのですね、えーと……いま第二ビルなんですけど。千斗さんとマカロンさん、ティラミーさんが大暴れしてまして……』

「三人で？」

『というか、逃げ惑まどうマカロンさんたちを、千斗さんが殺そうとしているんです。止めてくれませんか？』




　西也が第二ビルに駆かけつけてみると、すでに騒さわぎは収束していた。

　マカロンとティラミーは死亡していた。

　いや、死んではいなかったが、死亡も同然の有様だった。マカロンは稽古場の鏡に額から突つっ込こみ、放射状のひびを作ってぐったりと横たわっていた。ティラミーはうつぶせに倒たおれ、床ゆかに血文字で『犯人は乳ちち袋ぶくろ』と書き、こと切れていた。

　いすずは稽古場の真ん中に立ち、荒あらい息で肩かたを上下させている。派遣のダンサーたちは、部屋の片かた隅すみで震ふるえ上がっていた。

「……パレードの稽けい古こ中だったはずだな。モッフルはどうした？」

「よくわかりません。騒ぎに気づいて三人を止めようとしたらしいんですが……あ、いました。あそこです」

　警備のオークロが割れた窓ガラスの外を見て言った。モッフルはビルの外に生えている桜の樹き、その枝に引っかかって力なくぶら下がっていた。気を失っているようだ。

「…………。で、なにがあった？」

　どうせまた、この三匹びきがいすずをからかってドタバタしたのだろう。

「報復よ……」

　いすずが即そく答とうした。

「こともあろうに、わたしにポンネーの実を飲ませたの。しかもこの連中、わたしに下品な質問をしようと企たくらんで……」

「下品な質問？」

「週に何回、モナ……ん────────っ!!」

　全力を尽つくして、いすずが口をつぐむ。鼻をつまんで耳抜ぬきするような感じだった。

「千斗……？」

「き……気にしないで」

　ぜえぜえと息をつく。

「きょうは学校に行ったの。あなたが休んだから、一緒にいなければ意味がないとは思ったけど、出席日数を稼かせいでおくのもいいかと思って。それに変な夢を見たからあなたと会うのに気が引けたというのもあったのだけど……ん────────っ！」

「…………？　なんだかよくわからんが、騒ぎがバックステージでよかった。客ゲストに見られたら大問題だ。そこに転がってるバカどもを起こしたら、事務棟とうビルに来い。一三時から応おう募ぼ者の面接だぞ」

「め、面接!?」

　いすずが背筋を伸のばし、目を丸くする。

「なんだ。なにか問題が？」

「問題なら大ありよ。自分の本音がぽろぽろ出てしまうこの状じよう況きようで、面接に出たら何が起きるか。パークの苦しい実情や、ひどい労働条件、その他あれこれを並べ立てて、相手のやる気をくじくことしか言えないわ。それになにかのはずみで、あなたへのよくわからない感情も……ん────────!!」

　また全力で鼻と口を押さえて、いすずが変な唸うなり声をあげる。

「……大丈夫か？」

「全然、大丈夫じゃないわ。病欠させて。帰って寝ねるから。さもないとわたし、あなたにひどい迷めい惑わくをかけてしまうでしょうね。つまり神しん託たくを受けた地上人ではなく、一人の……ん────────！」
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「なんだ、さっきから。んーって」

「だからポンネーの実が、ん──────────!!」

　もう、わけがわからない。花か粉ふん症しようの類たぐいだろうと解かい釈しやくして、西也は背を向ける。

「それだけ暴れて、病欠もへったくれもないだろう。とにかく遅おくれるなよ」

「だから、休ませてほしいと──」

「だめだ。それに応募者の書類選考はお前がやったんだぞ。お前がいなくては面接など成立せんだろう」

「しかし──」

「しつこい！　とにかく、必ず来い！　休んだらクビだ、クビ！」

　西也はさっさとその場を立ち去ってしまった。




　昼食のコンビニ弁当をレンジでチンして、執務室で手早くかき込み、お茶を飲む。

　そのわずかな昼休みの間も、西也はきょうのパークの様子をチェックすることを怠おこたらなかった。

　先週から敷しき地ち内の防犯カメラの映像を、ＬＡＮ経由で自分のノートＰＣに表示させられるようにしたのだ。警備センターの連中は全員機械オンチなので、けっきょく西也自身がアクセスの設定やら何やらをしなければならなかった。本当は敷地外──学校や自宅からでも、監かん視しカメラにアクセスできるようにしたかったのだが、原因不明のエラーが出たり、スマホのブラウザではセキュリティが心もとなかったりで、諦あきらめた。

　本来なら一人くらい、そういう最低限のあれこれを面めん倒どうみてくれるエンジニアが欲しいのだが、雇やとう余よ裕ゆうはもちろんない。

　監視カメラから見る平日のパークは、閑かん散さんとしていた。

　まあ、閑散とするのは仕方がない。四月のこの時期は、日本中のあらゆる遊園地で閑かん古こ鳥どりが鳴いているのだ。

　キャストも気が抜けまくっている。これは早めになんとかしなければならない。できれば数日中に──

「あちこちの老人会に営業をかけておいたのは、正解だったな」

　昼休みが終わり、西也はモッフルにぼやいた。事務棟ビルの廊ろう下かで出会ってからの一言である。

「もっふ。まあ……肯こう定ていふも」

　先ほどの乱らん闘とうで失神していたモッフルだが、傷は浅かったようだ。三〇分ほど保健センターで寝かされてから、好物のおやつコロッケを食べて不死鳥のようによみがえり、事務棟ビルに馳はせ参じた。彼も面接官を務める予定なのだ。

「確かに、最近はお客ゲストに老人が多いふも」

　モッフルは不服そうにつぶやいた。

　この時期、つまり『新年度』の『新学期』、ゴールデン・ウィーク前までの期間、学生や社会人は自分の新生活に慣れるのに必死なのである。友人や家族と連れ立って──しかも周囲のひんしゅくを買って休んでまで、平日に遊びに行く者はごく少数といえる。

　なので、某ぼう一流テーマパークで気の遠くなるような行列に並びたくない人は、この時期の平日が狙ねらい目である。某ムチを持った某考古学者の某アトラクションなんかでも、五分と待たずにゴンドラに乗れる。これ豆知識（最近はそうでもないという説もある。注意）。

　そうしたわけで──

　西也が狙ったのは、そういう新年度のしがらみと無む縁えんな老人層なのであった。

　先月──三月のあれこれがあった後、支配人代行を継けい続ぞくすると決めたとたん、西也は老人会やら老人ホームへの営業をガンガン推おし進めた。割り引きチケットを押し付けまくり、団体割り引きを設定し、軽食コーナーには薄うす味あじのおにぎりとみそ汁しる、わらび餅もちとほうじ茶を用意させた。

　おかげで閑かん散さん期である四月のいま、甘ブリは例年に比べて高めの動員数を維い持じしている（それでも三月の三〇円キャンペーンによる数には遠く及およばないが）。

「じいさんばあさんでも立派なお客ゲストだ。うだうだ言わずに歓かん迎げいしろ」

「それは分かってるふも。ただ、なんというのか……コミュニケーションが成立しなくて……」

「ああ……」

　それはよくわかる。

　西也は去年の夏休み、群馬の方にぶらりと一人旅をしたことがあった。ひなびた温泉町のバス停で地元のバアさんと話をしたが、まったく会話が嚙かみ合わなかった。『東京から来たんですよ』と言ったら、『ああ、それは立派なお仕事ですねえ……』と答えられ、『もうすぐこの村、ダムに沈しずむって聞きましたけど』と言ったら、照れくさそうに『いえいえ、そんな、滅めつ相そうもありませんよ』と答えられた。わけがわからない。

　若者と老人との間のディスコミュニケーションというのは、どうしてああも甚はなはだしいのだろうか？

「意思疎そ通つうができないくらいならまだいいけど。面倒なクレームも多いふも。アトラクションでつまずいただけで、『死にそうになった、どうしてくれるんだ』とか言われるし。実際、捻ねん挫ざしただけで訴そ訟しよう沙ざ汰たになったことあるふも」

「むう……」

「ミュースがあのコスチュームで踊おどってみせたら、『こっち来いや』てな調子で肩を抱だこうとするエロジジイまでいる有様だふも。吸い殻がらもポイ捨てするし、列に横入りするし。最近の老人はマナーが悪いふも」

「そうなのか」

「もちろん、いいお年寄りも多いふも。だけど実感として、最近の老人はなっとらんよ。おもにいわゆる団だん塊かい世代が──」

「その辺にしとけ。やめろ」

　なんか色々と物議をかもしそうな話題を打ち切って、西也は手を振ふった。

「まあ、いいふも。……それで？　きょうの面接はどういう部署のキャストを？」

「全部だ」

「もっふ？」

「各セクションのバイトを募ぼ集しゆうしたのだが、期待に反して応募数はえらく少なかった。三日に分けて面接をやる予定だったが……あいにく、きょう一日で充じゆう分ぶんな人数だ」

「せつないふもね」

「なんの。これしきで凹へこみはせんぞ。来週以降も募集は続ける」

　面接会場は事務棟ビルの三階、第三会議室だった。

　西也とモッフルは窓を背にして着席し、いすずから送られてきた履り歴れき書のコピーを広げる。やや遅れて、スーツ姿のいすずが入ってきた。地味なダークグレイのジャケットに、タイトなスカート。

「遅おそいぞ、千斗」

「シャワーを浴びて着き替がえたの。すこしは秘書っぽい服装でもしてみようかと、あれこれ悩なやんで一〇分無む駄だにしたわ。具体的にはパンツスタイルにするか、タイトミニでそれなりに自信のある脚きやく線せんを活用するか。結果としてタイトミニにした。なぜなら応募者はともかく、あなたの視線んん───────!!」

　口を押さえていすずがうずくまる。

「また『ん────』か。まったく……どうしたんだ、今日は？」

「か……可児江くん。実はあなた、鈍どん感かんキャラなんじゃ……ん─────!!」

「？　あー、もういい。勝手にしてろ」

　時計を見て、ぽんと手を打ち合わせる。

「では、始めよう。一人目を呼んでくれ」

　その場に控ひかえていた総務課のキャストが、うなずき会議室を出て行く。

　面接官は西也とモッフル、いすずの三人だった。高校生二人と、マスコット一いつ匹ぴき。いかがわしい面子メンツではあるが、仕方がない。このパークの中心人物は、実質この三人なのだから。

「そういえば……モッフルよ」

「なに？」

「例の『ララパッチのおまもり』とやらはどうした？」

「あっ……忘れたふも」

「おい」

「ロッカーに置きっぱなしだったふも。取りに行った方がいいかな？」

『ララパッチのおまもり』とは、甘ブリ従業員に支給されるふしぎな魔ま法ほうのアイテムである。

　サイズは五百円玉くらい。女神の胸像が刻印されている銀色の護ご符ふだ。これを持っていれば魔法の国の住人でも、その辺の地上人と同じようにしか見えなくなる効果がある。そう聞くとありがたい感じだが、入手困難な希少アイテムではなく、魔法の国のホームセンターで普ふ通つうに売っている品だと聞く。

　安いのは日本円で九八〇円。ただしそういう安物は、中国の魔法の国（意味不明）で製造されているので、たまに爆ばく発はつするからやめておいた方がいいらしい。

「俺たちが面接官なんだぞ。高校生二人に変な着ぐるみとかでは、真ま面じ目めな面接ができんだろう」

「んー、まあ、大だい丈じよう夫ぶふもよ。どうせ慣れてもらうことになるだろうし」

「うーむ、それはそうだが……」

「時間もないし。このまま行くふも」

「いいのかなあ……？」

　そうこう言っているうちに、会議室の扉とびらが開いた。

　面接会場に入ってきたのは、おっとりとした感じの女子大生だった。




「よろしくお願いします」

　その女子大生は折り目正しく一礼して、勧すすめられるままにパイプ椅い子すに座った。

　やや垂れ目でロングの黒くろ髪かみ。スーツはあまり着慣れていない様子で、サイズがいまいちあっていない。豊かなバストを隠かくすように、さらに一回り大きなジャケットを選んだようで、腰こし回まわりや腕うでなどに変なしわが出来ている。

　あまり緊きん張ちようはしていないようだ。おだやかで控えめな微び笑しようには好感が持てる。プラス二点。

　面接官の中に、もこもこの着ぐるみ的な生物がいることについては、特に困こん惑わくした様子を見せていない。マイペースなのだろうか？　プラス一点。

　モッフルは腕うで組ぐみしてふんぞり返っている。いすずはうつむいたまま、なぜか両目をはげしく瞬しばたたかせている。動どう揺ようを抑えつつ『……正夢？』だのとつぶやいているのが聞こえたが、意味不明なので放ほうっておく。

「で、えーと……安あ達だち映えい子こさん」

　履歴書を見返しつつ、西也は言った。質問などのやりとりは彼が中心に行うことになっていた。

「当パークの従業員キヤストに応おう募ぼいただき、ありがとうございます」

「いえいえ。こちらこそありがとうございます」

　なんとなく間の抜ぬけたやりとりをしてから、西也は希望部署の欄らんを見た。

「それで……第一希望はアトラクション・キャスト、第二希望はエントランス・キャストとありますね。直接、ゲストに接する重要な部署ですが……以前、同じような仕事をした経験はありますか？」

「はい。先月まで、芸能関係の事務所に所属しておりました」

「ほほう。どちらの事務所かうかがっても？」

「たぶんご存じないかと思いますけど……クアトロ・プロデュースという会社です」

　彼女の言う通り、聞いたことのない会社だった。

　まあ、世の中に芸能事務所なんてものは何十、何百とある。おおかたイベントのコンパニオンやらモデルやらの派は遣けんでもやっている会社かなにかだろう。在ざい籍せきはしてたが、仕事の斡あつ旋せんがズサンだったり、そもそも仕事が来なかったりで契けい約やく更こう新しんをせずに、一いつ般ぱん人に戻もどったというところか。よくある話だ。

　とはいえ、変なプライドがあったら周囲と揉もめるリスクもある。マイナス一点。

「あの。やっぱり、ご存じないですよね？」

　映子さんはくすりと笑った。特に自分を卑ひ下げした様子もない。むしろ反応に迷ったこちらを気き遣づかっての一言だろう。気配りもできるようだ。これはプラス二点。

「あー、失礼。そちら方面は不勉強でして……。ちなみに、どんな感じの事務所だったんですか？　モデルとか、コンパニオンとか……」

「はい。映像作品に出演していました」

「ほう。映像というと……どのような？」

　すると彼女は柔にゆう和わな微び笑しようを浮うかべたまま、こう言った。

「はい。ＡＶです」

「…………………………なに？」

「…………………………え？」

「…………………………ふも？」

「ＡＶです」

　長い沈ちん黙もく。

　ほとんど同時に三人の面接官が、『がたっ！』と椅子をずらして身を反らした。

　当の映子さんは変わらずおっとりと座っている。

「ええ……と……。そ、そそそそ、それは……たたた大変な……お、おしおし、お仕事……でした……ね」

「どうも」

　映子さんはにっこりと笑った。

「そ、そそそ、その……。ねねね、念のために、さささ再確かく認にんしておきたいんですが……え、え、え、ＡＶ、とおっしゃりましたか？」

「はい。一〇本ほど出演を」

「じゅ、一〇本!?」

　元役者の西也ではあったが、はげしい動揺で顔面がこわばり、声が裏返るのを止めることができなかった。

　え、なに？　本気で？

　ＡＶ？　アドヴァンスド・ヴィークル（先進型車両）とかじゃなくて？

　この優やさしそうなお姉さんが？　ちょっと正直、この俺様でもほっこりしてしまったような、不思議な魅み力りよくのある、この人が？　男なら一度は夢見るような、隣となりに住んでいて欲しい清せい楚そな感じの年上の女性が？

　そんな。

　ああいう、あれなビデオに。こんな人が。

　ありえない。これはありえないぞ。どうなっとるんだ、この宇宙は!?

　西也は自分の背後で、『可児江西也の世界観』とでもいうべきものが、ばらばらに崩ほう壊かいして砕くだけ散っていくのを感じた。

　いすずは目を丸くして固まっている。かたやモッフルは、西也の脇わき腹ばらを肉球でつつき、小声でささやいてきた。

（西也……西也……！）

（な、なんだ……？）

（芸名を聞くふも。気になるふも）

「聞けるわけないだろうが！」

　声を荒あららげてから、はっと我に返り、映子さんに作り笑いを向ける。

「は、はは……いや、申し訳ない。めめ、珍めずらしいご経歴なので……少々、ど、どどど、動揺してしまいまして……」

「ええ。みなさん、よくそうおっしゃります……」

　今度の微笑は、すこし寂さみしげな感じだった。その横顔がまたヤバい。守ってあげたくなるような弱さ、はかなさ。そして見返りにいろいろ要求したくなるような、なんともいえないほの暗い色気。

「でも、気にしないでください。慣れてますから……」

「きょ、恐きよう縮しゆくです」

　そこでまたモッフルが耳打ちしてくる。

（西也）

（な、なんだ？）

（しっかりするふも。なんで面接官が恐縮するふも）

（だ、だが……）

（ここは押しの一手ふも。はやく芸名とデビュー作を聞くふも……！）

「お前は黙だまっていろ！」

　とは言ったものの、西也はそれ以上、映子さんに何を聞いたらいいのかわからなくなってしまった。業務上必要なありとあらゆる質問が、すべてセクハラと解かい釈しやくされてしまいそうな恐おそろしさを感じた。

　たとえば──

　例文その一。

『いまは大学生なんですよね？』

　→『在学中なら、同級生はどう思ってるんでしょうね？　きっといやらしい目であなたを見ているんでしょうね。ククク……』

　例文その二。

『研修期間の時給は七五〇円からになりますが、よろしいですか？』

　→『安い時給だけど本当にいいわけ？　まあ事と次し第だいによっちゃあ、その時給にいろいろプラスしてあげてもいいんだけどね。ククク……』

　例文その三。

『乗馬がご趣しゆ味みとありますが？』

　→『おやおや、それはさぞかし、立派なお馬さんに乗ってきたことでしょうねえ。私もなかなかの種馬ですよ？　一度お試ためしになってみますか？　ククク……』

（だめだ、一歩も動けない……！）

　西也のこめかみを、一いつ滴てきの冷ひや汗あせが伝っていく。

　映子さんは、のほほんと質問を待っている。

　気まずい時間が流れた。

　どうしたらいいんだ、どうしたら──そうだ、ここは同じ女である千斗いすずに任せるべきでは？　いつも冷静な彼女なら、馬ば鹿かな男の哀あわれな動揺をものともせず、的確な質問をしてくれるのではないか。

　さっと首を巡めぐらせ、いすずを見る。

「………………」

　彼女は青ざめた顔で、相変わらず口元を片手で押さえ、わなわなと肩かたを震ふるわせていた。

「せ、千斗……？」

「っ……ん─────！」

　彼女は顔をあげ、手を離して、なにかを言おうと大口を開けてから、ぐっとこらえて西也の耳をつかむと、乱暴に引っ張り寄せた。

「痛っ……おい、なにを──」

　それから彼女は西也の耳たぶに嚙かみつかんばかりの距きよ離りに唇くちびるを近づけ、吐と息いきを浴びせつつ、ひそひそとまくし立てた。

（可児江くん。わたしを頼たよりにしないで。なぜならわたしはあなた以上に困惑してるの。その理由は三つ。一つはあの女が、なぜか今朝見た夢に出てきた応募者にそっくりなこと。一つはその女に、あなたが案外好感を抱いだいたこと。そして最後の一つは、あの女の経歴を聞いたあなたが、ガラにもなくものすごく動揺していることよ……！）

（な、なに……？）

（これ以上は話したくないわ。でもポンネーの実の効果が残っているみたいで、話さずにはいられない。あなたはとても有能で、少しのことではたじろがない人だと思っていたのに、あんな女に──巨きよ乳にゆうのお姉さんタイプで、わたしにはない包容力や人生経験、そして圧あつ倒とう的にして超ちよう弩ど級きゆうの性体験を持っている女に──だらしなくクラクラしているなんて、腹が立って仕方がないわ。そう、わたしは恐れている。あなたが彼女を秘書にして、わたしを──）

　いすずが鼻をつまんで、またうなった。

「ん───────っ!!」

「せ、千斗……？」

　長机に両りよう肘ひじをつき、ぜいぜいと息をつく。困こん惑わくして様子を見守る一同をよそに、いすずは首をうなだれ、

「志望の……動機でも聞けば？」

　と、疲つかれ切った声でつぶやいた。

「そ、そうだな……。うむ、そうだ」

　志望の動機。それならセクハラにはならないはずだ。

（もっふ。それより芸名を……！）

（うるさい！）

　西也は大げさに咳せき払ばらいをしてから、映子さんに向き直った。

「あー……失礼、安達映子さん」

「はい」

　相変わらずのおっとり風味で、彼女は答えた。

「いろいろすみませんでした。最後に……このパークで働こうと思った動機を聞かせていただけますか？」

　そうだ。そもそも、それがわからん。

　なんだってまた、そんな経歴の、その気になれば夜の街でがっつり稼かせげそうな女性が、こんなダメ遊園地に？

「はい。そうですね……」

　映子さんは少し考えているようだった。熟うれた唇に人差し指をあて、味気ない天てん井じようを見上げる。その仕草がまた、すさまじく魅み惑わく的だった。

　彼女はなにを考えているのだろう？　例の魔ま法ほうを使うべきかどうか、西也は迷った。

　メープルランドの王女から授さずけられた、一度だけ人の心を読む魔法──

（いや……）

　いまはその時ではない、と彼は思いとどまった。

　もし彼女を採用して、今後もいろいろお仕事することになって、なにかラッキーなイベントがあったときのために、ここはキープしておくべきなのではないか？

　下心アリだと言いたくば言え。可児江西也はグレネード弾だんを浪ろう費ひしない男なのである。

（…………む）

　いすずがじっとこちらを見ている。見み透すかされているのだろうか。いやいや、そこまで察しのいい女ではないはずだ。

　ややあって、映子さんが口を開いた。

「……前の仕事は、どうも向いていなかったみたいです。もちろん嫌きらいな仕事でもありませんでしたけど。やっぱり直接、いろいろなお客様の喜ぶ顔が見たいな、と思いました。ですので、こうして応おう募ぼいたしました」

「は……はあ」

「これでは不充分でしょうか？」

「いえ。そ、そんなことは」

　涙なみだ目めになりそうなのを、ぐっとこらえる。

　こんなしっかりした答えが言えるお嬢じようさんが、そんな、なんで、どうして。ますます世の中がわからなくなる。

　特に『嫌いな仕事でもなかった』というフレーズがダメージ大だ。

　そうですか、嫌いなわけじゃないんですか。そう言われると、なぜかこちらはますます惨みじめな気分になってくるんですよ……。本当、なんでだろう、くそっ。

　とにかく、落ち着こう。

　西也は深呼吸してから、辛かろうじてこう告げた。

「ありがとうございました。結果は後日ご連れん絡らくします」




　映子さんが会議室を出て行くと、たちまちモッフルが西也に詰つめ寄った。

「どうして芸名を聞かなかったふも!?　おまえは最悪の経営者だよ！　絶望した！　その紳しん士しっぷりに絶望した！」

「聞けるか！　勝手に絶望して首でも吊つってろ！」

「ふふん……このぼくの体型を見るがいいふも。首を吊っても、てるてる坊ぼう主ずみたいにぶらーんとぶら下がるだけ。死なないよ？」

「それは自じ慢まんなのか自じ虐ぎやくなのか？」

「もっふ……」

　モッフルはスルーして安達映子の履り歴れき書、その写真部分をパシャッとケータイで撮さつ影えいして、短いメールと共にどこかへと送信した。

「おい、勝手に撮とるな。どこに送った？」

「トリケンのとこ。『この女、誰だれだかわかる？』と送ったふも。あいつＡＶ詳くわしいから」

　またイヤな話を聞いてしまった。あんなトリケラトプス風の三頭身キャラが、ＡＶに詳しいとか。最低だ。

「おまえな……」

「まあ、しばし待つふもよ」

　だいたい、こんな履歴書の小さな写真──地味なメイクの正面顔なんかで、わかるわけがないではないか。美人の顔なんて、みんな似たようなものなんだし。

　そんな西也の内心を見透かしたように、いすずが横からにらみつけてくる。

「あまり強く叱しからないのね。実は興味津しん々しんってこと？　いやらしいわ」

「ばっ……！　失敬なことを言うな」

「でも複雑な気分だわ。可児江くんもそういうのに興味があったなんて。もしかしたら、わたしのはだん──────────っ!!!!!!」

　いすずが全力で顔面を押さえて、ごつごつと机に額を打ち付ける。彼女の奇き行こうにドン引きして、西也は身を引いた。

「せ、千斗……？」

「気に……しない……で……」

　どうも今日はこいつの様子がおかしい。いつもは冷静で、とらえどころのない女なのだが。体調不良というよりは、情じよう緒ちよ不安定とでもいった感じで……。

　そこでモッフルのケータイがブ───っと震えた。

「さっそくトリケンから返信が来たふも。ふむ……。なるほど……ふも……ふも……」

　液えき晶しよう画面を覗のぞきこみ、モッフルはしきりにうなずく。そして深いため息をつくと、どこか遠くを眺ながめ、

「……さあ、次の人を呼ぶふもよ」

　と、ケータイを閉じて宣言した。

「……わかったのか？」

「なにが？」

「それは、その……映子さんの……」

「ああ、芸名なら判明したふも。それがなにか？」

「い、いや……」

「レーベルも、代表作も知ってたよ。さすがはトリケンふもねえ。さあ、次いこうか」

　次の応募者の履歴書をめくる瞬しゆん間かん、モッフルの口の端はしがわずかに釣つり上がるのを、西也は見み逃のがさなかった。

　こいつ。知ってて教えない気か。

　俺から質問できないと知りつつ！　あえて触ふれずに次の応募者へ移ろうとするとは！　なんと……なんと根こん性じようのねじ曲がった奴やつなんだ！

「今夜はレンタルに寄ってから、みんなで酒を片手に大フィーバーふも。ああ、楽しみだなあ。ワクワクするふも」

「くっ……」

「知りたいふも？　知りたいふも？」

「ばっ……そんなわけあるか！　次！　呼んでくれ！」

　宇宙戦せん艦かんの指揮官みたいな仕草で、さっと右手を掲かかげて総務課のスタッフに命じる。

　その横で、いすずが信じられない発言をしていた。

「知りたいわ。モッフル卿きよう、教えてん──────！」

「せ、千斗？」

　モッフルは興味深げに目をきらめかせた。

「ほほう。われらの近衛隊士どのが興味を示すとは、意外ふも。その動機が聞きたいところふもね」

「も、もちろんこのパークの悪評を案じてのこと……ではなく、あの女が、あんな顔してしれっと男を魅み了りようするその秘密をん───────っ！」

　きょう何度目だろうか。鼻をつまんでごっつんごっつん、机に額を打ち付けている。

　ひょっとして、本当に体調不良なのだろうか？　昼の騒そう動どうのときも、調子が悪いと言っていた。さすがに心配になってくる。
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「おい……大だい丈じよう夫ぶか？」

「ぜんぜん大丈夫じゃないわ」

　痛む額を押さえて、いすずが彼を見上げた。すでに涙目である。

「正直、これはあの時以来よ。幼年学校時代の授業中、トイレに行きたいのに言い出せなくて、必死ににょういん────っ！」

　西也がさすがに救急車でも呼ぼうかと思ったとき、ノックと共に新たな応募者が会議室に入ってきた。

「遅おそくなりました！　失礼します！」

　第二の応募者は女子高生だった。




　その少女は髪かみは栗くり色いろのショートで、大きな瞳ひとみがきらきらとしていた。動作も体つきもエネルギッシュで、きびきびとしている。

　彼女は上気した顔で息を弾はずませ、大おお股またで西也たちの前まで歩いてきた。

「伴ばん藤どう美び衣い乃のです！　よろしくお願いします！」

　はきはきとした声だ。これだけでプラス二点。

　横でいすずが、また『正夢……!?』だのとつぶやいていたが、西也はスルーした。きょうのこいつの発言は、あまりまともに取り合わない方がいい。

　伴藤美衣乃さんは学校の制服姿だった。古風な紺こんのセーラー服の上に、カーキ色のカーディガンを着こんでいる。履歴書によれば、西也と同じ市内の高校の一年生ということだった。

　見た目は元気で愛らしい。スタイルもいいし、お客ゲストを魅了するオーラのようなものを持っている。プラス一点。

　ただ問題は──

「ええと……伴藤美衣乃さん。まずお聞きしたいんですが」

「はい！」

「……その血けつ痕こんは？」

　彼女の左脇わき腹ばらから腰こしにかけてが、赤く染まっている。いや、あれは血痕ではない。てらてらと光こう沢たくを放つ血の色は、いまもなおカーディガンの布地に広がっていこうとしている。

　マイナス二〇〇点。

「あ、すみません。急いでたもので……」

　美衣乃さんは恥はじらうように、血に染まる脇腹を隠かくそうとした。

　いや、そこは恥じらうところじゃないだろう。あと、それは急いでたかどうかの問題なのか？

「お、お怪け我がを？」

「あ！　大丈夫です、大丈夫です！　こんなの、大したことありませんから！」

　美衣乃さんはあわてて手を振ふった。すると指先から血しぶきが飛んで、会議室の床ゆかに『たたっ』と禍まが々まがしい点が描えがかれた。

　西也がのけぞり、いすずが眉まゆをひそめ、モッフルが思し慮りよ深げに小首をかしげた。

「いや、大丈夫って……」

　よく見れば美衣乃さんは元気一いつ杯ぱいというわけではない。息が荒あらいし、脚あしがわずかに震ふるえているし、みるみる顔色が悪くなってきている。

　先ほどの映子さんも破は壊かい力抜ばつ群ぐんだったが、この美衣乃さんもまた違ちがう意味でドン引きさせてくれる人材だった。

「できれば……その怪我の事情をご説明いただきたいのですが……」

「い、いえ……！　遅おくれた言い訳は……したく……ありません！　このまま……はぁっ、はぁっ……続けさせてください！」

　そんな、少年漫まん画がっぽく盛り上がられても。

　言い訳しない、というのはまことに殊しゆ勝しようで立派な態度だとも思うのだが、いちばん聞きたいのはその出血なのだ。

　いすずに『どう思う？』とささやく。

（知らないわ。わたしは吊り橋効果的な心理でこの女にあなたが少なからず好感を抱いだくんじゃないかとん────！）

　と意味不明な供述を繰くり返しており（以下略）。もういい。放置だ放置。

　続いてモッフルに『どう思う？』とささやいてみる。

（あれは……おそらく刺し突とつによる負傷ふもね。失血量はおそらく一リットル程度。あの体格の女子なら、あと一〇分程度は意識を保ったまま受け答えができるはずふも）

　参考になるようでならないコメント。

「と、とにかく救急車を……」

「いえ、やめてください！」

　美衣乃さんは断固として言った。

「この程度の怪我で、甘城ブリリアントパークさんにご迷めい惑わくをおかけしたくありません。あたしは……あたしは。この面接に……すべてを賭かけているんです！」

　そんな。このダメ遊園地にすべてを賭けられても、正直困るんだが。

（やたら熱心ふもね。まさか……これは陰かげ腹ばら……？）

　モッフルが戦せん慄りつしつぶやいた。

　ちなみに陰腹とは、侍さむらいが死をもって主君に諫かん言げんするため、己おのれの腹を切ってから拝はい謁えつする行こう為いのことである。

　決してバイト先の面接で行うようなものではない。あと採用されても死ぬ。

（さすがに……陰腹はないだろう）

（そうかなあ。おっと……？）

　そのおり、卓たく上じように置かれたモッフルのスマホが着信音を奏でた。

（警備センターからふも。ちょっと待ってて）

　肉球をにゅっと突つき出し、モッフルがひそひそと電話に出る。かたや美衣乃さんは、身を乗り出して西也に懇こん願がんした。

「お願いします。はやく……うっ……面接を……。ごふっ……」

　愛らしい唇くちびるの端はしから、一筋の鮮せん血けつがこぼれ落ちる。

（内臓にもダメージがあるようだふも。急いだ方がいいよ）

　電話の受け答えを一時中断して、モッフルが忠告する。

（い、急げと言われても）

「はやく！　し、質問を……お願いします！　あたしの意識があるうちに！」

「は、はい」

　美衣乃さんの剣けん幕まくに気け圧おされ、西也は思わずうなずいた。いすずに小声で『救急車を呼んでおけ』と告げ、形ばかりの面接を始める。

「ではええと……希望の勤務時間なんですが、へ、平日は一六時以降ということですね。おもにクローズのシフトで──」

「ごふっ！」

「あ、あの？」

「ごふっ……！　げほっ……！　一六時以降で……だ、大丈夫……です！」

　血まみれの指で口元を押さえ、美衣乃さんはうなずいた。

「い、急ぎましょうか。次にご希望の業種です。ゲスト・コントロールとマーチャンダイズのキャストということで……そちらを希望されたご動機は？」

　ゲスト・コントロールはおもにゲストの誘ゆう導どうや案内、マーチャンダイズは売店の販はん売ばいである。これも接客がメインの重要な仕事だ。

「はい……ぜぇっ、ぜぇっ……。お客さまの……ごふっ。笑え顔がおが……っ……げふっ！　見たくて……」

　青ざめた顔にびっしりと脂あぶら汗あせを浮うかべて、美衣乃さんは不敵な笑みを浮かべた。

　この有様を見て笑顔を浮かべるゲストがいたとしたら、それはおそらく彼女の不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきくらいのものだろう。

「ほかに希望のキッズスペース（託たく児じ所）ですと、研修期間が通常の倍になりますが……よろしいですか？」

「も……もちろんです。あたしは……ごふっ。子供たちの……っ……喜ぶ顔が……っ。大好きなんです！」

　鬼き気き迫せまる表情。まことにあっぱれな根こん性じようではあったが、いまの美衣乃さんを見た子供たちは、一〇〇人中一〇〇人が泣くこと間違いなしだ。

「わ、わかりました」

　これ以上、話を長引かせても参考になることは何も無い。さっさと救急車のお世話になってほしい。

「採用不採用の通知は、後日お知らせします。いまはともかく、傷を癒いやしてください」

「そ、そうはいきません！」

「そう言わずに癒してくれ！」

「す、すみません……ま、まだアピールしたいことがたくさん……ごほっ！　あたしは……これでも……ごほっ！」

「あ、あの……？」

　膝ひざをつき肩かたを上下させる美衣乃さんに戦慄していると、警備センターとの電話を終えたモッフルが、西也の肩をつんつん小こ突づいた。

（なんだ……？）

（警備の人が言うにはね。さっき、甘城駅で通とおり魔ま事件があったらしいふもよ。どっかの頭のおかしい男が、駅前で女子高生を刺さしたとか何だとか……）

（おいおい……！）

（犯人は取り押さえられたらしいんだけど、被ひ害がい者しやの子は『大丈夫だ』を連呼して、原付バイクに乗って行っちゃったらしいふも）

（そ、そうか……）

（いまニュースになってるらしいふも。それで気になった警備センターが、ぼくに連れん絡らくしてきたと……）

　なるほど、事情はわかった。

　通り魔に襲おそわれながらバイトの面接に駆かけつけるその根性は、見事なものといえるだろう。プラス一点。だが少しは、こちらの迷惑を考えて欲しい。マイナス一〇〇点。

　とにかく、いまはこの異様な場を収めることを最優先にすべきだ。

「ええと……伴藤美衣乃さん。あなたの熱意は大変よくわかりました。か、確約はできませんが、あなたの採用を前向きに考えていると思ってください」

「ありっ……がとう……っ……ございま……げふっ！」

「だからいますぐ救急車へ。僭せん越えつながら一一九番させていただきました。ほら。無理しないで。ああ……そんなうつろな目をしないでいただきたいのですが。夢に出そうだ。勘かん弁べんしてくれ」

　さすがに面接の席に腰かけたまま話しているわけにもいかず、西也は立ち上がった。美衣乃さんがパイプ椅い子すからくずおれるのを、ぎりぎりでキャッチする。

「すみません……すみません……」

　血にまみれた西也の腕うでの中で、美衣乃さんは繰り返した。

「救急車はまだか？　外まで運ぼう。おいモッフル、電話なんかしてないで手伝え！」

　またもスマホで電話に応対しているモッフルを怒ど鳴なりつける。

「待つふも。また警備センターから連絡が……」

「ああっ、もう」

「遅ち刻こく……っ……したく……なかったんです」

「ええ、ご、ご立派です」

「あともう一つ……謝らなきゃならないことが……」

　そこで会議室の扉とびらが乱暴に開け放たれた。

　入ってきたのは、半はん裸らで包丁を持った覆ふく面めん男だった。

「え……？　なに？」

「フウ……フウ……」

　息が荒い。手にした包丁は血に濡ぬれている。ブリーフ一丁で、頭にはストッキング。かなり控ひかえめな表現でも変態だ。しかも紳しん士しではない変態だ。

　次の応おう募ぼ者だろうか？　いや、こういう姿で面接に来る奴やつはいないだろう。これはいったい──

「西也、西也」

「な、なんだ？」

「警備センターから追加報告ふも。さっきのニュースは誤報で、この子を刺した犯人、まだ捕つかまってないらしいふも」

「なん……だと？」

「あと、不ふ審しん者に従業員ゲートを突とつ破ぱされたそうだふも。正確には、恐こわくて声をかけられなかったらしいけど……」

　美衣乃さんを見ると、彼女は弱々しくうなずいた。

「すみません……。……兄なんです」

「あ、兄？」

「あたしの……バイトに反対で……」

　それで刺すのか？　意味わからん。そして……ストッキングの奥でらんらんと光る目が、じっとこちらを凝ぎよう視ししているのはなぜだ？　これは明らかに、妹を抱いている自分への敵意ではないのか？

「フウ……フウ……」

　肩をはげしく上下させて、ブリーフ男が一歩前に出る。

「いや、あの、落ち着け。落ち着いてください。どうか落ち着いていただけませんでしょうか」

「フウ……フウ……」

　ブリーフ男が包丁をかざす。

「あー、ええと。それで刺す気？　この俺を刺す気か？　やめた方がいい。それは人類の損失だし……あと俺はけっこう喧けん嘩かとかも強いぞ？　いや、ガチのバトルはやったことないが、万ばん能のうの天才である俺のことだ。……俺はとても強い。たぶん強いと思う。強いんじゃないかな。ま、ちょっと覚かく悟ごはしておけ」

「ここでさだまさしの関白宣言とは。余よ裕ゆうふもね」

「うるさい。来るぞ……！」

「フウ────ッ！」

　包丁を振ふりかぶって、男が突とつ進しんしてきた。標的は西也だ。

「わわわっ……！」

　美衣乃さんをかばいつつ、空いた左手でパイプ椅子をつかみ盾たてにする。

　重い衝しよう撃げき。

　パイプ椅子の背もたれ部分を包丁が貫かん通つうした。あと数センチで西也の首筋に刺さっていたところだ。

「このっ……！」

　椅子をねじって、相手を蹴けり飛ばす。男は数歩よろめいたが、深々と刺さった包丁を手放してしまった。

「ほら、あとなんとかしろ！」

　西也が叫さけぶと、いすずがマスケット銃じゆうを抜ぬいて『タンスに小指をぶつけた痛さ×４』弾だんをたたきこむ。苦痛にのけぞったブリーフ男めがけて、モッフルが猛もう然ぜんと間合いを詰つめる。鋭するどいワンツー。続いて重じゆう厚こうなアッパーカット。

「フウー……！」

　天てん井じよう近くまで舞まい上がってから、床ゆかに叩たたきつけられるブリーフ男。その時には、モッフルはすでに男に背を向け、ハンカチで肉球を拭ふいていた。

　ブリーフ男はぐったりと動かなくなった。

「もっふ……当分は流動食のお世話ふもね」

『男が一生に一度は言ってみたい台詞せりふランキング』で一〇〇位以内には入りそうな台詞を、クールに言ってのける。

「なあ……おまえらを見てると正直、ダメ遊園地なんてやめて民間軍事会社でも経営した方がいいような気がするんだ」




　救急車やらパトカーやらがやってきて、それからしばらく大おお騒さわぎだった。

　甘城署の刑けい事じからネチネチと質問されて、誠実そうにすっとぼけまくって、ようやく落ち着いたのが二〇時ごろ。閉園時間を過ぎてしまった。

「どうしてこうなったんだ……」

　床に残った伴藤美衣乃のどす黒い血けつ痕こんをモップで拭きながら、西也はつぶやいた。

「俺たちは確か、バイトの面接をしていたはずだぞ。元ＡＶ女優はまだしも……いや、これもかなりパンチ力あったが、続いて傷害事件に巻き込まれるとか。なんなんだ、いったい……」

「本当ふも。こちらは被害者なのに」

　同じく壁かべの血痕をクイックルでいそいそ拭きながら、モッフルがぼやいた。

「あのポリ公、やたらとぼくの殺意を聞き出そうとしてきたふも。正当防衛だって何度も言ってるのに」

「あの●チガイの砕くだけた顎あごを見たら、普ふ通つうは過か剰じよう防衛を疑うだろ……。実際、当分は流動食が必要なレベルらしいぞ」

「ふむ。ちょっと手加減が足りなかったふもね」

「地味に強いんだよ、おまえは。すこしは反省しろ」

「もっふ……」

　刑事から聞いた話では、あのブリーフ男は本当に美衣乃さんの兄らしい。どんな気の毒な病気なのかは知らないが、やたらと美衣乃さんの生活を拘こう束そくして、あれやこれや。これまで何度も問題行動を起こして、その挙句があれだ。

　もはや笑っていられるレベルではない話だが、むしろ笑うしかないとも言える。

「あの美衣乃さん。これからどうなるんだろうふもねえ？」

「知るか。金輪際、関かかわりたくない」

「でも熱意は本物だったふもよ？」

「なんだ、それ。おまえ、あの女を採用したいのか」

「別にそうは言ってないふも」

　そしらぬ顔で、モッフルは掃そう除じを続ける。

「…………。千斗、お前はどう思う？」

　いすずにたずねる。彼女はちょうど、バケツに水をくんできたところだった。

「彼女を採用するかどうか、ということ？」

　例の『ん────っ！』は少なくなってきたが、それでも慎しん重ちような声だった。常に片手を口元に当てている。

　いすずが警察の聴ちよう取しゆを受けたときも『ん────っ！』を連発しまくったため、いろいろとややこしい話になった。『流血沙ざ汰たでパニックになっている』と説明して、どうにか事無きを得たのだが──

「ああ。書類選考はおまえがやったんだろう。意見が聞きたい」

「そうね……」

　いすずはすこし考えた。

「……常識的に考えれば不採用だわ。でもオンステージでのトラブル対応ということなら、彼女は非ひ凡ぼんな才能の持ち主でしょうね。なにしろ……自分が刺さされていても責任感と笑え顔がおを維い持じできるんだから。熱意もあるし、教育をしっかりすればうちパークの大きな戦力になるかもしれない」

「ふむ……」

　やっとまともな話ができた。こういう時のいすずの分ぶん析せきと人物評は、なかなかどうして的確なのだ。

「それに、あそこまでドン引きな事件があったわけだし、間ま違ちがってもあなたが彼女に魅み力りよくん───────っ！」

　やれやれ、まただ。西也とモッフルは顔を見合わせ、肩かたをすくめた。

「……まだ実の効果が残ってるみたい。なるべくわたしに喋しやべらせないで……」

「実……？」

　するとモッフルがぽんと手を打ち、うなずいた。

「ああ……なるふも。ポンネーの実を食べさせられたの？　それでお昼にマカロンとティラミーを鏖おう殺さつしたふも？」

「そういうことよ……」

「まあ、悪意のないいたずらだよ。許してやるふも」

「いいえ、悪意にまみれたいたずらよ。許せないわ」

　よく分からないが、きょうのいすずの奇き行こうは、その変な実が原因だったらしい。

「なんだそれは。話の途と中ちゆうで『ん────っ！』とうなってしまう効果でもあるのか？」

　言ってみると、モッフルといすずは説明に困ったように顔をそむけた。

「うーむ。ぼくからは言えないふも」

「ジュースにお酒を混ぜた程度のことよ。気にしないで」

　説明する気はないらしい。これ以上詰きつ問もんするのも時間の無む駄だだと判断して、西也は話題を戻もどした。

「まあ、どうでもいい。……伴藤美衣乃はわかった。それでは最初の安達映子さんだが。どう思う？」

「なんで彼女は『さん』付けなの？」

「むっ……」

「まあいいけど……彼女の過去がうちパークのイメージに傷をつける心配はないと思うわ。彼女を知る客層と、うちの客層は違うから。それに……そういう経歴の女性は、どんなおゲ客ス様ト相手でも笑顔で応対できるはず。これはやっぱり、戦力になるでしょうね」

「ふむ……もっともだな」

「ただし」

　と、いすずが念を押した。

「トラブルの火種になる危険性はあるわ。安達映子は……ああいう経歴だから、職場の中で軋あつ轢れきを生むかもしれない。伴藤美衣乃は……やっぱりまともな家庭環かん境きようとは言えない人だから、今日ほどではないにしろ、なにかの問題を職場に持ち込む可能性は否定できないでしょうね」

　そこまで聞いて、西也とモッフルは感かん嘆たんのうなり声をあげた。

「なにをうなっているの？」

「いや……すごくまともなことを言うので、驚おどろいた」

「ふも。正直、そこまで人を見る目があるのに、なぜ銃を振り回すコミュ障なのか理解できないふも」

「俺をスカウトしに来たときもチグハグだったし。なにかの心の病やまいなのか？」

　好き勝手に評していると、いすずの目付きがたちまち険しくなった。例によってスカートの下の謎なぞ空間から、マスケット銃を引っ張り出そうとする。

「からかっているなら、相手になるわよ……」

「ほら、それ。それだ！」

「いまどき、粗そ暴ぼう女は嫌きらわれるふもよ!?」

　モップや机の後ろに隠かくれて、西也とモッフルは抗こう議ぎする。

「ぐっ……」

　そこまで言われて、銃じゆう口こうを向けるのは不本意だと感じたのだろう。いすずは銃を引っ張り出すのをやめた。

「……やれやれ。とにかくきょうはおつかれふも。ぼくはお菓か子しハウスを見てから帰るよ。明日あしたからの面接の予定が決まったら、メール頼たのむふも」

　美衣乃さんのドタバタの影えい響きようで、その後の面接は中止になっていた。待っていた応おう募ぼ者との面接は明日以降に延期だ。

　モッフルが去ると、残った西也といすずは、部屋の掃除を黙もく々もくと続ける。

　二分ほどたってから、会議室をのぞきこむ者がいた。

「あ、あのー……」

「？」

「バイトの面接会場は、ここですか……？」

　見れば、小学生くらいの女の子だった。

　ツインテールに大きな瞳ひとみ。それなりにきちんとお洒落しやれしてはいるが、ランドセルを背負っていてもおかしくないようなたたずまい。

「君は？」

「中ちゆう城じよう椎しい菜なです。バイトに応募したんですけど、面接に遅おくれちゃって……」

　おずおずと、中城椎菜なる娘むすめは言った。

「いろいろあって、明日以降に延期だ。だが君は不採用だな」

「え、え!?　どうしてですか!?」

「労働基準法。小学生は雇やとえない」

「え、でも、あたし……」

「出口はあちらだ。お疲つかれさま」

　きっぱりと西也に告げられて、中城椎菜はすごすごと帰っていった。ひどく落らく胆たんした様子で、肩を落としている。

「正夢……とは違うみたい。いったい、なんだったのかしら……？」

　いすずが一人でブツブツとつぶやく。

「なんだ、それは。……だいたい、なぜ小学生が面接に来るのだ。書類選考を通したのはお前だろう」

「書類選考……そういえば、そうだったわ」

　なぜか合が点てんがいった様子で、いすずは手を打った。

「なぜ気付かなかったのか……。あんな夢を見たのは、履り歴れき書に目を通していたせいでしょうね。その記き憶おくがわたしの深層心理に作用して、あんな変な夢をん────っ！」

「また『ん────』か。勘かん弁べんしてくれ」

「はあっ、はあっ……。ごめんなさい……」

　肩をはげしく上下させ、いすずは言った。

「でも、書類選考のミスではないわ。彼女は高校生よ。見た目は小学生みたいだけど……あなたやわたしと同じ、甘城高校の一年生」

「なに？　む……」

　あわてて廊ろう下かに顔を突つき出したが、彼女の姿はもうなかった。

「なぜそれを早く言わなかったのだ!?」

「言おうとしたんだけど……また変なことを口走りそうだったから」

「まったく……後で謝罪のメールでも送っておかねばならんではないか」
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「あんな態度をとって、また彼女が志望してくれるとも思えないけど」

「そこはそれ、けじめというものだ」

　生き真ま面じ目めに言うと、いすずはきょとんとした。

「……そう」

　ほどなく会議室の掃除は終わった。二人は清せい掃そう用具を片付け、帰り支じ度たくをしに同じビル内の執しつ務む室に向かう。

　手荷物を持って執務室を出たところで、いすずがぽつりと口を開いた。

「可児江くん」

「ん？」

「あなたたちの疑問は、もっともよ」

　いきなり切り出されたので、西也には何の話だかわからなかった。

「疑問？　なんのことだ？」

「さっきモッフルと二人で、人を見る目があるのにコミュ障だのなんだのと……」

「ああ……」

　だれもいない廊下を歩きながら、彼女は話を続けた。

「わたし自身にもわからないの。だれかの後ろで人を観察している時は、冷静でいられるのに。自分が前に出ると……それができなくなってしまう。おかげで沢たく山さんの失敗をしたわ……。本当に、取り返しのつかないことをするところだった……」

　西也は思い出した。自分が来るまで、彼女はこのパークの支配人代行だったのだ。いろいろ努力はしていたようだが、そのすべてが空回りで、結果としてパークを絶体絶命の危機にまで導いてしまった。

　昨年度の末に、二週間で一〇万人の客を呼ばなければならなくなった時、彼女にはもう打つ手がなかった。そこで西也を招いて、ペテンながらも『奇き跡せき』を起こしてしまった。とんでもない手しゆ腕わんを発揮した『現・支配人代行』と、みじめな結果しか残せなかった『前・支配人代行』。しかも彼女はいま、自分の秘書に甘んじている。

　いろいろとしんどかったり、思うこともあるのだろう。

　あいにく、例の魔ま法ほうでいすずの心を読むことはもうできない。

「人を評するのと、人に接するのはまったく別の才能だ。気に病やむな」

　そう深く考えての言葉ではない。野球でいったら『ピッチャーとバッターの才能は別物だ』と言ったくらいのつもりだった。

　だが、彼女は目を丸くして無言でたたずみ、すこしたってから微ほほ笑えんだ。これまで見たことのない──泣きそうな、それでいて救われたような微び笑しようだった。

「可児江くん。あなたは本当にひどい人だわ」

　彼女は言った。

「あなたをねたんで、憎にくめれば楽だったのに。でもあなたはそうさせてくれない。これまで、あなたとわたしの能力差は当然だと受け入れていたつもりだった。でも、たぶん本当はそうじゃなかった。やっぱりあなたがねたましい。でもそんな気持ちは絶対に受け入れられない。だからわたしは、あなたをん───────っ！」

　なんだなんだ。けっきょく、また例の『ん────っ』か。

「おい……いい加減にしろ」

　廊下の窓にごつごつと頭を打ち付けるいすずを、西也は呆あきれ顔で見下ろした。

「まだ実の効果が残ってるみたい……」

　珍めずらしく本音っぽいことを言い出したと思えば、これである。真面目な顔で聞いてもいられない。

　とはいえ、千斗いすずにもいろいろと葛かつ藤とうがあることはわかった。

　俺様ＴＵＥＥＥを実じつ践せんしまくってしまうブリリアントな男を前にして、凡ぼん人じんが悩なやむのもうなずけるというものだ。

「まあ、この俺の才能に嫉しつ妬とするのは無理もないことだがな。よくあることだ、気にするな。俺も全っ然、気にしてないぞ」

「可児江くん……その傲ごう慢まん一直線な『天然上から目線』は、本当にひどいと思うわ……」

　げっそりとした声でいすずがつぶやく。

「上から目線は仕方ないぞ。なにしろ本当に上なのだから」

「女神リーブラよ、この男に災いを……」

　いすずが深いため息をついて、鞄かばんを肩かたにかけ直した。




　明日以降のスケジュールを短く相談してから、二人はパークの地下通路で別れた。

　いすずはパーク中央部のメープル城へ、西也は従業員用のゲートへ。西也の仕事もあれこれ残っていたが、メールその他が大半なので、帰宅してから処理するつもりだった。

　従業員用ゲートを抜ぬけ、自転車置場へ。

　最近はパークへの通勤に自転車を使っている。残業で夜よる遅おそくなることが多いので、バスで通うとなにかと不便なのだ。さいわい自宅も同じ甘城市内だ。のんびりこいでも、三〇分とかからない。

「あ、可児江さん。お疲れさまでーす」

　バス乗り場に向かうキャストの一人が挨あい拶さつしていく。西也は『おう』とだけ応こたえ、自転車にまたがり走りだす。

　四月の夜は、まだ肌はだ寒ざむかった。自転車で走りながら、片手で上着のジッパーをあげる。

　西也は細い業務用の道路を抜けて、都道に入った。緑豊かな丘きゆう陵りよう地帯を突っ切り、甘城市の中心街へと向かう。

「さて、どうしたものか……」

　風に消えそうなくらいの声で、西也はつぶやいた。

　彼は馬ば鹿かではない。そして鈍どん感かんキャラでもない。いすずが飲まされた実とやらの効果も、おぼろげながら想像がつく。『ん────っ』が出る前の言葉だって、きっちり聞こえているし憶おぼえてもいる。それらすべてを勘かん案あんして、出てくるのは──

　たぶん、だが──

　あくまで推測だが──

　あいつは、俺のことを異性として意識しているのではないか？

　これがいつもの自分のうぬぼれ癖ぐせなら、むしろありがたいのだが。

　普ふ段だん、怒いかりの他はほとんど自分の感情を表に出さない千斗いすずが、あやしい実のせいで本音を出しまくって、ぐっとこらえて、ああいう台詞せりふだ。

　少なくとも自分に対して特別な感情を抱いだいているのは、ほとんど間ま違ちがいがない。そう断定せざるをえない。

　さらに問題なのは、そう思ったとたんに自分の心臓の鼓こ動どうが一段、高まったことだ。

　ここで『やれやれ……面めん倒どうなことになったな』だのと思えれば、クールな俺様はなんともないぜ、ということで済むのだが。現実はそうではない。正直、どきどきした。まんざらでもない気分になった。

　だとして様々な問題が考えられる。

　問題その一。

　あいつと俺は（仮にも）上司と部下だ。

　上司と部下は、そういう気持ちを抱かかえるべきではない。部活でいったら部長とマネージャーだ。情で判断が曇くもるし、周囲の信しん頼らいも得られなくなる。とくに支配人（代行）と秘書が色っぽいムードになるなんて、もってのほかだ。

　問題その二。

　ラティファはどうなる。

　いや、あのお姫ひめ様さまと自分は恋こい仲なかというわけではない。とはいえ例の『神しん託たく』とやらで口づけをした間あいだ柄がらでもあるし、正直、これまでの人生でもっとも異性として意識してしまった相手でもある。まあ、そういうあれこれを彼女は忘れてしまっているのだが、だからといってこちらの意識がキャンセルされたわけではない。なんとも複雑な関係なのだ。

　問題その三。

　もし俺の思い過ごしだったら？

　まず無いとは思うが、なにか致ち命めい的な見落としによってこの推測が間違いだった場合はどうなるのか。口をすべらせ、自分も彼女を悪からず思っていることを伝えてしまった時に、いすずが『なにか勘かん違ちがいしているみたいね……』だの『ごめん、正直キモいんだけど……』だのと言われてしまったら!?　俺はもう立ち直れない。傷付いたプライドを癒いやす手段は皆かい無むだ。俺はメープル城から身を投げて死んでしまうだろう。でも死ぬのはいやだ。

「うーむ……」

　道路は下り坂だった。すぐ脇わきをトラックが追い抜いていく。風が冷たい。

　正面に十字路の交差点。ブレーキをかけて、黄色の信号の前で停止する。

　瞬しゆん間かん、巨きよ大だいなタンクローリーが轟ごう音おんを響ひびかせて彼の眼前を横切っていった。かなりのスピードだ。黄色で停とまっておかなければ、なかなか怖こわいことになっていたかもしれない。

（これこそ啓けい示じでは……？）

　ブレーキのレバーを固く握にぎりながら、西也は思った。

　よし、決めた。

　黄色信号だ。

　黄色。すなわち保留だ、保留。きょうのあれこれは気付かなかったことにしておこう。俺は鈍感でガサツな男。変な実の効能など知りもしない。いすずの言葉も深くは考えたりしない。

　それで当分、丸く収まる。

　そう心に決めたとたん、ずいぶんと楽な気分になった。本当なら、だれかにこの気持ちを話して安らぎを得たいところなのだが、あいにくそんな話ができる相手は皆無だ。可児江西也はぼっちなのである。

　そのおり、尻しりポケットにねじ込んでいたスマホが振しん動どうした。メールの着信だ。

「…………！」

　どうせスパムだ──そう思いながらも、彼はスマホを取り出し、その内容を確かく認にんした。メールの相手は千斗いすずだ。あわてる、というほどではないのだが、西也はすこし息をのんだ。緊きん張ちようを感じた。

　メールを開く。

「…………だよな」

　まあ予想通り、仕事だけのメールだった。

　明日以降の面接のスケジュール。最後に追い返してしまった中城椎菜への対応。安達映子と伴藤美衣乃についての補足情報。どれも簡潔で、飾かざり気けのない文章だった。

《委細了りよう解かい。今後もよろしく》

　と、短く返信を打っておく。

　信号が青になり、片道二車線の道路をしばらく走っていると、またスマホが振動した。自転車を止めて、メールをチェックする。いすずからだった。

《いつもありがとう。きょうはごめんなさい》

　二〇字にも満たないその文面を、どう解かい釈しやくしたらいいのか？　西也はその後、一晩中悩み続けたが、結論は出なかった。




「姫殿でん下か、失礼いたします。近衛このえ隊士イースズルハ・セントルシア、参りました」

　パーク中央のメープル城。その空中庭園に入ると、いすずは石いし畳だたみに踵かかとを打ち付け朗々と告げた。

「毎日ごくろうさまです、いすずさん」

　ソヨゴの木にとまる小鳥と語らっていたラティファが、その指を止め、たおやかに微笑んだ。

　空中庭園はその名の通り、城の最上階に造られた庭園だ。美しい星々の下で、木々が生おい茂しげり、花々が咲さき乱れ、夜の微び風ふうにざわめいている。

　その庭園の片かた隅すみに、ほっそりとした少女がたたずんでいた。

　透すき通るような白い肌はだ。輝かがやくような金色の髪かみ。たおやかになびくロングドレス。

「どうぞこちらへ。お茶をいれておきましたよ」

「はっ……」

　千斗いすず──いやイースズルハ・セントルシア衛士にとって、ラティファ姫殿下はなんとも説明に困る存在だった。

　ラティファ・フルーランザは魔ま法ほうの王国メープルランドの王女である。忠誠を誓ちかい、あつく敬い、かしずく相手だ。それ自体には、なんの疑問も感じることがない。

　問題は、彼女がこの十数年、一四歳を繰くり返していることだ。

　まだ幼かったころ、三、四歳のいすずが王宮の庭園で初めてラティファに拝はい謁えつしたとき、彼女は一四歳だった。きれいですてきなお姉さんだった。ラティファは彼女の前で腰こしをかがめて、『はじめまして、イースズルハさん』と言ってくださった。

　次にいすずが彼女と会ったのは、ずっと後の一六歳のときだった。

　背せ丈たけは自分の方が大きくなっていた。そして彼女はこちらを見上げ、やはりこうおっしゃったのだ。『はじめまして、イースズルハさん』と。今度は自分を慕したうように、すてきな姉と出会ったかのように──

　忠誠心はもちろん揺ゆるがない。

　だが、姉のように慕うべきなのか、妹のように案ずるべきなのか、それがわからなくて調子が狂くるう。もしこのお方と親しく話す機会があったとして、自分は年上のように話すべきなのか、年下のように話すべきなのか。それがわからない。

　そしてきょう、また新しい問題が発生してしまった。

（姫殿下……）

　畏おそれ多くも、お尋たずねしたいのです。

　あの傲ごう岸がん不ふ遜そんな地上人、さりとて不思議な力を持つ可児江西也について、あなたはどうお考えなのでしょう……？







　パーク敷しき地ち内・第一社員寮りよう『ウィンチェスター荘そう』にて







　安達映子さんの出演作、その上映会となるはずだったマカロンの部屋は、お通つ夜やムードだった。

　喜び勇んでティラミーが買ってきたＡＶのパッケージ写真が、安達映子とはあからさまに別人だったのである。広報部長のトリケンがもたらした情報によれば、『安あん城じよう絵え里り奈な』という女優のはずだったが、その女優は熟女で、人妻で、しかも超ちようぽっちゃり型だった。これでは、安達映子とは似ても似つかない。

「なにかの……なにかの間違いということはないろん？」

　マカロンが打ちひしがれた様子で言った。さっきまでは缶かんビールを片手に、期待で白い体毛をふくらませていたというのに。

「みー……。レンタルもセルも探し回ったけど、この女優の作品は、これ一本しかなかったみー」

　憔しよう悴すいしきったティラミーが言った。つぶらな瞳ひとみはうつろで、いつもの輝きを失っている。

「やれやれ……やはりトリケンの情報が間ま違ちがってたということふもね……」

　モッフルがつぶやいた。焼しよう酎ちゆうのお湯割りをつぎ直し、ぐいっとあおってうなだれる。

「だって……どこをどう見間違えたら、この履り歴れき書の写真のお姉さんが、こんな無差別級の五輪メダリストみたいになるんだろん!?　あいつの目は節穴だろん！」

「それが……さっき電話で聞いたら、ぼくが写メで送った画像が、なにかの間違いで横長になってたみたいだふも。あいつのケータイ、古いし変な方式みたいで……」

「だったら正しい画像を送るんだろん！　もう一度トリケンに──」

「送ったふも。そしたらギブアップだって。わからないらしいふも」

「くそっ！　なんてことだろん！」

　マカロンが缶ビールをテーブルに叩たたきつける。

「実際に安達映子さんに会ったわけでもないのに。そこまで悔くやしがるとは……」

「おまえがきょう会ったというだけで盛り上がってたんだろん！　ずっと遠くの、まったく縁えんのない世界の住人。そういう人種が、うちの職場に来たというだけで一気にリアリティとか説得力が増すんだよ！　その微び妙みような心のあや、わかるだろん!?」

「うん、まあ……」

「それが……それが……！　この肩かた透すかしをくらった気持ちの持って行きどころを、どうしたらいいんだろん!?　おまえもトリケンも能なしだろん！」

「むっ。そこまで言うふもか。トリケンはともかく、ぼくまで能なしとは……」

　二人が険悪なムードになると、ティラミーが『まあまあ』と割って入った。

「ふたりとも、ケンカしちゃダメだみー。とりあえず観みてみようよ。ワゴンセールで四八〇円だったけど、このビデオだって捨てたものじゃないかもしれないみー？」

「捨てたものだろん！　無理だろん！」

「もっふ。さすがにこの重量級熟女ではねえ……」

　パッケージをつついて二人が口々に言うと、ティラミーは『みー？』と小首をかしげた。

「えー、そう？　ボクはわりとアリだけど……」

『な……』

　ティラミーの底知れぬ器うつわの大きさに、二人は戦せん慄りつした。




　けっきょく買ってきたビデオは観なかった。

　かわりにマカロン所蔵のＤＶＤ『ブラックホーク・ダウン』を観た。

　最初はお通夜ムードを引きずっていたが、三〇分も経たつと酒を片手に大いに盛り上がった。米軍が決行したソマリアでの強きよう襲しゆう作戦。予期せぬトラブル。はげしい銃じゆう撃げき戦。マカロンの部屋は6.1chのサラウンド完備なので迫はく力りよく満点である。

「うーん、やっぱりこの映画はいいろん。ゾンビ映画の金きん字じ塔とうだろん」

「？　これは戦争映画だふも」

「いや、ゾンビ映画だよ。作家の佐さ藤とう大だい輔すけも言ってたろん。次々に湧わいてくるソマリア民兵。撃うっても撃っても後から出てくるろん」

「なるほど、ゾンビ映画だみー」

「ゴードンとシュガートの最さい期ごは何度観ても泣けるろん。あと、あの映画のおかげでＭ14再評価の気運が高まったと思うんだろん。もともといい銃なんだけどね？　木製ストックって若い奴やつらにはウケが悪いし、なんか古いイメージだったんだけど。そこにポリマー製フレームでピカティニー・レールのついたＭ14が大活かつ躍やくしたろん。この鮮せん烈れつなインパクトが──」

　などと言いつつ、三匹びきは大いに盛り上がった。

　戦せん闘とうシーンに興奮し、戦死シーンに涙なみだして、細かい兵器描びよう写しやのこだわりを熱く語った。

　おかげで微妙なＡＶのことなど、すっかり忘れてしまった。







　パーク敷地内・第二社員寮『ＢＴ荘』にて







　かたや千斗いすずはその晩、周しゆう到とうにも安達映子に直接メールを送った。

《支配人代行秘書です。参考までに、もしよろしければ以前の芸名と出演作を教えていただけないでしょうか？　かつての所属事務所からのクレームなど、雇こ用ように際して考こう慮りよしなければならないこともありますので。もちろん、決して他言はいたしません》

　口外しないつもりなのは本気だったが、その他はただの口実といってもいい。気になって気になって仕方ないし、きょうの西也とのあれこれで眠ねむれなくなりそうだったので、一念発起してたずねてみたのだ。

　返信はすぐに来た。

　映子さんの芸名。数件の出演作。きょうの面接についてのお礼も述べてある。

《ありがとうございました。合否は後日お知らせします》と返信し、いすずはさっそくその出演作を検けん索さくすることにした。

　タイトルは『集まれ、おっぱい仲間！　ちゅぱ☆ちゅぱパラダイス』だった。

　いやはや。なんとも。

『おっぱい仲間』ときた。あまつさえ『ちゅぱ☆ちゅぱパラダイス』ときた。変態め。狂っている。この世界は狂っている。

　こんなタイトルを考えられる地上人に、いすずは軽い戦慄をおぼえた。

　キーボードからタイトルを打ちこむのは悪お寒かんが走るので、コピペで済ませた。すぐさま検索結果が表示される。ＤＶＤだけでなくダウンロードですぐに見られる作品が何本もある。それどころかユーチューブにすら動画がアップされていた。

「…………？」

　いや待て、ユーチューブ？　そういうサイトは、アダルト系はＮＧだったはずでは？

　なんにしても、まずは内容の確かく認にんを──震ふるえる指でクリックする。

　そこに映ったのは、どこかの牧場だった。いかにもフリー素材っぽい、カントリー風のＢＧＭ。

　一頭の子羊が、お母さん羊から授乳されている。プルプル震えながら、必死におっぱいを吸っている。

『わあー！　羊の赤ちゃんです！　いっしょうけんめい、ちゅぱちゅぱ、ちゅぱちゅぱ！　お母さんのおっぱいを吸ってるね！』

　このナレーションの声には聞き覚えがある。

　あの安達映子だ。

『羊の赤ちゃんは人間と同じ。ふつうは一頭だけ生まれてくるんだよ！　お母さんにとって、とっても大事な坊ぼうやです。すくすく育って、元気いっぱい！　もうすぐ草だって食べられるようになるかなあ！』

　ナレーションが終わると、以後は様々な羊の授乳シーンが続く。

『どの羊の赤ちゃんも、ママのおっぱいが大好き！　いっぱい飲んで、大きくなってね！』

　暗転。

　今度は豚ぶたと子豚の授乳シーンが始まる。

『わあー！　豚さんです！　兄弟がいっぱい！　一、二、三、四……なんとびっくり！　豚さんの赤ちゃんが一〇匹もいるよ！　みんなで先を争って、おっぱいの争そう奪だつ戦です！　みんなみんな、押さないでー！　ちゅっぱちゅっぱ、ちゅっぱちゅっぱ！』

　続いて牛の授乳シーン。同様に映子さんのナレーション。

　さらにハムスターの授乳シーン。やはり映子さんのナレーション。

　犬。馬。猫ねこ。野生の動物もあれこれ。象やら猿さるやら白クマやら。なかなかレアな授乳シーンも見受けられる。ありとあらゆる哺ほ乳にゆう類が、次から次へと……。

『哺乳類の赤ちゃんは、みんなみんな、おっぱい仲間！　楽しく元気にちゅぱちゅぱパラダイスです！』

　正味二〇分ほどの映像が終わる。

　いすずは液えき晶しよう画面を眺ながめたまま、しばらくぬぼーっとして、やがて眉まゆをひそめて小首をかしげた。

「つまりＡＶ（アニマル・ビデオ）……？」
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　２：「お金が足りない！」







　ラティファ・フルーランザの毎晩の楽しみは、三つほどある。

　ひとつめは翌日におゲ客ス様トへ販はん売ばいするための手作りコロッケの調理。

　ふたつめは空中庭園での小鳥たちとの語らい。

　そしてみっつめは沐もく浴よくだった。

　庭園で採れた香こう草そうを浸ひたしたお湯。ほのかな香かおりと湯気。目は見えないけど、だれかの助けはいらない。浴室のどこになにがあるかは、おおむね心得ている。先月までの記き憶おくを失ってしまった自分だが、なぜか体が憶おぼえているのだ。

　しかしラティファは、先週から沐浴を中断していた。

　たくさんのお湯を沸わかして浴よく槽そうに満たし、その裸ら身しんをゆっくりと横たえる贅ぜい沢たくは、もはや許されない。ガス代と水道代がもったいないからだ。聞けば従業員寮りようの方では、お湯を沸かすガスの使用時間まで限定しているらしい。

　だから彼女は厨ちゆう房ぼうでお湯を沸かして、のろのろと浴室にやかんを運び、たらいに熱湯と冷水をあけて、ほどほどの温度になったのを見計らい、衣服を脱ぬぐ。タオルと石せつ鹼けんで体を入念に拭ふき、たらいに残ったお湯で体を洗い流す。
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　髪かみを洗うのは三日に一度だ。でも贅沢は言っていられない。

「…………っ」

　ぶるぶるっと背筋が震えた。脱だつ衣い所に急ぎ、バスタオルで濡ぬれた体をふきとる。寒いし、みじめだし、香草のお風ふ呂ろが恋こいしい。

　でも、これくらいへっちゃらだと自分に言い聞かせた。

　みんながんばってくれている。きっとあの方も、また奇き跡せきを見せてくれる──

「……へっくち！」

　かわいいくしゃみをしてから、ラティファは自分の小さな下着類を手て探さぐりした。




　千せん斗といすずは近所の銭湯を利用していた。寮のユニットバスは使えないし、そもそもラティファ姫ひめ殿でん下かが不便をされているのに自分ばかりが贅沢は味わえない。

　出かけた銭湯は創業五〇年。

　絵に描かいたような昭和のたたずまいだ。時代を感じさせる富士山の壁へき画がに、白いタイルの床ゆかと壁かべ。脱衣所では古くさい扇せん風ぷう機きが首を振ふり、ガラス張りの冷蔵庫にはガラス瓶びんのコーヒー牛乳が詰つまっている。

　メープルランドの近衛このえ兵であり、地上に来てからはユニットバスばかりで入浴してきた彼女は、生まれて初めて訪れた銭湯に少なからず驚おどろいていた。

「あのー、いすずさん……」

　いっしょに銭湯に来た水の妖よう精せいミュースが、遠えん慮りよがちな声で言った。『初めて行くの。案内してくれる？』と言って、半ば強ごう引いんにいすずが連れてきたのだ。

「さっきからずっと、ケロヨンの洗面器を見てますけど。たぶん、あんまり意味がないと思いますよ？」

「…………」

　一いつ糸しまとわぬ裸身のまま、片かた膝ひざをついて、じーっと洗面器を眺めていたいすずは『ふむ……』と鼻を鳴らした。

「この洗面器、売ってるのかしら？」

「この銭湯でですか？　たぶん売ってないと思います。ずっと前に東急ハンズで売ってるのは見たことありますけど……そんなに洗面器が気に入ったんですか？」

「ちがうわ。洗面器に広告を打つという発想に感かん銘めいを受けただけ。安いなら考えてもいいかと思って……」

　シンプルな黄色い洗面器に『甘あま城ぎブリリアントパーク』とプリントして、各地の銭湯に置いてもらうというのはどうだろう？　なんなら看板マスコットであるモッフルたちのイラストを添そえてもいい。

「相変わらず仕事人間ですねえ。……でもこの洗面器、実はプリントが落ちないように色々工く夫ふうしてあるらしいですよ？　コストは案外かかってると思いますけど」

「そう……」

　どこに行ってもコスト、コスト、コストだ。この案も諦あきらめるしかないだろう。

　暗い気分で洗面器を戻もどし、いすずはぺたぺたと浴槽に向かう。ハンドタオルをお湯に放りこみ、無造作に湯船に入ろうとすると──

「ちょっと……いすずさん、いすずさん！」

「どうかしたの？」

　ミュースがいすずの腕うでをつかみ、湯船に浮うかんだタオルを引っ張りあげる。

「湯船に手ぬぐいを入れるのはご法はつ度とです！　綺き麗れいに折って、頭に載せるんです。それから体を洗って入るのがここでの鉄則です！　他の人達も利用するんですから。あちこち綺麗にしなくちゃ、不潔でしょう？」

「不潔……」

　確かに、パークの予算不足でもう一日近く入浴していない。二二時間三二分も風呂に入っていない自分が不潔だと言われるのは、さすがに反論できなかった。八時間おきに入浴しないと死にそうな気分になるのを、ずっと我が慢まんしているのだ。体も心も干からびて、動くのさえ億おつ劫くうになっている。

　とはいえ、不潔とは……。この屈くつ辱じよくを自分の中でどう消化すればいいのだろう……？

「ああっ、そんなどんよりしないでくださいよ。とにかく、体を洗いましょう。ほら、こっちこっち」

「…………」

　はやくお風呂に入りたかったのに……。

　落ちこみながら、ミュースに導かれるまま所定の鏡の前に腰こしかけ、ハンドタオルで石鹼を泡あわ立だてる。またマナー違い反はんをしないように、いすずはミュースの所作を模も倣ほうすべく、念入りに観察した。

　なるほど……まず右足から洗いはじめ、次にお尻しりと腰こし回まわり。続いて左足をつま先に向かって丹たん念ねんに、円を描くように洗っていくと……。

「な、なんです？」

　いすずの熱心な視線に気づいて、ミュースが身を硬くした。

「別に。続けて」

「で、でもそんなジロジロ見られると……。もしかしていすずさん、百ゆ合り属性ありですか？」

　無言のいすずを前に、ミュースが上気した裸身をくねらせた。

「だ、だから私を誘さそったとか？　それはそれで光栄ですけど、やっぱりいけないと思います。そんな……そんな……熱い視線で、生まれたままの私をあちこち見られたら……私、私……」

「…………」

「ぶっちゃけ引きます。あたし、そういう趣しゆ味みないんでー」

　がらりとニュートラルな声でミュースは言った。

　女子校の悪ふざけで、ハイテンションの至りで胸とか揉もまれちゃって、お互たがい冷静になってから『次やったら友達やめるから』と警告するレベルの声であった。

　だがいすずの視線は揺ゆるぎもしなかった。

「……そう。なんだかよく分からないけど、続けて。わたしはこの銭湯に溶とけこまなければならないの」

「ああ。そういう話でしたか……すみません。いえ、そこまでうるさいマナーってわけじゃないですよ？　普ふ通つうに洗えばいいんです、普通に洗えば」

「わかった。普通に洗うわ」

　さっさと湯船に浸つかりたい。たちまち手早くゴシゴシ体を洗いはじめたいすずを見て、ミュースはため息をついた。

　ややあってから、彼女はいすずにささやきかける。

「でもいすずさん。ああは言ったけど、やっぱりこういう場面では、私たちも百合っぽいムードをやるべきな気もするんですよ。商業的な理由で」

　なにがどう商業的なのか分からないメタな理由で、ミュースは提案してきた。

「……その百合っていうのは、たとえば？」

「最初の私みたいにドギマギして見せたり。『うわー、いすずさんって肌はだきれいなんですねー』とか『そう？　あなたにもちょっとイタズラしたくなっちゃったわ。えいっ！』とか。そういうキャッキャ、ウフフな方向性ですよー」

　いすずは体を洗う手を止めて、冷ややかな目をミュースに向けた。

「気持ち悪いことを言うのね、あなた……」

「うわっ！　そこでそう来ますか!?　予想外の汚きたない裏切りですよ!?」

「なんだかよく分からないけど、騒さわぐと迷めい惑わくよ。とにかくお風呂で話しましょう」

「ずるいです。私は──」

「いいから」

　うるさそうに手を振って、いすずは湯船に向かった。念のために周囲の反応をチェックする。どうやら今度は、湯に浸かっても怒おこられなそうだ。

　言われた通りに濡れたタオルを頭の上に載せる。

「ああ……」

　最高の気分だった。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷにしみわたる、という言葉はこの時のためにあるのだろう。全身がうるおい、たとえようのない幸福感が彼女を包みこむ。

　そういえば自分の家系には、祖先をたどると河童かつぱの血が混じっているらしい。頭のてっぺんに濡れタオルを置いて、こんなに気持ちいいのはその証左なのかもしれない。好きな野菜がきゅうりなのも、無関係ではないのでは……？

　まあどうでもいい。ああ、最高だ。

「でも、いつまでも銭湯通いをするわけにもいきませんよ？」

　いすずがうっとりしていると、遅おくれて湯船に入ってきたミュースが、白い裸身を湯に沈しずめて言った。

「ここだって、ささやかですけどお金がかかります。それに……いつまでも従業員キヤストのみんなが我慢できるとは思いません。好きなときに、好きなだけお風呂に入れるくらいの資金は、なんとかしないと……」

「ええ、そうね……」

　高い天てん井じようを見上げ、いすずはつぶやいた。

「お金がないわ。このままだと……」




　いすずやミュースが銭湯で小こ銭ぜにを払はらい、ラティファが冷水で体を清めてくしゃみをして、けなげな節約に努めていたそのころ──

　モッフル、マカロン、ティラミーの三匹びきは、甘城市でいちばん豪ごう華かなクアハウスで、念入りなマッサージを受けていた。

「あー、いい……いい……！　そこだふも」

「うん……もっと力いれて欲しいろん！　もっと、もっと……そうそうそう」

「ねえねえおばちゃん。なかなかスタイルいいみー！　ボクとメアド、交こう換かんするみー」

　おしなべて三匹とも極ごく上じようのうなり声だ。二頭身くらいのずんぐりしたマスコットが、マッサージ台の上でべたーっとうつぶせになって極楽気分を味わっている。

　基本料金の二五〇〇円に加えて、マッサージが一時間七〇〇〇円。それなりに稼かせぎのいいサラリーマンでも、ためらうレベルのサービスである。

「もー、やだよ！　この人ったら。おばちゃんをからかわないでおくれよ！」

　ティラミーの背中を肘ひじでグリグリしてたオバさんが、頰ほおを赤らめて笑った。確かにスタイルはいい。ダイエット製品の眉まゆ唾つばなＣＭに登場しそうなレベルである。それなりに努力してきたのだろう。

「えー、そんなことないみー。メアド教えてよー。ＬＩＮＥでもいいみー」

「おばちゃん、気をつけるろん。そいつ基本クズだから」

「そうふも。家族を失いたくないでしょ？」

　三匹がそれぞれ言うと、その場の一同はガハハと笑った。

　あいにくおばちゃんには大事な旦だん那なと高校生の子供二人がいて、ティラミーとそういう仲になる気はさらさらないとのことだったが、口説かれたのはまんざらでもなかったみたいだ。ほかのマッサージ師のおばちゃんたちともゲラゲラ笑って、三匹は気持よくマッサージ室を後にした。

「……あー、すっきりした。次はどうするろん？」

「うん。サウナとマッサージも楽しんだふも。となると……」

「ビールと焼肉だみー！　カルビ！　カルビ！」

「カルビ！　カルビ！」

「カルビ！　カルビ！」

　うおおおお、と三匹は盛り上がり、クアハウス内に設けられた高級焼肉店へと突とつ進しんしていった。

　ちなみにこれら豪ごう遊ゆうの予算は、先日の皐さ月つき賞の万馬券のおかげだ。ティラミーが情報収集し、マカロンが分ぶん析せきし、モッフルが出資した。詳しよう細さいはさておくが、まあ三匹で三等分するのが無難な経けい緯いであった。そして一枚三〇〇円のカルビなど、造作もないくらいの稼ぎでもあった。

「ああ、生きててよかった。最近、こんなぜいたくは珍めずらしいろん！」

　ビールを痛飲し、マカロンが幸せそうにため息をつく。

「まあ、楽しいのは楽しいんだけど……本当にこんな事やってていいのかなあ、とは思うふも」

「みー？　どうして？」

「甘ブリうちの赤字のことだふも。三月、動員数確保にかなり無茶したからね。資金がかなりヤバいらしいふも……」

　さすがに責任のある立場らしく、モッフルは現状を心から楽しめていない様子だった。

「なにをこんな時に……いまは仕事のことなんか忘れるろん！」

「とにかく今はカルビを楽しむんだみー！」

「む……まあ、そうふもね」

　改めて三匹はガハハと笑い、ジョッキを打ち合わせ、カルビ肉の味を心の底から堪たん能のうした。ラティファやいすず、ミュースやほかのキャストたちが不自由な入浴をしていることなど、まったく考えもしなかった。

「あー、最高だみー」

「楽しい！　楽しいろん！」




　　　　●




　その翌週、第一ビルの会議室で──

「楽しいことなどなにもない」

　暗い声で可か児に江え西せい也やが言った。

「運営資金が足りないのだ。新たな融ゆう資しやら何やらあれこれ動いているが、このままだと、今月の給料が出せなくなる……」

　いすずを始め、大半のキャストたちは『ああ、やっぱり……』と陰いん気きに肩かたを落とした。

　かたや会議室の一いち隅ぐうを占しめていた三匹のキャスト──モッフル、マカロン、ティラミーの三匹は吃驚びつくりして『がたっ！』と立ち上がっていた。いや、正確にはマカロンとティラミーの二匹だけだった。モッフルはさすがに西也の話を予想していたようで、もこもこの腕うでを組んで『もっふ……』と目を閉じていた。

「給料が出ない!?　いま、給料が出ないと言ったろん!?」

「聞いてないみー！　そんなの、あんまりだみー！」

　二匹が顔面蒼そう白はくになって、ぎゃあぎゃあとわめく。

「うるさいな。おまえらがいくら怒ど鳴なろうと、ない袖そでは振ふれないのだ」

　心底うっとうしそうに西也がつぶやく。

「だって、だって……！　ボクはいろいろ滞とどこおってるんだみー！　ケータイとか、家賃とか、クレジットカードとか……今月のお給料が頼たのみの綱つなだったんだよ!?」

「同じくだろん！　いまの蓄たくわえだって、給料日まで一日五〇〇円で暮らしていかなきゃならないのに……どうすればいいんだろん！」

　口々に言う二匹に、モッフルは眉まゆをひそめた。

「なに言ってるふも？　先週、ドカンと三人で稼いだのに」

「稼いだ？　なんの話だ」

「皐月賞で万馬券当てたふも。仲良く山分けして、それぞれ一五万の儲もうけ。ささやかな豪遊もしたふも」

　すると他のキャストたちが身を乗り出してざわめいた。口々に『えー、うそ、いいなあ』だの『どうやって当てたの？』だの『次は自分も一口乗らせて』だの。

「…………」

　かたや西也はうな垂れていた。いやしくも子供たちに夢を与あたえるマスコットたちが、競馬で儲けたカネで豪遊とか。外聞が悪すぎる。

「マカロン、ティラミー。なぜそんなに取り乱すふも？　すこし遊んだけど、まだお金はたくさん残ってるはずだよ？」

　すると二匹はかわいらしく、もこもこの身体からだをしゅんと丸めた。

「パチンコでスっちゃったろん……」

「毎晩、ランパブに通っちゃって……」

　クズにもほどがある。

　一同の白眼視を受けて、二匹は必死に弁明した。

「でも、でも！　最初は勝ってたんだろん！　これは風が来ている、万馬券からの流れで、絶対にいまはツキが来てると思ったんだよ！」

「そ、そのランパブ嬢じようがかわいそうだったんだみー！　なかなか指名取れなくて悩なやんでて……ボクが力になりたかったんだみー！」

「もういいから、黙だまりなさい」

『はい』

　いすずからマスケット銃じゆうを向けられて、二匹は黙り込んだ。

「……脱だつ線せんしたが、とにかくそういうことなのだ。資金がない。不ふ渡わたりを出したり、給料の不ふ払ばらいなんかやったら、もう倒とう産さん秒読み状態だ。これからやりくりして人件費を捻ねん出しゆつするしかないが……最悪の場合は遅ち配はいや、給料の分割なんてことになるかもしれない」

　西也が説明すると、経理部長のアーシェが挙手した。

「しかし、支配人代行。今月になって新規にバイトを雇やとっていますよね。いまのキャストにどう説明するんですか？　増員しておいて給料の遅配などと……」

「増員は必要だ。絶対に」

　そこについては断固たる口調で、西也は言った。

「もし資金難を乗り越こえて、パークが生き延びたら……その後は彼らが必要になる。こればかりは譲ゆずれない」

「ですが、現に資金が足りません。遅配をしたら、もうおしまいです。だれか一人が労働基準監かん督とく署しよに駆かけこんで、あとは沈しずむ船から逃にげ出すネズミのように……あ、いえ。モッフルさんが逃げ出すとは言ってません」

　微び妙みような顔をしたモッフル相手に、アーシェは手を振った。

「……失礼。本来なら、こういう話はもっと内密にするべきです。噂うわさが広がるだけで、ますます状じよう況きようが悪化しますから」

　アーシェの言う通りだった。いくらユルいノリのダメ遊園地とはいえ、給料の遅配はまずい。その噂すらまずい。もうおしまいだ。三月にあれだけ頑がん張ばったのに、すべての苦労が水の泡あわになってしまう。

「わかってる。だがこうなったら、なりふり構っていられない。もちろんこの問題は他言無用だが、この場の面子メンツは信しん頼らいしている。そう思ってくれ」

『…………』

　西也が言うと、その場がしんと静まり返った。『信頼している』という言葉が、一同の気持ちを引き締しめたのだろう。

「そこで、この場の諸君に相談したい。いまのところ必要なのは、およそ二五〇〇万円。あと二週間で二五〇〇万円だ。なにか知ち恵えを出してくれ」

　具体的な金額を聞いて、さらに一同は重く沈んだ。なにしろ万馬券が当たったって、パチンコで大勝ちしたって、とうてい稼げない額なのだ。

「なんでもいい。思いつきでいいから、アイデアをくれ」

　するとマカロンが、おずおずと手を挙げた。

「えーと……みんなでパチンコとか」

「却きやつ下か。ほかには？」

「みー。みんなで競馬」

「却下。ギャンブルから離はなれろ。ほかには？」

「もっふ。みんなでコンビニ強ごう盗とう」

「却下。だいたい一いつ軒けん五万円としても、五〇〇軒は強盗する必要があるぞ」

「じゃあ、銀行強盗はどうかしら」

「却下。強盗から離れろ」

「もっふ。ネズミ講とか」

「その顔で言うな。あと犯罪はなし。ほかには？」

「開幕！　夜のテーマパーク！」

「風営法違い反はんだ。ほかには？」

「エロ同人」

「儲けられるのはごく一部だ。あと二五〇〇万とか無理だから」

「エロフィギュア」

「話を聞いてたのか？」

「抱だき枕まくらとか」

「エロから離れろ」

「握あく手しゆ券」

「おまえらと握手したい客がいるのか？」

　そんな調子で小一時間、ああでもないこうでもないと意見を出しあった。

　だが、やはり妙みよう案あんはなかなか出てこなかった。

「西也……いきなり二五〇〇万をひねり出すアイデアなんて、やっぱりないふも」

　いささか疲つかれた顔でモッフルが言った。

「むう……。確かに無理かもなあ、とは思っていたが……」

　西也の投げやりな言葉に、たちまち一同は抗こう議ぎのうなり声をあげた。

「だったら最初からこんな相談しないで欲しいみー！　ボク、お金のことに頭使うの苦手なんだみー！」

「そういうことを考えるのが可児江さんの仕事でしょう!?」

「こうパーッと！　先月みたいにスゴい奇き跡せきをお願いしますよ！」

　好き勝手なことを言われて、西也は唇くちびるを苦々しげにゆがめた。

（時給八五〇円の高校生に、何を期待しとるんだ、こいつらは……）

　ちなみに八五〇円は東京都の最低賃金である。西也はただ働きでも構わないくらいの気分なのだが、そこはケジメとしてギャラをもらうことにしている。

　泣き言のひとつも言いたいところだったが、時給云うん々ぬんのことは口に出さなかった。『俺みたいなガキに頼たよるな』なんて言ったら、それこそだれも付いてこなくなる。

（可児江くん……）

　横に座っていたいすずが、ちょいちょいと袖を引いて耳打ちしてきた。

（なんだ）

（モルマートの件は言わなくていいの？）

（言わなくていい。妙案が欲ほしいのは事実だし、こいつらに当事者意識を持ってほしい）

（そう……）

　彼女は体を離して、手元のノートＰＣでの議事録作りに戻もどる。

「あ！　そうだろん！」

　いきなり机を叩たたいて、マカロンが立ち上がった。

「ドルネルのほら穴があったろん！　ドルネルのほら穴！」

「ああ……。あれふも」

　モッフルも何かを思い出したようで、『ふも』と小首を傾かしげる。だがこの二匹を除けば、会議室の誰だれもがその『ほら穴』とやらのことを知らない様子だった。

「なんだ、それは」

「第二パークにあるほら穴だよ。もうほとんど忘れ去られてるけど、パークの古株キャストの間では、いろいろと伝説があるんだふも」

　第二パークというのは、いま西也たちが運営しているパークとは別に、都道の南側にある広大な敷しき地ちのことを指す。九〇年代初頭のバブル経済末期、いまのパークと同規模の『第二パーク』を建設する計画があったのだが、資金難で計画は頓とん挫ざ。敷地はほとんど手付かずのまま残されている。

　つまり『第二パーク』というのは名ばかりで、あるのは先月活かつ躍やくした大型スタジアムだけなのだが、キャストたちは昔からこの南の敷地をそう呼びならわしている。

「そのなんとかいうほら穴は……アトラクションか何かか？」

「アトラクションじゃないふも。敷地の奥にある原生林に、ずっと昔からあるほら穴で……たぶん、『甘城遊園』の時代よりも古いんじゃないかなあ」

　甘城遊園とは、現在のパークの前身にあたる遊園地だ。大正年間に開業して多た摩ま地区の人々を楽しませていたが、一九七〇年代初頭に閉園している。

　その後八〇年代になってから、メープルランドの資金でリニューアルオープンしたのが、いまの甘城ブリリアントパークだ。

「そのほら穴が、いまの資金難とどう関係あるの？」

　いすずがたずねると、モッフルは遠い目をした。

「ずいぶん前……もう一〇年以上前のことだふも。当時、お花の妖よう精せい〈ドルネル〉というキャストがいて──」

「ごつい名前だな。重量級の機動兵器みたいだ」

　しかも〈〉でくくってるし。〈アーバレスト〉とか〈レーバテイン〉みたいだ。

「話の腰こしを折るんじゃないふも！　……で、その〈ドルネル〉がある夏の晩、酔よっ払ぱらって第二パークに出かけたふも。肝きも試だめしだかなんだか、そんな理由だったらしいんだけどね。それで仲間のキャスト数すう匹ひきと連れ立って、敷地の奥のほら穴を目指したんだよ」

「ちなみにドルネルは、ぼくの二代前のお花の妖精だみー」

「補足ありがとふも。でもって、肝試しにほら穴に出かけたドルネルたちは──」

「先に要点を話せ」

　西也がせっつく。

「いや、かなりうさんくさい話ふもよ？　だからそれなりの前置きを……」

「いいから、さっさと」

　モッフルは不服そうにこう言った。

「……そのほら穴の奥に、財宝が眠ねむっていたらしいんだふも」




　モッフルとマカロンの話によれば、こういうことだ。

　そのほら穴は第二パーク（予定地）の南、まったく手付かずの森林の奥、丘おかの谷間の斜しや面めんにあるらしい。おそらくは太平洋戦争のころに掘ほられた防空壕ごうだろう、と伝えられていた。

　ある夏の晩、ティラミーの二代前の『お花の妖精』ドルネルというキャストと仲間たちの間で、そのほら穴の話題が出た。防空壕と伝えられているが、よく考えたらそれもおかしい。周囲にはぜんぜん人が住んでいない山奥なのに、避ひ難なんするための防空壕があるのはおかしな話ではないのか？　そのほら穴は防空壕などではなく、もっと別の施し設せつかなにかの遺い跡せきなのでは？

　ドルネルたちは『探検に行こう』と騒さわぎたて、その夜のうちに第二パークのほら穴へと向かった。

「そこまでは確かだふも。ぼくとマカロンもその飲み会に居合わせたからね。でもまあ……ぼくらは翌日のパレードの稽けい古こをしたかったから、一いつ緒しよに行くのはやめておいたふも。今にして思えば……止めておくべきだったよ」

　と、モッフルは述じゆつ懐かいした。

「それで、どうなったんだ？」

「ドルネルは帰って来なかったろん」

　痛ましそうにマカロンが言った。

　聞けばその二日後、第二パークの一角で、ドルネルに同行した仲間二匹が半死半生で発見されたそうだ。全身傷だらけ、泥どろだらけ。衰すい弱じやくしきっており、まともに話せる状態ではなかったという。

　その二匹は回復したあと、口をそろえて『あのほら穴の奥は広大な地下迷めい宮きゆうだった』と証言した。酔ったままほら穴に入った彼らは暗くら闇やみの中で道に迷い、脱だつ出しゆつすることもできず、様々な罠わなや化物に遭そう遇ぐうしたのだそうだ。

　出口もわからず半はん狂きよう乱らんで逃げまわり、水たまりをすすって渇かわきをいやし、地中をさまようこと丸一日、彼らは迷宮の最深部に来てしまった。

　そこで見たのは、目もくらむほどの金銀財宝と、その財宝を守る巨きよ大だいな竜りゆうだったという。らんらんと光る二つの目に、熱く燃え盛さかる炎ほのおの息──

「竜だと？」

「うん。竜。ドラゴン」

「またそんなホラ話を……」

　西也が不信もあらわに眉まゆをひそめると、モッフルも苦々しい顔をした。

「ぼくだって信じてるわけじゃないふもよ……。とにかく生きて帰ってきた二匹は、そう言ったってだけで」

「それで？」

「ドルネルは竜に捕つかまって、そのまま丸のみにされちゃったそうだふも。残りの二匹は命からがら逃にげ出して、また丸一日迷宮をさまよって……どうにか地上にたどり着いたふも」

　そして行ゆく方え不明のドルネルのために、パークの従業員たちによって救出隊が編成された。彼らは問題のほら穴に向かったが、そこには数メートルほどの横穴があるだけで、すぐ行き止まりだったという。

「確かに古かったけど、落らく盤ばんの形けい跡せきもなかったし、なんの変へん哲てつもない横穴だったよ。あたり一帯を捜しても、そんな迷宮の入り口なんてなかったふも」

「けっきょくドルネルの行方はわからずじまい。そのまま現在に至るろん」

　話は以上だった。

「……あー。つまり、こういうことか？　その酔っ払いどもの戯たわ言ごとだけを根こん拠きよに、金銀財宝がどうのと？　この俺に、さんざん長話を聞かせてきたのか？」

　頭痛がしてきた。

「まあ、そう思うのは無理もないふも。ところがところが──」

「みー。言われた通り、持ってきたみー！」

　息せき切ってティラミーが、会議室に入ってきた。マカロンになにかを耳打ちされ、席を外していたのだ。

　ティラミーは小さな木箱を持っていた。黒ずんだ、古い箱だ。

「それは？」

「記念室の保管品だふも。パークの歴史三〇年の間の、色んなトロフィーやら写真やらが保存されてるの。金目のものは全然ないけど……これはその例外。その『ドルネルのほら穴事件』のときのもので……」

　モッフルが箱を受け取り、開かい封ふうする。

「生せい還かんした二匹のうち一匹が、救出されたときに握にぎっていたコインだふも」

　中には大きな金貨が一枚あった。

　見たことのない図案や文字で、五百円玉よりも一回り大きいくらいのサイズである。

「魔ま法ほうの国のひとつ、シュベールト皇国のものだろん。一〇〇年くらい前の記念金貨で、日本円だと一枚で一〇万円くらいの価値があるかなあ」

「ほほう……」

　ハンカチでつまみあげて、しげしげと眺ながめる。かたやティラミーはその価値に驚おどろきの声をあげていた。

「一〇万円!?　そんな、先に言って欲しかったみー！　知ってたら持ち逃げしたのに……！」

「だから言わなかったんだふも。ほらほら、西也。返して」

「む……」

　モッフルは西也から金貨を取り上げると、きっちり丁てい寧ねいに木箱にしまい直して蓋ふたをしてしまった。

「こんな金貨が山のようにあった……ということだから、もし財宝の話が本当なら数億どころの金額じゃないかもしれないろん。これでパークの財政難は一気に解消だよ？」

「本当ならね。まあ真実は闇やみの中ふも……」

　財宝の話はそこまでだった。

　けっきょくその日の会議では、財政難の打開策は出てこないままお開きとなった。




　その翌日、第二パークの小こ径みちを歩きながら、いすずが西也に言った。

「可児江くん。……まさか、モッフルたちの話を信じたんじゃないでしょうね？」

　時刻は一二時過ぎ。うららかな春の陽気で、小鳥のさえずりが心ここ地ちよい。木々の間をのんびり歩くのは、ピクニックにでも来ているような気分だった。

「いや、別に信じたわけではないが……あの金貨は本物だった。それは間ま違ちがいないのだろう？」

「そうね。わたしは鑑かん定てい家ではないけど、刻印されていた文字は本物だったわ」

「まさか本当に財宝とやらがあるとは思わないが……その金貨の存在は気になる。行方不明のキャストというのも穏おだやかではない話だし……そのほら穴とやらを、すこし調べておきたいのだ」

　するといすずは、注意深い目で西也の顔を覗のぞきこんだ。こちらの心を探さぐるような、同時になにか期待するかのような、不思議な目だった。

「なんだ、じろじろと」

「……別に。ただ前にも、そういう曖あい昧まいな理由でこの第二パークに来たことがあったわね。スタジアムの下見に」

「よしてくれ。あんな逆転劇など、もう起こらないぞ」

「それは……わかってるわ」

「あとは、まさしくこの第二パークのことだ。なにか問題があったら、まとまる話もまとまらん。きょうの会議の前に、確かく認にんだけはしておかなければ」

　きょうは一六時から大事な商談がある。

　いすずのほかは、アーシェと数人しか知らない極ごく秘ひの話だった。そのアーシェにもつい昨日、明かしたばかりだ。この話をまとめるために、西也はここ二週間以上、学校を休みまくって都内を奔ほん走そうしていたのだ。

「本当にあれが実現すると思うの？」

「ぬかりはない。もしあるとすれば、この敷しき地ちになにか重大な欠点がある場合だ。理由は以上。無意味な詮せん索さくはしないでくれ」

「……わかったわ」

　それきりしばらく無言で、二人は森の中の小径を歩き続けた。

　西也はジーンズに厚手のシャツ、軍手にトレッキングシューズといった格好だった。多少は土を掘り返したり、狭せまい穴をくぐったりする必要もあるかもしれないので、汚よごれていい服装に着き替がえてきたのだ。かたやいすずはサファリシャツにホットパンツ、ごっついジャングルブーツといった出いで立ちだ。どでかいリュックも背負っていて、敷地内の視察というよりは、南米かアフリカの秘境でも探検しそうな感じである。

　いすずと二人きりで誰だれもいない森の奥まで来たせいか、西也は落ち着かない気分だった。

　先日の面接のあれこれもモヤモヤしたし、ホットパンツから伸のびる脚きやく線せん美びもいささか気になる。そもそも『一人で行く』と言ったのに、『わたしも付いていくわ。秘書的な意味で』だのと付いてきたのは彼女である。その意図もいまいち分からない。

「なあ、千斗……」

「なにかしら」

「もしかして……」

　もしかして、俺と二人きりになる機会でも欲しかったのか？

　真顔で言ってみる、冗じよう談だんめかして言ってみる、明日の天気のように言ってみるなど、あれこれ脳内でシミュレートしてみたが、どれも不可能だった。

「……いや、なんでもない」

「そう。用がないなら話しかけないでくれる？」

　これである。ますます分からない。

「そろそろ着くはずよ。……あったわ」

　広いとはいっても遊園地の敷地だ。一〇分とたたずに、二人は目的の場所に到とう着ちやくした。

　木々に覆おおわれた丘きゆう陵りようの底を縫ぬうようにして、すこし開けた窪くぼ地ちがある。窪地の手前には古いフェンスが張り巡めぐらされており、色あせた看板がぶら下がっていた。『関係者以外立ち入り禁止』とある。

「あそこか……いや待て」

　そのフェンスの前に、三匹びきのキャストがだらけてしゃがみこんでいた。

「おそかったふもね」

「待ちくたびれたろん」

「はやく行くみー」

　モッフル、マカロン、ティラミー。毎度の『甘アマブリ三羽ガラス』が待ちくたびれた声で言った。足元にはタバコの吸い殻がら。空のペットボトルや、コンビニ弁当の容器まで転がっている。最悪なマナーだ。後で拾わせねば。

「なんでこいつらがいるのだ？　きょうは普ふ通つうの営業日だぞ。こんな場所で油を売ることなど、許可した覚えはないのだが」

　すると三匹は不快もあらわにうなった。

「これだふも、この支配人代行様は」

「こっちだって忙いそがしいんだろん。そこをいすずちゃんに頼たのまれて……」

「可児江くんの補ほ佐さで来てやったんだみー。察してやるみー」

　西也はいすずをにらみつけた。

「千斗。説明してもらおうか」

「万一のためよ。ドルネルの運命は聞いたでしょう？　もし何かの間違いで、その得体のしれない迷めい宮きゆうに迷いこんだとしたら……護衛が必要だわ。あなたを失うわけにはいかないから」

　ごく真ま面じ目めな声で、いすずは言った。

「あのな……俺は別に本気で宝探しをしに来たわけじゃないのだ。第二パーク内で、妙みような場所があると困るから、とりあえず視察しておこうと思っただけだ。加えて、仮に、なにかの危険があったとしてみよう。だが──護衛？　こいつらが？　頼たよりにならん。ただの穀ごく潰つぶしだぞ？」

　無ぶ遠えん慮りよに言うと、三匹は顔をしかめた。

「ひどい物言いだみー」

「まあ、若さゆえの発言と思っておくろん」

「いやいや。カス・ダマトの最後の弟で子しにして、元メープルランド強きよう襲しゆう偵てい察さつ隊員のぼくの実力を認めないとは……。西也、おまえ実はバカなんだふも？」

　口々に言う三匹。

　西也はうるさげに『あー、わかったわかった』と手を振ふった。

「時間がもったいない。……どうせ小さな横穴があるだけなんだろう？　野次馬根こん性じようを満たしたいなら勝手についてこい」

　しょうもないほら穴をちょっと調べて、大した成果もなくそれで終わり。がっかりした一同に説教しながら、パークに戻もどる。そんな未来が西也には見えていた。

「さあ行くぞ。とにかく開けてくれ」

　いすずがうなずき、フェンスの門もん扉ぴにかかった南なん京きん錠じように鍵かぎを差しこむ。

　きしむ門扉を押し開けて、西也といすず、そしてモッフル、マカロン、ティラミーの計五名は窪地の奥へと進んでいった。

「まったく……すぐに済む視察なのに。なんでこんな大人数でぞろぞろと……」

　確かにほら穴はあった。入り口は丈たけ高い草で隠かくされており、中に入ると一〇メートルくらいの横穴が続いていた。だが、すぐ行き止まりに突つき当あたる。

「ほら見ろ。やっぱり何もない」

　モッフルたちは懐かい中ちゆう電灯を片手に、あちこちの壁かべを探っている。

「どうやら本当に防空壕ごうのようだな。もしかしたら、行ゆく方え不明になった連中はここで火でも焚たいたんじゃないのか？　酸素が不足して倒たおれたとか、幻げん覚かくを見ただとか……」

「隠しスイッチがあったみー」

　ティラミーが言った。

「え？」

「この小さな石。ほら」

　見れば岩いわ肌はだに百円玉サイズの丸い石がうまっている。ティラミーは壁に耳をあて、注意深くその石を動かした。

「ふーむ……偽ぎ装そうされているけど、これはスイッチとレバーだみー。これを上上下下左右左右ＢＡと入力してみると……」

「そのネタわかるの三〇代以上だろん」

「おっ、開いたみー」

　たちまち轟ごう音おんと共に、行き止まりの壁が重たげにスライドして開きはじめた。

　隠し扉とびらだ。

「そんな、デタラメな」

　あっけにとられる西也の前で、三匹は愛らしい鳴き声をあげた。

「さすがはティラミー。いい腕うでだふも」

「メープル銀行の金庫破りで、郡刑けい務む所にぶち込まれたのは伊だ達てじゃないろん」

「えへへ……照れるんだみー」

　こいつ、前科持ちだったのか。

　いろいろツッコみたいことは山ほどあるのだが、それよりもなによりも、隠し扉の奥にまっすぐ続く、長い通路に目を奪うばわれた。通路の先はゆるやかなカーブを描えがき、暗くら闇やみの中に消えている。

「地下迷宮だろん！　伝説は本当だったんだよ！」




　さて厄やつ介かいなことになった。

　どうやらドルネルとやらの行方不明事件は、まったくのデタラメではなかったのかもしれない。それに財宝うんぬんの可能性は抜ぬきにしても、この隠し通路を見なかったことにして帰るわけにもいかないだろう。

　とりあえず、すこしだけ中を見てみるか──

　全員の意見が一いつ致ちし、西也たちは隠し通路の中へと用心深く入っていった。通路は真っ暗だったが、各自が懐中電灯を持参していたので、明かりには困らなかった。

「妙ね」

　通路の真ん中に跪ひざまずいて、いすずがつぶやいた。

「なにがだ？」

「この通路……埃ほこりがほとんど積もってないわ。すみずみまで綺き麗れいになっているし……一〇年以上も放置されていたとは思えない」

「ふむ……」

　その時、背後でごろごろと轟音がした。振り返ると、外への隠し扉が閉まろうとしている。

「…………！」

　扉の一番近くにいたティラミーが飛びつこうとしたが、遅おそかった。分厚い岩が出口をふさいでしまう。

「閉じこめられたみー！」

「なんてこった。退路を断たたれてしまったぞ……！」

「まあ、ホラーとか秘境探検とかの映画だと、定番のシチュエーションだろん。願わくば秘境探検の方でありますように……」

「うん。ホラーだとこの場の全員、バンバン死にまくるふも」

「なにをのんきに。……おいティラミー。開けられないのか!?」

　ティラミーは同じような隠しスイッチがないか探りまわっていたが、今度はどこにも見つからない様子だった。

「うーん。だめだみー。外からしか開けられないみたい」

「うぬぬ……」

　だれか一人でも、外に待機させておくべきだった。これでは助けも呼べない。下手をすればドルネルたちの二の舞まいだ。

「こうなっては仕方がないわ。とにかく先に進みましょう」

　そう言っていすずは毎度のマスケット銃じゆうを取り出した。マスケットなのに、なぜかピカティニー・レールが付いていて、銃身と並行にタクティカル・ライトが装備されていた。こいつらの持ち物にいちいちツッコんでいられないので、西也は黙だまって後に続く。

　暗い通路を五人でぞろぞろ進んでいくと、ホールに出た。広さは学校の教室くらい。天てん井じようは二階分くらいはありそうな高さだ。

「いきなり行き止まりか？」

「いや……よく見るふも。でかい扉があるよ」

　薄うす暗くらがりの中で気付かなかったが、正面に巨きよ大だいな石の扉があった。なにやら禍まが々まがしい装そう飾しよくと見慣れない文字。中央には鬼おにか悪あく魔まか、それっぽい感じの顔が彫ちよう刻こくされている。

「見たことのない様式だが……」

「シュベールト皇国の遺い跡せきに似ているわね。中央の彫ちよう像ぞうは彼らの神の一つだと思うわ」

　シュベールト皇国というのは、いすずやモッフルたちのメープルランドとは異なる、別の魔法の国のことだ。大阪のコズミックスタジオの運営母体だと聞いている。

「シュベールト……名前だけは知っているが……やはり邪じや悪あくな連中なのか？」

　この装飾にその名前。異世界の強大な専制国家みたいだ。

「いや、別に普通。厨ちゆう二にっぽいデザインが好きなだけだふも。主要産業は林業と農業。あと、まいたけの天ぷらがうまいよ」

「……皇国とか名乗っといて、そういう名物はどうなんだ？　湯ゆ沢ざわ温泉みたいなんだが」

「とにかくこの扉を開けないことには、進めないわ。どこかに隠しスイッチは……」

　いすずが何歩か前に出たそのとき──

　ホール内にけたたましい笑い声が響ひびき渡わたった。まるで地の底から響いてくるような、くぐもった不ふ吉きつな声。聞く者の心しん胆たんを凍こおりつかせ、あざ笑うかのようであった。

「な、なんだ……!?」

「こ、こわいみー！　こわいみー！」

「おそろしいろん……まるで、まるで、バルタン星人のような」

「やめなさい」

　身を硬くする一同の前で、扉の彫像、邪じや神しんの顔に穿うがたれた二つ目から、強く青白い光が発せられた。

《われは『扉の守護者』なり！》

　おごそかに扉がしゃべる。迫はく力りよくたっぷりで威い厳げんのある声だった。

《愚おろかにもこの迷宮を訪れし冒ぼう険けん者たちよ！　この扉より先には、さまざまな危険が待ち受けておる！　汝なんじらが邪神の怒いかりとあわれな死を恐おそれぬのならば──この石せつ棺かんの前へと進み出るがよい！》

　同時に石だたみの床ゆかがせりあがって、扉の前に七つの石棺が姿をあらわした。

「おおっ、かっこいいみー。ゴゴゴ……っと」

「リトラクタブルか。いかしたギミックふも」

「うちにもこういうのが欲ほしいろん」

「どうしてお前らのコメントは、こういちいち緊きん張ちよう感に欠けるのだ……」

　七つの石棺にはそれぞれ違ちがった紋もん章しようが彫ほられていた。右から順に『火』、『風』、『金』、『土』、『花』、『水』、『雷かみなり』が象かたどられている。

《それらの紋章は汝らそのものを表している！　己おのれの心が命じるままに、好きな棺ひつぎを選ぶがよい！　さすれば汝らに、魔物を屠ほふる武具を与あたえん！》

　すこしの間、一同はきょとんとした。

「ええと？　つまり？　それぞれひとつ棺を選んだら、なんか武器をくれると言ってるんだみー？」

「額面通りに受け取ればそういうことだろうが……」

「それより火・風・金・土・花・水・雷って……普ふ通つうは木もつ火か土ど金ごん水すいとかだふも。変な選せん択たく肢しふも」

「忍にん者じやキャプターみたい」

「また古いネタを……」

《己の心が命じるままに、好きな棺を選ぶがよい！》

　また扉が叫さけんだ。なんだか急せかしている様子なので、西也たちはおずおずと適当な棺の前に立った。

　西也はなんとなく真ん中の『土』の棺に。いすずも適当に『水』の棺に。

　モッフルは隅すみっこの『雷』。マカロンは『金』。ティラミーはお花の妖よう精せいなのに『火』。

『花』と『風』が余ったが、この場にいるのは五人だけなので仕方なかった。

《では受け取れ！　自ら選びし運命の武具を！》

　ゴゴゴゴゴ、と石棺の蓋ふたがスライドしていく。

　中にはそれぞれ、武器が入っていた。

『雷』を選んだモッフルにはスタンガン。『金』を選んだマカロンは金属バット。『火』を選んだティラミーは火か炎えん瓶びん。

「一〇万ボルトか……なかなか威い力りよくがあるふも」

「金属バットも、地味に殺傷力が高いろん」

「火炎瓶なら、機動隊だってイチコロだみー！」

　なにやら、三匹びきは意外に気に入った様子である。

「こういうシチュエーションなら、それらしく魔ま剣けんとかが出てくるかと思ったのに。なんなのだ、この凶きよう器き準備集合罪は……」

　これでは珍ちん走そう団の集会ではないか。体てい裁さいの悪い。

「そういう西也はスコップふも」

「『土』だけにな……もう少しひねりがあっても良さそうなものだが」

「いすずちゃんの武器はなんだみー？」

「それが……」

『水』を選んだいすずは困こん惑わくしたように、手のひらサイズのボトルを掲かかげた。

「なにかの液体が入っているみたいだけど……ラベルがあるわ。『ぺぺ』？　ポーションか何かの類たぐいかしら」

『…………』

　するとマスコットの三匹が押し黙った。

「なぜいきなり黙りこむの？　これがなにか知っている様子ね」

「いや、うーん……」

「不思議だろん。それがなぜ武器なのか……」

「でもある意味、うまく使えば武器になるみー」

　口々に歯切れの悪いコメント。

「？　意味がわからないわ」

「まあ、気になるならググればいいろん……」

「この迷めい宮きゆう、地味に下品だみー」

　西也も意味がわからなかったので、眉み間けんにしわを寄せた。

「なにをグダグダと……毒なのか？　回復薬なのか？　それくらいはっきり──」

　西也の詰きつ問もんを、けたたましい音がさえぎった。

　見れば正面の扉とびらが重々しく開かれていく。同時に石棺も床へと戻もどり、『さあ、道は開かれた』とでも言わんばかりのムードになった。

《では進むがよい、冒険者たちよ！　己が武具を頼たよりに、道を切り開け！》

　扉の先には、石だたみの通路と数々の分かれ道、はるか彼方かなたまで迷宮が続いていた。

「どうするの？　可児江くん」

「どうするって……進むしかなさそうだろう。行くぞ」

　なにしろ戻ることができないのだから、仕方ない。

　心配なのは、これから先に武器が必要になる状じよう況きようが待っているらしいことだ。




　西也たちは迷宮をぞろぞろと進んでいった。

　分かれ道に出るたびに、『右へ行こう』『いや左だ』と意見が対立して、ぎゃあぎゃあ揉もめる。あまりに協調できないので、いすずの提案で棒を倒たおして決めることになった。

「右よ」

「右ふも。ほら行け、さっさと。きょうは帰って飲みながら巨きよ人じん戦観みるつもりだったふも。急げ急げ」

「おい、押すなよ！」

「足元がよく見えないろん……って、うわー、なんか柔やわらかいもの踏ふんだ」

「あと、変なにおいも漂ただよってるみー。イカ臭くさいっていうか、なんていうか……」

　と、そのとき──

　鋭するどい金属音と共に、壁かべから巨大な刃やいばが飛び出してきた。ちょうど西也の首くらいの高さを横よこ薙なぎにする一いつ閃せんだ。

『!!』

　刃が弧こを描えがいた範はん囲いにいたのは、マカロンとティラミーだった。死神の鎌かまのような刃は、二匹の頭上をぎりぎりでかすめ、すぐに壁の中にたたみ込まれて消えた。

「え……」

　二匹の身長が人間並みだったら、確実に首を両断されていたことだろう。突とつ然ぜんの出来事に、一同はしばらくただぽかんとしているだけだった。マカロンとティラミーも、尻しり餅もちをついたまま呆ぼう然ぜんとしている。

「な……なんだ、いまのは？」

　かすれた声で西也がつぶやくと、モッフルが注意深く壁を調べた。

「どうやらトラップふも。石だたみの一つを踏むと発動する仕組みみたい」

「そんなことは分かっている！　いまのは……あれ、当たったら死ぬレベルだったぞ!?」

「うん。危ないふもね」

　モッフルの声はあくまで静かだった。

　訓練された軍人は、非常事態の時ほどリラックスして見えるというが、まさしくそんなたたずまいである。問題はそれが二・五頭身のげっ歯類風マスコットなことなのだが──

「もっふ……すこし気を引き締しめた方がよさそうふも。……ティラミー？」

「み、みー？」

「お前とぼくは前衛ポイントマンをやるふも。トラップを見つけ次し第だい、警告と解除を」

「う、うん。がんばってみるみー」

「それからマカロン、お前は後衛テールガンをやれ。最さい後こう尾びで警けい戒かいふも」

「……わかったろん」

「いすずは真ん中ふも。お荷物を守れ」

「了りよう解かいよ、将軍」

　いすずがマスケット銃じゆうを取り出し、西也の肩かたをつかんで引き寄せる。
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　いきなり始まった軍隊っぽいノリに当とう惑わくしながら、

「おい、待て。隊列を決めるのはけっこうだが、『お荷物』とはなんだ、『お荷物』とは。ひょっとして俺のことを言っているのか？」

「なんでもいいから従うふも」

　うるさそうにモッフルが言う。

「いいや、いまの言葉は聞き捨てならんぞ！　なにをやらせても巧うまくてかっこいい、全領域で使えるイケメンのこの俺を、よりにもよって『お荷物』だと!?　気難しい顔ばっかりしてる、変なげっ歯類のくせに、ずいぶんな物言いだな！」

「むっ……変なげっ歯類とはなんだふも。たとえうぬぼれ屋のクソガキでも、パークの経営には必要な奴やつだから守ってやろうとしてるのに！」

「余計なお世話だ！　だいたいお前ときたら、いつも上から目線で──」

　かっとなって一歩踏み出すと、足元でカチッ、と物音がした。

「え？　カチッ？」

　どこか見えないところで、ゴロゴロとなにかの機構がうごめいている。通路の奥、暗くら闇やみの向こうで大規模な装置が発動している。

「なんか踏んだみー？　可児江くん、なにか踏んだんだみー!?」

「い、いや……踏んだっぽいが、俺は別に──」

　けたたましい轟ごう音おん。一同がぎくりと身をすくませる。そして元来た通路の奥から、巨きよ大だいな球状の岩石が転がってきた。五人を轢ひき潰つぶそうと、まっしぐらに。

「よかったろん。秘境探検系だったみたいだよ？」

「なにをのんきに……！」

「逃にげるふもっ！」

「わ……わわっ！　わあ───────っ!!」

　あとは悲鳴の連続だった。もはや隊列もへったくれもない。五人は算を乱して走り出した。ごろごろ転がる巨きよ岩がんから逃げると、次々になにかのスイッチを踏みまくる。

　壁から無数の矢が飛んできた。

「み────っ！」

　床ゆかに落とし穴が出現した。

「ろ────んっ！」

　吊つり天てん井じようが襲おそいかかった。

「もっふ！　も────っふ！」

　連れん携けいプレイもへったくれもない。みんなバラバラに逃げ、避さけ、惑まどい、奇き跡せき的なタイミングで数々のトラップの牙きばを免まぬかれた。

「可児江くん。一度立ち止まった方がいいわ」

　飛んだりはねたりして、あちこちから襲いかかるトラップを回かい避ひしている西也に、いすずが告げた。

「立ち止まる!?　無茶言うな、こんな殺す気満々の罠わなだらけで、いったいどうやって──うおっ!?」

　西也といすずを両断するように回転ノコギリが飛び出してくる。ぎりぎりで避けてよろめき、壁に背中があたる。巨大なトゲ付きハンマーが、風をうならせ迫せまり来る。

「うおおおおっ!?」

　もう無理だ。逃げられない。

　体勢を崩くずしていた西也は、半ば観念した。だがハンマーが命中する寸前、横からいすずが飛び込んできて、西也を突つき飛ばした。

「千斗……!?」

　ぎりぎりで直ちよく撃げきは免れたが、彼女自身はハンマーのトゲに上着を引ひっ掛かけられて、乱暴に前へと放ほうり投げられてしまった。無防備なまま、いすずの体が石だたみの床を転がる。

「…………っ」

　その先に新しい落とし穴が口を開いた。いすずは何もできず、悲鳴ひとつあげられないまま、落とし穴の中に落ちていった。

「千斗っ!?」

　穴がふさがる。新たなトラップが、文字通り矢となって襲いかかる。彼女が消えた床に飛びついた西也を、モッフルがつかんで引き寄せる。

「おい放せ、千斗が……！」

「後にしろ！」

「落ちたんだ！　はやく助けに──」

「いいからいまは逃げるふも！」

　なかばモッフルに引きずられるようにして、西也はその場から撤てつ退たいした。




　ようやく落ち着いた時には、五人いた面子メンツはわずか三人になっていた。残ったのは西也、モッフル、ティラミーの面々である。

「いつのまにか、マカロンもいなくなってたみー……」

　息を荒あらくしてティラミーが言った。

「くそっ、完全に後手に回ったふも。道も分からなくなったし……」

　モッフルが悪態をつく。

「千斗……」

　西也は力なくつぶやくばかりだった。ハンマーの罠が襲いかかったとき、いすずは我が身を顧かえりみずに西也を突き飛ばした。そのせいで彼女は──

「悩なやむのは来週にするふも」

　モッフルが言った。

「まずはこの迷めい宮きゆうからの脱だつ出しゆつ。救助を求めるなり、重機で迷宮をぶっ壊こわすなりして、状況を打開するふも」

「わかっている。わかっているが……」

　暗い声の西也を尻しり目めに、ティラミーが周囲を入念に調べる。

「どうやらこのあたりはトラップもないようだみー。思うに、前よりは迷宮の深部に近づいているっぽいよ」

「なぜそう思うふも？」

「この迷宮をデザインした奴のクセが読めるみー。労力やメンテを最小限にしたいんだと思うよ。だから毒どく霧ぎりとか爆ばく発はつとか、再セットに手間がかかるトラップはなかったみー」

「ふむ……」

　いつもは馬ば鹿かなことしか言わないティラミーだが、この時はなぜか注意深いプロの貫かん禄ろくが漂っていた。金庫破りでぶち込まれたというのは、案外本当なのかもしれない。

「入り口からしばらく、浅い領域には分かりやすいトラップを仕し掛かけて犠ぎ牲せい者の恐きよう怖ふを煽あおるんだみー。そこでやられる程度の犠牲者なら、自動的なトラップだけで充じゆう分ぶん。でもそれで仕留められなかった連中には──」

　難しい顔でティラミーがうなり、小首を傾かしげる。

「──トラップではなく、実力行使で排はい除じよしようとするんじゃないのかなあ」

「実力行使だと？」

　そのおり、たくさんの唸うなり声が迷宮に響ひびき渡わたった。

　西也たちが一息いれていた通路──いや、回かい廊ろうと呼んでも差し支つかえのない広い空間の向こうから、ぞろぞろと一群のオーク鬼おにたちが近づいてきた。

　オーク鬼。そうとしか形容できなかった。

　豚ぶたの頭に人の体を持った、凶きよう悪あくな姿の亜人間デミ・ヒユーマンである。革かわ鎧よろいに身を包み、棍こん棒ぼうやら肉切り包丁やらを手にした、いかにもな、ああいう、ＲＰＧ的な。

　口からよだれをダラダラたらし、豚みたいな鼻をブヒブヒいわせ、敵意たっぷりに西也たちをにらんでいる。

「つまり──ここからはモンスターとの戦せん闘とうタイムだみー。ほら見て、あの好戦的な態度。ボクたちと話しあうつもりは全くないと考えるべきだみー」

「なるほど。ここは地下迷宮ダンジヨンふも。無理もないね……」

　モッフルとティラミーがそれぞれの武器を構えた。

「なにをのんきに……！　あいつらも殺す気満々だぞ!?　たった三人で……どうする気だ!?」

「やるしかないみー」

「怖こわけりゃ後ろで震ふるえてるふも」

「むっ……」

　それぞれ二匹ひきが戦闘態勢に入る。モッフルの物言いに西也が抗こう議ぎしようとした瞬しゆん間かん、オーク鬼たちが武器をかざし、よだれを飛ばして殺さつ到とうしてきた。

「イ────ンカミ───ング！」

　敵てき襲しゆう。

　怒ど鳴なりながらモッフルが前に出た。軽かろやかなステップで敵めがけて数々のパンチを叩たたきこむ。二匹、三匹、四匹。次々に倒たおれるオークたち。

「こいつを食らうみー！」

　ティラミーが火か炎えん瓶びんを投げる。たちまち起こった火災で、オーク鬼が大混乱に。その混乱に乗じて、ティラミーが背後からの不意打ちをきめまくる。ＭＭＯでいったら大ダメージのアタッカー的な役割である。

「まったく、どうしてこんなことに……！」

　モッフルとティラミーが討ちもらした敵を、西也はスコップで殴なぐりまくる。

「ほほう。なかなかやるふもね」

　数匹の敵をＫＯしながら、モッフルが鼻を『ふふん』と鳴らす。

「クソネズミの分際で余よ裕ゆうたっぷりだな……！　というか、おまえスタンガンとかもらったんじゃなかったのか!?」

「ふん、スタンガン？　しょせんは女子供の護身具ふも。ぼくの右フックにはかなわないと思うよ？」

「そ、そうか……」

「もっと来るみー！　バンバンと火炎瓶を食らわせてやるんだみー！　ここがおまえらの墓場だみー！」

　掛け声は勇ましいが、三頭身の愛あい玩がん犬みたいなマスコットが叫さけぶのだから教育上よろしくないことこの上ない。

　奮戦にもかかわらず、敵はあとを絶たなかった。最初はオークだけだったのだが、次から次へと強力なモンスターが湧わいてくる。やれトロウルやらゴーレムやら。スライムやらローパーやら。これがまた──

「古ふる臭くさいくせに、強い！」

　スコップを振ふるう腕うでもクタクタになってくる。くたびれた西也の隙すきを逃のがさず、すぐさまローパーの触しよく手しゆが襲いかかる。間かん一いつ髪ぱつ、モッフルの右ストレートがローパーを撃げき破は。危うく始まりかけた触手陵りよう辱じよくプレイを回避する。

「男が触手プレイとか……誰だれ得だふも!?」

「この場にいすずちゃんがいれば、みんなで大はしゃぎだったみー。ローパーの触手に搦からめ捕られて、『らめえええ！』と……」

「というかこの状じよう況きよう。雪崩なだれリンク起こしてるんじゃないのか？」

「次が来るふもっ！」

　さらに新たな敵が襲いかかる。ダチョウをでかくした鳥竜種の先生とか、白くて目がなくて雷かみなりを発生させる飛ひ竜りゆう種とか、黒くろ猫ねこをでかくしたようなすばやい飛竜種とかまで現れる。

　これはまずい。権利的に非常にまずい。

「逃げろ！　奴やつらとの戦いが長引いて、挿さし絵になったりしたら──」

「撤退！　撤退だふも！」

　西也たちは算を乱してその場から逃にげ出した。




　落とし穴からすべり落ち、暗くら闇やみの中を右へ左へと振り回され、どこかの部屋に放り出されて、千斗いすずは意識を失いかけていた。

　とっさに彼を突き飛ばしたけど、大だい丈じよう夫ぶだっただろうか？

　あんな混乱の中で、自分のとった行動が正解だったかどうか、確信が持てない。無事ならばいいのだけれど、もし彼の身になにかがあったら、どうすればいいのか。彼はパークにとって大事な人材だし、わたしにとっては──

「う…………」

　朦もう朧ろうとしていると、大勢のなにかが部屋に入ってくる気配がした。彼らはいすずを取り囲み、ひそひそと何かをささやき合っている。

（久しぶりの人間もぐ──）

（いや待つもぐ、この娘こはメープルランドの──）

（いずれにしても、このまま帰すわけには──）

　担たん架かか何かでかつがれ、どこかに運ばれていることは分かった。迷宮の壁かべに映し出されるいびつな影かげ。子供くらいのサイズの何者かが、ああでもない、こうでもないと騒さわぎながらいすずを運んでいる。

　そこで気が遠くなった。

　気絶していたのはせいぜい十数分くらいだったのだろう。次に目覚めると、いすずは粗そ末まつなベッドに横たわっていた。

「ここは……？」

　狭せまく暗い部屋だった。石造りの壁と鉄格子。頑がん丈じような錠じよう前まえ。

　ここは牢ろう屋やだ。

「気づいたろん？　いすずちゃん」

　見ると牢屋の壁に背を預け、マカロンが座りこんでいた。

「僕も罠わなにはまって落ちたろん。気を失ってるうちに奴らに運ばれたみたいだよ」

「奴ら？　だれのこと？」

「わからないろん。小こ柄がらのモグラ型で……少なくとも五匹以上はいたかな。甘ブリのキャストでは見たことがない種族だったろん」

「メープルランドの臣民でもなさそうだったわ」

　ベッドから身を起こし、頭を振る。ケガはなく、軽い打ち身だけのようだったが、シャワーが浴びたくて仕方がなかった。なにしろこの牢屋は埃ほこりっぽくてカビ臭くさい。最悪の気分だ。

「一〇年以上も人が近づかなかった地下迷宮だというのに。だれかが住んでいるなんて意味がわからないわ」

「うん。ここがどこかの魔法の国の地下迷宮ダンジヨンとかならわかるけど……ここは第二パークの地下のはずだろん」

　そう言ってマカロンはどこからともなくタバコを取り出し、ジッポーライターで火を点つけた。銘めい柄がらはいつものマルボロだ。

「……せめて吸う前に、ひとこと断ってくれないかしら？」

「おおっと失礼、お嬢じようさん。吸っていいろん？」

「いやよ」

「おやおや。それはすまなかったろんね」

　そう言いながら、マカロンは紫し煙えんをくゆらせ続けた。タバコを消す気は毛頭ないようだ。

　甘ブリに来て一年が経たっているいすずだが、このマカロンのことはいまだによく分からない。

　モッフルやティラミーとつるんでいて、バカなことをしょっちゅうしているバカな大バカなのだが、時たま妙みようにどっしりしているところを見せるのだ（まあモッフルほどの貫かん禄ろくはないが）。いすずはこういう性格なので、彼女に気き後おくれしているキャストは多い。だがマカロンは彼女をからかうのを面おも白しろがっている節がある。

　女から嫌きらわれるのをちっとも恐おそれていないというか……やはりあれか？　バツイチの子持ち、いわば大人の余裕がにじみ出ているのだろうか？

　いまも皮肉っぽく口の端はしを歪ゆがめてから、二、三度タバコの味を楽しみ、ゆっくりとした仕草で火を踏ふみ消している。渋しぶい男ならサマになるのだが、もこもこの羊さん型マスコットがやるので、ある意味では異様ですらある。

「まあともかく……いつまでもこんな牢屋でダベってるわけにもいかないろん」

　マカロンはのっそりと鉄格ごう子しに近づいた。

「この錠前──単純な南なん京きん錠じようみたいだろん。ティラミーがいたらなあ。簡単に開けてくれると思うんだけど……」

「なにか便利な物とか持ってないの？」

「なにも。いまあるのはサイフと自宅の鍵かぎとスマホと──」

　マカロンがぶつぶつ言っている間に、いすずは太ももからマスケット銃じゆうを引っ張り出し、南京錠を一いち撃げきで吹ふき飛ばした。

　銃声の残ざん響きようがあたりにこだまする。

「これでいい？」

　あっけに取られていたマカロンは、ヒューと口笛を吹いた。

「さすがだろん。行こうか」

　牢屋を出ても、看守か何かが駆かけつける様子はなかった。けっこう大きな銃声だったのだが……。

「変ね」

「モッフルたちが暴れてるのかもしれないろん。そちらに兵力を割さかれたとか……」

「だとしても、警報一つ鳴らないのは妙だわ」

「ふーむ……」

　通路の両りよう脇わきには鉄格子の牢屋がずらりと並んでいた。見える限りでは二〇部屋以上はある。通路の片側はすぐ行き止まりで、もう片方の奥は頑丈な鉄てつ扉ぴで閉とざされていた。

　とりあえず鉄扉の方へと歩き出す。

　だが数歩行かないうちに、いすずたちは別の囚しゆう人じんがいることに気づいた。二人が閉じ込められていた部屋から三つほど奥の別の牢屋で、だれかの咳せき払ばらいがしたのだ。

「？」

　不ふ審しんに思って鉄格子の中を覗のぞきこむ。

　まず目に入ったのは大小三つの液えき晶しようモニターだった。さらにデスクトップＰＣとブルーレイレコーダー、各種ゲーム機。ベッドの上にはタブレットＰＣが無造作に放ほうり出されている。机の上にはずらりと大量のフィギュア類が並んでいた。美少女三割、ロボット七割といったところか。壁一面には本ほん棚だなが並び、漫まん画がやＤＶＤ、ゲームソフトで埋うめ尽つくされている。壁の空いている場所にはアイドルとプロレスラーのポスターがみっちり貼はってある。

　部屋の主はＰＣのモニターに向かい、こちらに背を向けていた。ずんぐりとした三頭身。その椅い子すからして、人体工学を考えぬかれてデザインされた、いかにも高級そうなメッシュ式の一品だった。

「おお……アーロンチェアだろん。プロの漫まん画が家や作家が愛用していることで有名な。いいなあ……」

「うらやましがっている場合なの？　これは一体……」

　確かにそこは牢屋なのだが、独身のオタク男ならため息をついてうらやましがりそうな部屋と化していた。つまり女のいすずから見ると──もし将来自分に彼氏ができて、勝負下着をつけてその彼氏の部屋に一念発起して乗り込んだとき、そうであっては欲しくないと思うインテリアの代表例みたいな感じだった。

　そしてああ、見よ──床ゆかを埋め尽くさんばかりの空ペットボトルと、アマゾンの通つう販はんの空箱を！　自じ堕だ落らくここに極きわまれり、という光景だった。

「なにをゴチャゴチャやってるんだねる？　まだご飯の時間には早いし……」

　高級椅子をくるりと回し、部屋の主が面めん倒どうくさそうにこちらを振り返った。

　ふわふわしたカーキ色の体毛。イタチを三頭身にしたようなマスコットだった。いすずにとっては見たことのあるような、ないような相手だ。

「あんたは……あんたは……ドルネルっ!?」

　マカロンが叫さけんだ。

　ドルネル。この迷めい宮きゆうでずっと前、行ゆく方え不明になったというキャストである。生せい還かんしたキャストの証言では、竜りゆうに捕つかまって丸のみにされたはずだったが。

　ドルネルは目を細め、しげしげとマカロンを凝ぎよう視しした。

「んん……？　おまえは……マカロンだったねる？　ミュージックシアターの新人の」

「新人だったのは大昔の話だろん。もうベテランだよ」

「ふむ……そういえば、ここに来てずいぶん経つねるねえ。まあいいけど」

　ドルネルは軽くのびをして、ぶるぶると短い体毛を震ふるわせた。

「ドルネル……だったわね？　ここで一体なにをしてるの？」

　いすずがたずねると、彼は背後の液晶モニターを指さした。

「なにって……まとめブログ見てたねる。最近のラノベってどうして長ったらしいタイトルが多いのかなあ、とかそういう話題の」

「いや、そういうことを聞いたんじゃなくて……一〇年以上も行方不明だったんでしょう？　これまでどうしていたのかと聞いているの」

「別に話すのは構わないけど……お嬢ちゃん、だれだねる？」

「千斗いすず。パークの支配人代行の秘書よ。では教えて。ここで、これまで、どうしていたの？」

「どうもこうも。見ての通り、囚とらわれの身だったねるよ」

「一〇年以上も？　ここで!?」

　いすずとマカロンは瞠どう目もくした。

「うん。ここのルールで、捕まったら仲間が迎むかえに来るまで出られないの。でも仲間が迎えに来ないから、ずっと待ってるんだねる。退たい屈くつだって抗こう議ぎしたら、ネット引いてもらって、ゲームやったりプラモ作ったりアニメ見たり……まあ、忙いそがしい日々を送ってきたねるよ」

「それで一〇年？」

「うん。そうなるねえ。……そういえば小腹がすいたな」

　ドルネルは卓たく上じようの受話器を取り上げた。

「……ああ、ぼく。なんかおやつ持ってきて。そうね……カラムーチョかな。あとウーロン茶。コップも三つお願いねる」

　短く告げると受話器を戻もどし、のしのしと鉄格子まで歩いてくる。そのままがちゃりと格子戸を開け、いすずたちを手招きした。

「ほら、入るねる。汚きたないとこだけど」

「鍵かかってないろん？」

「うん。めんどくさいから」

「…………」

　もう、なにがなんだか。

　力ずくで脱だつ出しゆつする気満々だったいすずとマカロンは、拍ひよう子し抜ぬけしたままドルネルの牢屋（？）に招かれた。アマゾンの空箱を押しのけると、座ざ椅い子すが二つ出現した。すすめられるまま、おずおずと座る。

「ドルネル。パークではあんたが行方不明ってことになってるろん。ぶっちゃけ死んだ扱あつかいなんだけど」

「うーん。まあ、そうだろうねえ」

　ドルネルの声はのんきだった。

「心配してた同どう僚りようも多いし、こんな場所に長年閉じこもってるなんて、普ふ通つうじゃないろん。なぜパークの方に無事を知らせなかったんだろん？」

「うん。最初はね、ちょっと長めの休きゆう暇かのつもりだったねる。でも見ての通り理想的な生活環かん境きようが調ってきて……しかもそのころベータテストが始まったＭＭＯにハマっちゃって……気づいたら一年が過ぎてたねる」

「ＭＭＯというのは？」

　ゲームにいまいち疎うといいすずが尋たずねた。

「ネットゲームのことだろん。そういえばあのころ、ものすごっっく時間を食うタイプのゲームが主流だったろんねえ……」

「一年たったら、パークに連れん絡らくするにも気まずくなっちゃって、そのままズルズルと……正直、ここってすごく居い心ごこ地ちがいいんだねる。食事には困らないし、欲ほしいものがあったら通販でなんでも手に入るし……」

　クズだ。ここにも一匹ぴき、クズがいた。

「うーん、なるほど。やっぱりＭＭＯはヤバいろん。成なる川かわさんも、リネ２で一年くらい潰つぶした過去があるらしいろん」

「誰だれよ、それは……」

「でも不思議だろん。ずっと人目につかずに暮らしてたのに。ドルネル、なんで『消滅モノス』にならなかったろん？」

「わからないねる。たぶん、ネカマやってて人気者だったからかなあ」

「そんないい加減な……」

「とにかく、いまの生活が気に入ってるんだねる。お茶は出すけど、用が済んだらぼくのことは放っておいて、帰って欲しいんだねる」

「帰る？　ここから脱出できるの？」

　いすずとマカロンは身を乗り出した。

「たぶん。ぼくは試したことないけど」

「そもそも、この迷宮はいったいなんなの？　さっき誰かにお茶を頼たのんでたし、ゲーム機やＰＣを用意した者もいるんでしょう？　わからないことだらけだわ。説明をして欲しいんだけど」

「ああ。それは──」

　そこで彼らの牢ろう屋やに一いつ匹ぴきの生き物がやってきた。ウーロン茶とコップ、スナック菓が子しを載せたお盆ぼんを持った、小こ柄がらなモグラ風のマスコットだ。

「お客さま。お茶を持ってきたもぐ」

「おつかれー」

　格子戸を開けて、カラオケ屋みたいなノリでモグラからお茶と菓か子しを受け取るドルネル。その様子をぽかんと見ながら、いすずとマカロンは同時につぶやいた。

「……お客さま？」




　西也とモッフル、そしてティラミーの三人は、迷宮の一角でどうにか荒あらい息を落ち着かせようとしていた。

　雑ざ魚こっぽいのを撃げき退たいしたり、中ボスっぽいのから逃にげ延のびたり。変なトラップも次々に襲おそいかかってくるし、石のパズルを動かして扉とびらを開ける時間制限付きのミニゲームなんかもあったりして、満身創そう痍い、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体である。

　いまのところ、敵の追つい跡せきはやり過ごしているが、またいつ乱戦になるかも分かったものではない。

「ぜえ……ぜえ……。こんなにスコップを振ふり回したのは……たぶん生まれて初めてだ……。ヤクザなおまえらは知らんが、俺は支配人だ！　ホワイトカラーだぞ!?」

「時給八五〇円でホワイトカラー？　笑わせるんじゃないふも。おまえにはドブさらいがお似合いなんだふも」

　ふん、とモッフルが鼻を鳴らす。こいつのタフさと強さは知っているが、さすがに疲つかれた様子は隠かくせない。

「ドブさらいか。それこそおまえ向きの仕事だな。なにしろドブネズミなんだから」

「はあ……はあ……こういう非常時に小こ粋いきな憎にくまれ口とか、叩たたき合わないで欲しいみー。ハリウッドっぽい会話は苦手なんだみー」

　そう言ってティラミーが自前のポシェットをごそごそと探る。

「困ったみー。火か炎えん瓶びんがもうないんだみー……。どこかに都合よく化学肥料とかないかなあ？　硝しよう酸さんベースで適当な爆ばく薬やくなら作れると思うんだけど……」

「お花の妖よう精せいがそういうことを言うな」

「そうだったみー。あ、でもボクだって、たまにはどでかい爆発を起こして『へっ、汚い花火だぜ』とか言ってみたいみー」

「それも充じゆう分ぶんにハリウッドっぽいと思うふも」

「と……とにかくだ。現状を把は握あくしなければ……」

　スコップを杖つえがわりにして、西也は身を起こした。

　腕うで時計を見ると、一四時半を過ぎていた。これはまずい。会合の時間まであと九〇分しかない。こんな迷めい宮きゆうの探たん索さくなんかよりも、はるかに重要な会合なのに……！

「冷静に道を覚えるなんて余よ裕ゆうはなかったから、ここがどこなのかも分からん。東西南北くらいなら見当がつくが──」

　スマホを起動しコンパスのアプリで方位を確かく認にんする。モッフルがスマホの画面を横から覗のぞきこんだ。

「もっふ……。こっちが北ふも。それならたぶん……うーん、わからん」

「こんなことなら、最初から万歩計のアプリでも入れとけば良かった……ん？」

　西也は眉まゆをひそめた。スマホの画面にＷｉ‐Ｆｉの窓が割りこみ、『ネットワークを選せん択たく』と表示されたのだ。

　無線ＬＡＮの電波がある？　こんな地中の奥深くで？

　ネットワーク名は『mogmog001』と『mogmog002』。弱い電波ではなく、ばっちり三本立ってる。ただし残念ながらパス付きだった。

　理由はわからなかったが、もしかしたらここは案外浅い深度で、どこか地上から、空くう洞どうかなにかを通して偶ぐう然ぜんに電波が届いているのかもしれない。

「それっぽい空洞はなさそうだみー」

　周囲の壁かべを探さぐりながら、ティラミーが言った。その間に西也は思いつく限りのパスを入力してみたが、どれもはずれだった。

「うーむ……接続さえ出来れば、助けを求めるなり現在地を確かめるなりできるのだが……」

「ティラミー。なんとか出来ないふも？」

「ボクはスーパーハカーとかじゃないし、いまは無理だみー」

「くそっ」

　脱出の糸口がつかめたような気がしたのに。どうやらネットで助けを求めるのは無理そうだった。時計を見る。もたもたしているうちに、もう五分もたってしまった。

「西也。さっきからしきりに時計を見てるふも。なにか問題が？」

「……会合の予定があるんだ。遅おくれるわけにはいかない」

「こんな状じよう況きようでまだ仕事の心配してるんだみー？　仕事中毒ワーカホリツクにもほどがあるんだみー」

　そこで通路の向こうから無数の足音が近づいてきた。武具を打ち鳴らす金属音。金切り声やうなり声。

　敵だ。こちらに向かってくる。

「くっ……もう追ってきたか」

「繰くり返すけど、もう火炎瓶がないみー！」

「仕方ない。奥に逃げるふも！」

　モッフルが走りだした。

「奥に？　なにかあてでもあるのか!?」

「なにもないけど、ここで迎むかえ撃うっても時間と体力の浪ろう費ひだふも！」

　モッフルの意見はもっともだ。やむなく西也はティラミーと共に、彼の後を追った。

　だが敵の襲しゆう来らいは背後からだけではなかった。前からも来るし、曲がり角からも来る。

「また来るぞっ!?」

「強行突とつ破ぱだふも！」

　三人と敵とが激げき突とつした。

　殴なぐったり蹴けったり、投げ飛ばしたり。右へ左へ駆かけまわり、登ったり飛び降りたりを繰り返し、まっすぐな回かい廊ろうに出る。ザコ敵の追つい撃げきは片時も止やまない。

「しつこいやつらだ……！」

　這はうように、転がるようにして、西也たちは回廊を突つっ切きり、大きな扉を蹴け破やぶって中に飛びこんだ。敵が背後から迫せまる。

「閉めろ！　扉を閉めろ！」

　モッフルとティラミーが蹴破ったばかりの両開きの扉を力任せに閉じる。西也がスコップをかんぬき代わりにして、取っ手に通す。

「……！」

　間かん一いつ髪ぱつだ。どしん、と扉が震ふるえたが、開くことはなかった。どうにか追っ手を扉の向こうに足止めできた。敵が何度も扉を叩いてくる。いずれ破られるだろうが、少しの間なら持ちこたえてくれるだろう。

「いまのうちだ、逃げよう！」

　あごを伝う汗あせをぬぐって、西也は扉から離はなれ先を急ごうとする。

　だがモッフルとティラミーはその場から動こうとしなかった。西也に背を向けたまま、その部屋──部屋だとやっと今気づいた──の奥を凝ぎよう視ししている。

「おい、なにをやってるんだ。はやく……？　……!?」

　そこは部屋というよりは、もっと広大な大広間だった。天てん井じようの高さはゆうに三階分以上はあり、奥行きも学校の体育館の半分くらいはある。壁へき面めんや石柱にはまがまがしい装そう飾しよくが施ほどこされ、あちこちで焚たかれているかがり火が不ふ吉きつな影かげを落としていた。

　そしてその奥に、巨きよ大だいな一匹の竜りゆうがうずくまっていた。

　竜である！

　サイズは一〇トントラックくらいはあるだろうか？　たくましい、巨木のような四し肢し。紅くきらめく無数のうろこ。一対の羽が生み出す影は、大広間を覆おおいつくさんばかりだ。

　その巨竜が、棘とげだらけの頭をゆっくりとめぐらせ、凍こおりついたままの西也たちを見下ろしていた。

「もうね……どうしろっつーんだふも……」

　モッフルが力なくつぶやいた。

「詰つんだ……」

　疲労困憊。武器らしい武器もなく、後ろには今にも扉を破ろうとしている雑ざ魚こモンスターの群れ。目の前の竜を倒たおさないことには、前にも進めなさそうな状況である。

　そしてこのボスキャラ。

　気の利きいたダンジョンならこの大広間の手前に、回復アイテムや武器強化アイテム、あとセーブポイントなんかを置いておくものだろうに。

　ティラミーが毛を逆立て、ひどく怯おびえた様子でモッフルにささやいた。

（ねえモッフル……こいつひょっとして、あの『アルハンゲリスク』なんじゃ……）

（いや。タイフーン級の巨竜はもっとデカい。鱗うろこの色も黒と銀だったふも。ぼくが片目を潰つぶしたし、なによりも……）

　モッフルがぎゅっと肉球を握にぎりしめた。

（奴やつはイディナが退治したはずだふも）

（そ、そうだったみー……）

　なんの話だろうか？

　西也には意味のわからない会話だった。いや、すこし心当たりがあるのだが、いまはそんなことに考えを巡めぐらせている余裕はない。

　竜は低いうなり声をあげてから、西也たちに語りかけた。

《小さき者どもよ……》

　ティラミーが小声で『喋しやべった！　トカゲが喋ったみー！』と驚おどろいている。三頭身の犬みたいなお前が喋っているのはどうなのだ、と西也は思ったが、面めん倒どうくさいのでツッコまないでおいた。

《小さき者どもよ。我が眠ねむりを妨さまたげるのは何ゆえか……？》

　おごそかな声が広間に響ひびき渡わたる。とりあえず、見敵必殺な感じで襲いかかってくるわけではない様子だ。

《我は赤竜ルブルム。答えよ。何ゆえ我が眠りを妨げる？》

（どうするふも？）

（どうするって……とりあえず何か話しておくしかあるまい）

（じゃあ頼たのむみー。交こう渉しようごとは可児江くんの担当だみー）

（ええっ？　……うーむ）

　見ればモッフルも『さっさとなんとかしろ』と言いたげな顔をしている。確かにこいつらに交渉を任せても、ろくなことにはならないだろう。

　仕方なく西也は一歩前に進みでて、咳せき払ばらいした。

「あー……赤竜ルブルムとやら。安あん眠みん妨ぼう害がいをした件については……謝罪する。だが我々ものっぴきならぬ事情でここに逃にげこんできたもので……」

　竜が喉のどを鳴らし、西也をじろりと睨にらんだ。あの目玉だけで、スイカかビーチボールくらいの大きさはありそうだった。

「……えー、つまり。我々は道に迷っている。あと仲間が二人、行ゆく方え不明だ。仲間を回収させてもらって、地上に出て行くルートをご教授いただければ……まあ、なんだ。我々は普ふ段だんの仕事に戻もどれるし、貴方あなたもぐっすり眠ることができて、お互たがいにとって大変有益だと思うのだが……」

　竜が強く唸うなった。一度だけでなく、何度も、何度も。

「お、怒おこったみー……！」

「いや、たぶん、笑ったふも」

　機動隊の盾たてみたいに西也の後ろに隠かくれていた二匹ひきが言った。

《有益。有益か。……笑わせるでないわ。分かっておるぞ、小さき者よ。大方、我がねぐらの宝を狙ねらって、こそ泥どろにでも入って来たのであろう？》

「滅めつ相そうもない！　俺は支配人代行として、パークの古い施し設せつを調査しようとしていただけで……」

　そう言いながら、西也は不ふ審しんに思った。この竜は『宝』と言っていたが、それらしきものはこの大広間に見当たらないのだ。行方不明になったドルネルの事件のときも、竜と財宝が同じ部屋にあったと聞いていたのだが──

「ち、地上の遊園地のことは知っているな？　俺たちはそこから来たスタッフだ。どんな経けい緯いでこの迷宮が出来たのかは知らないが、敷しき地ち内でのダンジョン活動は……あー、たぶん違い法ほうだと思うぞ？　あくまで非協力的な態度を取るなら、うちパークの法務部を通じて、しかるべき手続きを取らなければならない！」

（ここに至って法務部とか……どんな交渉だふも）

（闇やみ金業者だって、もう少しましな切り口で話すみー）

（うるさい……！）

　すると竜はまたうなり声をあげた。今度はやや思し慮りよ深げな声だった。

《小さき者よ。お主の話は信じられぬ。たいていのコソ泥どもは、そうやって苦し紛まぎれの言い訳をするものだ》

「あー、じゃあ……これだ。これ！　パークのＩＤカード！　これなら信じるだろう!?」

　首にかけていたキャスト証兼けんＩＤカードを差し出す。

《ふ……そのようなちっぽけな板切れで、我を欺あざむけると思うのか？　太古の昔に生を享うけ、六りく道どう十界を巡り、人じん智ちを超ちよう越えつしたこの我を……！》

「いや、そんな雄ゆう渾こんなこと言われたって、このカードは本物なのだが！」

《愚おろか者ものどもめ。戯たわ言ごとの報いを覚かく悟ごするがよい……！》

　がうっ、と竜がうなった。

　同時に背後で扉とびらが破られ、雑ざ魚こモンスターがどっと侵しん入にゆうしてきた。ぎゃあぎゃあ、ぶうぶう叫さけびながら、武器やら盾やらを打ち鳴らし、西也たちを半円状に取り囲む。

「いよいよヤバいみー！」

「もっふ……！　こうなったら、一匹でも多く敵を道連れに……」

　ティラミーが泣き出し、モッフルが拳こぶしを構える。だが西也はモッフルを片手で制し、竜に向かって声を張り上げた。

「おい、竜！　ルブルムとやら！　さっき『人智を超越した』とか言ったな!?　笑わせるな！　それこそ俺には信じられん！」

　一いつ斉せいに飛びかかろうとしていた雑魚連中が、赤竜の一うなりで一歩下がる。

《……小さき者よ。いま何と吐ぬかした？》

「人智を超越したなんて、噓うそっぱちだと言ってるんだ。こんな穴ぐらでニートやってたお前なんぞより、この俺様の方がよほど知ち恵え者だぞ！」

「か、可児江くん……あんまり刺し激げきしちゃ……むぐ」

　言いかけたティラミーを、モッフルが止める。

（ここは西也に任せてみるふも）

（み、みー……）

　赤竜は西也を丸のみにしそうな勢いで口を開いた。かがり火の光を受けて、無数の牙きばがてらてらと輝かがやいている。

《戯言はやめよと言ったはずだ！　丸のみにしてくれるぞ!?》

「はっ、食いたきゃ食え！　まあ、頭の残念なトカゲもどきだ。うなったりがなったり、小さい相手を丸のみしたり。それくらいしか出来ないだろうしな」

　せせら笑ってやると、赤竜は怒いかりで瞳ひとみをらんらんと光らせ、鼻び孔こうから炎ほのおを漏もらした。それから何やら意地の悪い笑えみを浮うかべ、西也を睨みつけた。

《面おも白しろい。では……お主が知恵者だという証あかしを立ててもらおうか？》

「よし上等だ。なにか俺に質問してみろ」

《ほう？》

「謎なぞかけでも、宇宙の真理でも、『バカなトカゲ』のウクライナ語でも。答えがある問いなら、なんでもいいぞ。ただし俺が正解を言ったら、俺たちを見み逃のがして仲間も返せ。それでいいな？」

《ふむ……よかろう。ただしそこまでの法ほ螺らを吹ふいたのだ。お主が答えられなかったときは、すぐには殺さぬ。仲間もろとも、たっぷりと時間をかけ、五分刻みに解体してくれるぞ……！》

「よしＯＫだ。ほら、来い。俺は急いでるんだ。さっさとしろ」

　ぱん、と平手を打ち合わせ、指先でちょいちょいと手招きする。もうこうなったらグレネード弾だんの使いどころだ。

「ちょっ、可児江くん!?　いくらなんでも無む謀ぼうだみー！」

　ティラミーが半泣きで抗こう議ぎする一方で、モッフルは思慮深げに事の成り行きを見守っていた。いまや赤竜はニタニタ笑いを隠そうともしていない。どうあっても答えられないような質問を思いついたのだろう。敗北した西也をどう料理してやろうかと思案しているのかもしれない。

　赤竜はおごそかに告げた。

《では、小さき者よ。お主に問おう。遠い言い伝えの物語だ。……かつて上古の世、武王と謳うたわれたレグニム・ソニムのイーリモ一世が──》

「賢けん者じやトーデメ・オンシーショの聖せい杯はい」

　正解！

　クイズ番組ならピンポンピンポーン！　とＳＥが鳴って観客が拍はく手しゆ喝かつ采さいするところだったが、その場の一同は啞あ然ぜんとするばかりだった。

《え……。……いや、まだ……質問の途と中ちゆうなのだが……》

「正解だろう？　賢者トーデメ……ええと、オンシーショの聖杯か。何度も言わせるな」

《あ……ええと……》

「正解なんだな!?」

《せ、正解……です》

　竜が気け圧おされ、首をすくめる。

「もっふ……」

「す、すごいみー！　可児江くん、なんで分かったんだみー!?」

「ふん。企き業ぎよう秘密だ」

　ぶっきらぼうに西也は言った。支配人代行を引き受けるにあたって、ラティファから授さずけられた『魔ま法ほう』──一度だけ相手の心を読む能力を使っただけである。こんなバケモノ相手でも効果があるかどうかは確信が持てなかったが、先日、近所の猫ねこ相手に実験したら『にゃーにゃー、うにゃー』と心の声（？）は聞こえたので、まあいけるだろうと踏ふんだのだ。

　さすがに事ここに至って、グレネード弾の出し惜おしみをしている場合ではなかった。まあ最近、パークの外で商談をまとめるために使いまくっているのだが──

《な……なにかのイカサマだ！》

　我に返った様子で、竜りゆうが抗議した。

《いまの問いは、貴様ごとき地上人には決して解くことができぬはず！　すべての魔法界でも最難関といわれるシュベールト農業大学──その畜ちく産さん錬れん金きん学科の入学試験に出たこともあるくらいなのだぞ!?》

「入試の過去問かよ!?」

「ださっ！」

　あきれる西也とティラミーを尻しり目めに、モッフルは深々とうなずいていた。

「なるふも……。確かにシュベ農大は、最も名高い最高学府。その赤本は門外不出の品とされているふも。メープルランドの河合かわい塾じゆくでも、専門の特別コースがあるくらいだよ」

「あるのか、河合塾」

「もっふ（肯こう定てい）。とはいえ、『人智を超こえた』というのは大げさだよ。基き礎そからじっくり実力をつければ、きっと合格できるはず。つまりこのトカゲのオツムは、大したことないんだふも！」

　ずっと『ぐぬぬ』と牙を食いしばっていた赤竜は、モッフルの言葉に激げつ昂こうした。

《う……うるさい、うるさい、うるさい！　たとえ過去問だろうと、貴様らに解けるはずはないのだ！　我は認めぬぞ！　やはりお主らを生かしては帰さぬ！》

　赤竜は雄お叫たけびをあげ、牙をむいた。

「あ、ずるいみー！」

「急に小物っぽくなってきたな……」

「約束を違たがえるとは、見下げ果てたトカゲふもね！　ならば、このぼくの拳を受けるがいい！」

　襲おそいかかる赤竜めがけて、モッフルが跳ちよう躍やくした。

　猛もう然ぜんと振ふり下ろされた爪つめをかいくぐり、一気に間合いを詰つめ、がら空きの顎あごの下へと潜もぐりこむ。

「もっふ！」

　全身をバネにしたアッパーカット。モッフルが繰くり出すその威い力りよくは、ゲージＭＡＸからの真・昇しよう龍りゆう拳けんに匹ひつ敵てきする。体格差は巨きよ人じんと小人ほどあったが、あごの急所を的確に突つかれ、竜が大きくのけぞった。

《ぐほおっ……!?》

　着地後、モッフルは素す早ばやく両りよう腕うでをクロスさせ、全身の気を集中させた。

「さすがにタフだね！　だが、これに耐たえられるふも!?」

　丹たん田でんを中心に、神秘の破は壊かいエネルギーが高まっていく。なんでテーマパークのマスコットにそんなことが出来るのかはさておき、それっぽいオーラがモッフルを包む。

「？　おい、やめろ」

「おおおおおおおおっ！　食らうふも！　秘技！　破は龍りゆう滅めつ殺さつ──」

「やめろって」

　後ろから西也に尻しりを蹴けられ、モッフルが前のめりに転てん倒とうした。ぽしゅん、と謎のオーラも消しよう滅めつする。

「なにをするふも！　極限まで高めた気でマイクロ・ブラックホールを生成し、そのホーキング輻ふく射しやで敵を焼き尽つくすカッコいい技なのに……」

「噓つけ！　ノリでホーキング輻射とかされてたまるか！」

「もっふ……」

「とにかく見ろ。あいつを」

「ん？」

　赤竜は痛むあごを前足で押さえて、広間の隅すみに縮こまっていた。

《すんません。マジすんません。調子乗ってました》

　軽く一発、焼きを入れられて即そく降こう伏ふくしたヤンキーっぽい感じである。なんとなく、こちらがカツアゲしてるみたいな嫌いやな気分になってくるほどだ。見れば周囲のザコ敵集団も、遠巻きに見守るだけで襲ってくる気配がない。どちらかというと、モッフルの暴行にドン引きしている様子だった。

「もっふ……最初の一いち撃げきで充じゆう分ぶんだったみたいふも」

《……というか、今のはやりすぎだと思いますよ？　こっちはちゃんと当たらないように爪とか振ってるのに……ぶつなんて！　そりゃあ、わたしも久しぶりのお客さんでハッスルしすぎた事実は否めませんが……》

　赤竜ルブルムは恨うらみがましく言った。

「ちょっと待て、『お客さん』だと？」

《ええ。あなたがたは、当アトラクション『ルブルムの試練場』が始まって以来、二度目のご来場者になります》

「えーと。あー……アトラクション？」

　そのとき広間の奥にあった石柱の一つがスライドして、業務用の通用口が開き、千斗いすずが姿を見せた。

「千斗？　無事だったか」

　いすずに続いてマカロンも出てくる。それと、見覚えのないイタチ風のマスコットも一匹ぴき。

「可児江くん。驚おどろくべきことだけど、彼らの話は本当よ」




　言われてみれば、そんな資料というか企き画かく書があったような気がする。

　一二～三年前、資金不足から開発の進まない第二パークで、例のスタジアムとは別の計画が検討されていた。

　当時、流りゆう行こうしていたコンピュータＲＰＧの世界観を再現して、ダンジョンでの冒ぼう険けんを体験できるアトラクション──たしか企画名は『ファイナル・クエスト（仮）』だったか。えらく安易なネーミングだったので、西也もなんとなく憶おぼえていた。

　詳くわしい企画の内容は知らない。

　資金難はまったく解消されなかったので計画自体がボツになって、そのまま敷しき地ちは放置されていたはずだったからだ。

「そのボツになったアトラクションが、なぜここにある？」

　しょんぼりとうなだれた赤竜ルブルムと、スタッフ一同の前で、西也はたずねた。

《ええ、はあ。実はわたし、ここでは雇やとわれの身でして。わたし自身、いまいちこの職場の状じよう況きようが分かっていないのですが……》

「そこはオイラが説明するもぐ」

　雑ざ魚こモンスターに扮ふんしていた大勢のモグラ風の妖よう精せいたち──そのリーダー格と思おぼしき一匹が進み出た。今になってわかったのだが、彼らが持っていた武器類も、よく出来たウレタン製だった。どうやらトラップ類も同様で、客を傷つける心配はなかったようだ。

　そのリーダー格も三頭身のモグラみたいな奴やつなのだが、なぜかネクタイに安全ヘルメットという出いで立ちだった。

「オイラの名はドルモの子タラモ。モグート族の族長にして、建設会社モグモグ組の代表取とり締しまり役やくだもぐ！」

「えーと、つまり？」

「ここの責任者もぐ」

「けっこう。ではタラモとやら、説明してもらおうか。なぜボツになったはずのアトラクションが、ここにある？」

「それにはまず、オイラたちモグート族の悲運の歴史について語らねばならないもぐ。そもそもは二〇〇〇年前──」

「あー、やめろ。説明は手短に頼たのむ」

　西也は両手を振って、タラモの言葉を遮さえぎった。

「えー？　トールキンのエルフの歴史並みに長ったらしくて壮そう大だいな話なのに。無ぶ粋すいな奴もぐねー、あんた」

「いいから、三行で済ませろ」

「……オイラたちは土木建設が超ちよう優ゆう秀しゆうなんだけど、昔からあちこちの権力者に付け狙ねらわれてた。それで弱ってた一三年前、当時のパーク支配人がこの土地を使わせてくれた。ただし書類上アトラクションの必要があった。以来、ここに隠かくれ住んでいるもぐ。はい三行」

　本当に三行でまとめたので、西也以外の全員が『おおーっ』と拍はく手しゆした。

「いやいや、待て待て！　そんな説明で納なつ得とくできるのか、おまえら!?」

「三行でまとめるように言ったのは君だろん？」

「実に分かりやすいふも」

「もしかして可児江くん、馬ば鹿かなんだみー？」

　なぜここで俺が馬鹿扱あつかい？

　抗こう議ぎしようとした西也を、いすずが横から押しとどめた。手にはタブレットＰＣ。自前のクラウドデータから、あれこれ調べていたようだ。

「いま過去の資料を検けん索さくしてたんだけど……やっぱり本当みたいだわ。当時の支配人が数人の担当者と共きよう謀ぼうして、彼らモグート族に便べん宜ぎを図はかったようね。不ふ審しんな資金の流れもあったみたいだし……」

「つまり、『ボツになったアトラクション』が実在していて、そのアトラクションにパークの資金が使われていたというのか!?　まったく客ゲストを収容していなかったのに!?」

「……そのあたりどうなのかしら、タラモさん？」

　いすずに水を向けられ、タラモはうつむいた。

「確かに当時、ここの建設資金としてまとまったお金はいただいたもぐ……。でもその後はオイラたち、パークから一円ももらってないもぐ。まあ電気や水はこっそり引いてたけど……それだってささやかな量だもぐ。ほかの生活費・運営費は、オイラたちの自前の資産を切り崩くずしてやってきたもぐ」

　するとマカロンとティラミーが色めき立った。

「待つろん！　資産を切り崩したって、それはつまり……」

　タラモがこくりとうなずいた。

「この大広間には、たっぷりと財宝があったんだけど……もうほとんど残っていないもぐ」

「使い切っちゃったんだみー!?」

　なにしろ十数年、何十人というモグート族を養ってきたのだ。普ふ通つうに考えれば億単位、いや一〇億以上の資金を浪ろう費ひしてきたことは想像に難かたくない。

　やはり地下迷めい宮きゆうの財宝など、あてにならなかったようだ。

「さすがに懐ふところがさびしくなったので、数年前からはみんなでバイトをしてきたもぐ。コンビニとかファミレスとか、夜の道路工事とか……」

　なんだかわびしい話である。

「というか、外に出かけたりしてたのか」

「よく出るよ。秘密の裏口ならパークのあちこちにあるもぐ」

「ううむ……」

　ふと、タラモは遠くを見た。

「オイラたちは、ここでひっそり暮らしたいもぐ。できれば見なかったことにして、そっとしておいてほしいもぐ」

「…………」

「当時の支配人さんは温情あふれる人だったもぐ。かつてポリーティア王国の宮きゆう殿でんに呼ばれ、秘密の脱だつ出しゆつ路を造らされたオイラたちは、口くち封ふうじのために生き埋うめにされたもぐ。だが、地下でくすぶっているような俺たちじゃあない」

「特とつ攻こう野や郎ろう？」

「よく知ってるね！　……それはともかく、オイラたちは穴を掘ほって逃にげたもぐ。でも、どこに行っても追っ手はかかる。途と方ほうにくれていたオイラたちを、支配人さんが助けてくれたもぐ。この土地にかくまってくれたもぐ！」

　タラモのつぶらな瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。見れば他のモグート族も、『支配人さん』の恩を思い出し涙にむせんでいる。

「お願いだもぐ！　支配人代行さん！　このままオイラたちを見み逃のがして！」

「かわいそうだみー。大目に見てあげようみー」

《わたしからもお願いします。ね、この通り》

　全員の視線が西也に集中する。彼らの期待する返事はただ一つ、『いいだろう、見逃してやる』という言葉だけだった。

「おい千斗。もしかして、その『支配人さん』というのは……」

「……ええ。そうよ」

　続いてモッフルを見る。モッフルは真ま面じ目めな顔で、こくりとうなずいた。

「そうか……」

　おおむね事情はわかった。その上であれこれ考えなければならない。

　頭の中で計算する。情は抜ぬきにして、フル回転。

　出てきた答えは──

「だめだ」

　たちまちほとんど全員が『ええ～～～～っ!?』と叫さけんだ。

「どうしてだみー!?」

「いくらなんでも薄はく情じようだもぐ！」

「理由を聞かせてほしいろん！」

　あれこれ詰つめ寄る連中を遠ざけ、西也は繰くり返した。

「ええい、とにかく、だめだだめだ！　理由は──」

　西也は時計を見た。もう時間がない。さっさと事務棟とうビルに戻もどらなければ──

「あー、説明はあとだ！　とにかく出口に案内しろ！」

　赤せき竜りゆうルブルムが、西也たちを行かせまいと立ちふさがった。

《そ、そうはさせませんよ！　我々の居場所を保障してくれるまでは、あなたがたを帰すわけには──》

「モッフル！」

「もっふ」

　モッフルが前に出る。彼の一睨にらみで、ルブルムは涙目で引き下がった。

《な、なにもそんな怖こわい顔しなくたって……。いまのはわたしの必死さをアピールしたかっただけなんです。本気じゃないんです。ですから、ですから、もうぶたないで──》

「いいからここで首を洗ってろ！　モッフル、お前が見張ってるんだ、いいな!?」

「んー。なんかパシリにされてるみたいでムカつくけど……わかったふも」

　なにか事情があることは察したのだろう。モッフルは渋しぶ々しぶうなずいた。

「じゃあ行くぞ！　まったく……遅ち刻こくしたら大問題だ……」

　いすずを従え、西也はその場から駆かけ去った。
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　まったく、どうして広報部の自分がこんなしんどい仕事までやらなければならないのか。

　会議室に居並ぶスーツ姿の男たちを前にして、トリケンは胸中でため息をついていた。ララパッチのお守りをつけているので、彼らから見れば自分は地上人と変わらないはずだったが、だからといってくつろげるわけもない。

　左から順に、不動産会社の部長と支店長、大手銀行の支店長、甘城企き画かくの新担当者と取締役、第三者機関からの司法書士。この面子メンツだけでも緊きん張ちようするのに、そのさらに右側にはモルマート・ストアーズの重役や担当者たちがずらっと並んでいる。

　モルマート・ストアーズ社！　だれでも聞いたことがあるアメリカ最大手の総合スーパーである。全世界での総売上高はなんと三〇兆円！

　このモルマートの日本法人との契けい約やく交こう渉しようが、いま行われようとしているのだった。

　可児江西也と千斗いすず、それからアーシェたちが前からこそこそ、あちこち出かけたりメールしたりで何かを進めているのはトリケンも知っていたのだが、それがこの一件だったとは。

　どんな魔ま法ほうを使ったのかは知らないが、スケールが大きすぎる。こんなひなびた遊園地に、世界的大企き業ぎようがやってくるなんて！

　なんてことをしてくれたのか、あの若者たちは!?

（信じられません。無茶苦茶です。私にそんな交こう渉しよう、できるわけがありません！　偉えらい人だらけじゃないですか!?　だいたい私は国文卒でして、英語とか無理です！　このトリケン、胃痛で思わず前かがみです！）

　けさ、会議に列席するよう言われたトリケンは、西也にそう抗議した。

（高校生の俺が代表者として出るわけに行かないだろう。だからおまえを副社長待たい遇ぐうにしたんだ。とりあえずヘラヘラして当たり障りのない態度でいればいい。あとは秘書のふりした俺と千斗でどうにかする）

　そう言われては、断るわけにもいかなかった。

　会議は一六時からの予定だったが、すでに一〇分が過ぎている。最初の名めい刺し交こう換かんマラソン（これがまた異様に緊張する）だけでトリケンは消しよう耗もうしきってしまい、いまや愛あい想そ笑いを浮うかべて明日の天気を話題にするくらいしかできていない。

　来訪者たちは、そろいもそろって不ふ機き嫌げん顔だ。なぜ自分がこんな席にいなければならないのか、いまいち分かっていない様子の者すらいる。

「……えー。明日は低気圧の影えい響きようで、東日本を中心に雨模様になりそうですね。朝はどんよりした曇くもり空ですが、昼過ぎから八〇パーセント以上の降水確率になっています。お出かけの方は傘かさをお忘れなく。……続いて気温です。穏おだやかな気候だった今日に比べますと、明日は平均で八度近く気温が下がり、三月中ちゆう旬じゆん並みの冷え込みが──」

「いい加減にしてもらえないかね、取とり手でさん」

　えんえんと天気の話題を続けていたトリケンを遮さえぎって、甘城企画の社長が言った。ちなみに『取手』はトリケンの日本名である。

　甘城企画の社長は七〇前の爺じいさんだった。ブルドッグみたいな落ち窪くぼんだ目に、伸のばし放題のボサボサ眉まゆ毛げ。元は国土交通省の官かん僚りようで、いまは甘城企画の社長に納まっている。

　昔から、甘城企画はこのパークを厄やつ介かい物ものとして敵視している。

　この社長もパークをゴルフ場にしてしまいたいと思っている一人だが、積極的にこちらを潰つぶしにくる様子は今のところない。週に何度か事務所に顔を出し、茶をすすりながらＰＣ麻雀マージヤンで遊んでいるだけでもらえる数千万の『役員報ほう酬しゆう』さえ確保できればいいらしく、甘城ブリリアントパークは放ほうっておけば今年度中に潰れると考えているのだろう。

　要するに、日本中に掃はいて捨てるほどいる天下り役員の一人である。

　そのボサボサ眉毛の老害ブルドッグがうんざりしたように言った。

「そちらさんのたってのお願いで、こうして集まっているわけでね。それがあんた、さっきから天気の話しかしてないでしょう。いい加減、本題に入りませんか」

「ええ、はい。ご指し摘てきはごもっともです。ですが資料の方がですね、ちょっとまだ届いていないようでして……あの、支配人代行……ではなく、秘書がですね、もうすぐ持ってくるはずなんですが……」

　肝かん心じんの可児江西也が現れていない。

　会議の前から、何度も電話したのだが、まるでつながらなかった。千斗いすずにもだ。今朝は執しつ務む室で仕事をしていたのに、いったいどこに雲くも隠がくれしたのか。

　同席したアーシェに視線を送って助けを求めるが、彼女は肩かたをすくめるばかりだった。

「資料なら後でもいいでしょう。これほど大きな話です。世間話はこれくらいにしていただけませんかね？」

「は、はい……！　で、では……この遊園地の魅み力りよくについてですね？　まず皆みな様さまにじっくりとご説明を──」

「いや、そういう話もいいから。魅力なんてないだろう」

「そうおっしゃらずに！　本当にいい園なんですよ？」

「取手さん……我々をおちょくっているのかね？」

「え……決して、そのような、あの、あの……」

　他の一同の顔も、もはや苛いら立だちを通り越こして冷え切っている。トリケンの頭は真っ白になった。こうなったらヤケクソで好みのアイドルの話でもしてやろうか──そう思った矢先に、会議室の扉とびらが手て荒あらに開かれた。

「遅おそくなりました！」

　可児江西也と千斗いすずが入ってきた。二人ともスーツ姿で肩で息して、小こ脇わきに書類とタブレットＰＣを抱かかえている。

「申し訳ありません、取手副社長。こちらがご用命の資料です。どうぞご確認ください」

　二人でトリケンを挟はさむように腰こしかけ、ファイルを押し付けてくる。

「あー、うむ。いや君、困るんだよ。皆みなさんをお待たせしてしまったぞ？　さて……ふむふむ」

　大義そうにふんぞり返って、西也が渡わたしてきたファイルを開く。中身はほとんど空っぽで、スーパーのチラシが何枚か挟んであるだけだった。

　これでどうしろと!?

　抗こう議ぎしようとしたトリケンの口をふさいで、西也が各社のお歴々に柔やわらかな微び笑しようを向けた。
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「皆様、大変お待たせいたしました。もし差し支つかえなければ、細部については取手に代わり、私からご確かく認にんをさせていただきたいのですが……よろしいでしょうか？」

　様子を見守っていた一同は、不承不承うなずいた。とりあえずは話を聞いてくれるつもりのようだ。

　妙みようなのは、この場のだれもが西也と初対面ではないように見えることだった。西也もいすずも自己紹しよう介かいをする素そ振ぶりさえ見せていない。

　いったいこれは？　大だい丈じよう夫ぶなんでしょうな、可児江さん!?

「ありがとうございます。では……『甘城ブリリアントパーク、第二パーク敷しき地ちの売ばい却きやくについての最終交渉』を始めさせていただきます」

　驚おどろきのあまり叫び声をあげそうになったトリケンの口を、今度はいすずが横からふさいだ。




『交渉』とはいうものの、ここ数週間の根回しと裏工作のおかげで、会議は契約内容の最終的な確認に終始した。

　甘城企画は抵てい抗こうし続けたものの、モルマート・ストアーズはこの商談に乗り気だった。

　北米最大の総合スーパーであるこの企業は、以前に日本市場への進出で手痛い失敗を経験していたが、もうすぐ締てい結けつされる新しい貿易協定を見み越こして、ふたたび日本市場に参入する機会をうかがっていた。

　今度の進出では、ブランド品を含ふくめ様々な店てん舗ぽを内包した巨きよ大だいなショッピングモールを建設する計画で、そのための広大な敷地を必要としていたのだ。

（それはわかったけど……なぜそんな計画をあなたが知っているの？）

　三週間前、西也が敷地売却の考えを話したとき、いすずは当然の疑問を口にした。支配人代行なんかをやっているとはいえ、西也はあくまで高校生である。財界やら何やらにコネなんぞがあるわけもない。

（最初はモルマート狙ねらいではなかった）

　と、西也は彼女に説明した。

（どこでも良かったんだ、第二パークの土地を買ってくれるところなら。最悪の場合、甘城企画の希望通りにゴルフ場にしてしまうのもやむをえなかった。ただし可能ならば、もっと条件のいい、できればたくさん人を集められる施し設せつに来て欲しかった。それであちこち当たってみたのだ）

　それこそ行き当たりばったりだったそうだ。最初は大手のディスカウント家具店。わざわざ都内の本社に出向いて、受うけ付つけ嬢じように声をかけるところからスタートした。そこから会社の係長、課長、部長、取とり締しまり役やくとステップアップで話をして、土地の売却が可能かどうか探さぐりを入れた。

（例の魔法を使ったの？）

（もちろんだ。話術だけではどうにもならん。まず受付嬢の不ふ倫りん相手を見ぬいて、その相手の係長に取り次いでもらって、その係長も同じネタでゆすって課長に紹介してもらい、その課長がインサイダー取引で小金を稼かせいだ過去を引き出してさらに部長へ。その部長がＳＭクラブの会員だと読み取るのには苦労したが──）

（わかったわ……。とにかく、脅おどしまくって上まで行ったのね）

　西也の行動力とふてぶてしさに、いすずは呆あきれてしまった。思えば彼が魔法を授さずかった翌日に、自分の心を読ませておいたのはやはり正解だった。そうでなければ心配で一いつ緒しよに仕事などできない。

（脅すなどとは、人聞きの悪い。あくまで弱みをちらつかせて、協力を求めただけだ）

（世間ではそれを脅きよう迫はくというのよ）

（……まあいい。ともあれ、いくら個人の弱みを握にぎったからといって、大会社の重要な決定まで左右させるのは無理だ。最初に行った家具販はん売ばいの会社は、新店舗を出す気がまったくないことがわかったので諦あきらめた）

　諦めたものの、なぜか西也はその会社の社長から気に入られて、近所の定食屋で生しよう姜が焼き定食をおごられたそうな。

（話のわかる人で良かったわね……）

（まあな。『大学出たらうちに来い』とか言われた。そんな調子で何社も何社も……。魔法のタイミングをミスって、思うように取り次いでもらえなかったケースも少なくなかったし……。就活で苦戦してる学生の気分が味わえたぞ）

（それで？）

（あちこち歩きまわってから、国内最大手のショッピングモールの会社に行った。ほら、地方だと必ず一店舗はある──）

（ああ、あそこね）

（その会社も不景気で、新店舗の予定はなかった。それどころか規模を縮小する計画まであるくらいで……）

　ところがその面談の途と中ちゆうで、応対した担当者が西也をどこかのライバル企業の回し者ではないかと疑っていることに気づいたのだという。

（そのライバル会社が、モルマートの日本法人だったの？）

（うむ。あちらの業界では、モルマートが再進出を目論んでいるともっぱらの噂うわさだったのだ。いいことを知ったので、さっそく次は新宿に本社のあるモルマートに行った）

　あとはどうにかなったらしい。

　モルマートは東京郊こう外がいにちょうどいい土地がないか探しているところだった。いくつか候補地はあるものの、どれも難点を抱えていた。価格が高すぎたり、交通の便が悪かったり、都心から遠すぎたり、周辺の商店街から猛もう反はん発ぱつを受けそうだったり。

（一方、甘ブリうちはダメ遊園地だと言われているが、実は立地は悪くない。電車とバスで新宿から一時間以内。クルマだと高速のインターから降りてわずか一〇分。周辺は未開発の丘きゆう陵りよう地帯で、住宅地も商店街もない。大型のショッピングモールを建設するなら、むしろ理想的なくらいの土地だ）

　そういうわけで、話のわかる相手に身分を明かして、リーズナブルな価格での土地提供を申し出た。

　もちろん、すんなりと話が進んだわけではない。話がうますぎるので疑われたし、価格の予備交こう渉しようでもずいぶんと足もとを見られた。心を読む魔ま法ほうは一人につき一度きりしか使えないので、そのタイミングも難しかった。

（ともあれ、商談はまとまりつつある。あとは甘城企き画かくだ）

　甘城企画は、このパークの大株主で発言力も強い。さらにはパークの閉へい鎖さを望んでいる。第二パークの土地売却など、どうやって認めさせるのか？

　その疑問をいすずが指摘すると、西也は肩をすくめた。

（認めるさ。売却が成立すれば、連中にも相当なカネが入る。甘城企画の財政事情もかなり苦しいはずだからな）

（あの栗くり栖す隆たか也やがまだいたら、絶対に認めさせなかったでしょうね）

　いすずたちをチクチクといびっていた甘城企画の栗栖隆也は、西也の前で『正体』を現した翌日から忽こつ然ぜんと姿を消してしまっていた。意図するところは分からないが、おかげでいまの甘城企画には有能な社員がいない。つまり積極的にこちらを潰つぶすことができないというわけだ。

　要するに、この売却話は軌き道どうに乗りかけている。いすずの手伝いで細かな処理をがんばれば、おそらくは実現するだろう。

（でも……いいの？）

　夜の執務室で細かい話を詰つめてから、いすずは西也にたずねた。

（確かに使っていないけど、第二パークも甘ブリうちの一部よ。しかも売却する中には、先月わたしたちを救ってくれたスタジアムまで入っているわ。それを……）

　それ以上、いすずにはうまく言えなかった。

（気になるか。最終交渉が済んだら、締結の前にキャストには説明するつもりだ。それで納なつ得とくしてくれなければ……打つ手はないな）

　西也の判断は間ま違ちがっていない。それどころか、こんな願ってもない話を実現まで持っていった手しゆ腕わんはすさまじい。だが、第二パークは現在稼か働どう中の本パーク敷地と同じくらいの広大な土地なのだ。パークとしては半身を失うのにも等しいのではないか。

（『いつか経営が立ち直ったら、いずれは第二パークにもアトラクションを拡張して、日本一のテーマパークを作っていきたい』……そう漠ばく然ぜんと思っているキャストも多いわ。この売却話は、彼らから希望を奪うばうことにならない？）

　特にモッフルなどは、『勝手なことを！　許さないふも！』だのと激げつ昂こうして、有う無むをいわさず殴なぐりかかってきそうだ。なので、彼にも売却の件は話していない。

（第二パークに拡張か。あいにくだが、そんなことは未来永えい劫ごう起こらないぞ）

　西也はばっさりと切り捨てた。

（その前にパークが潰れるだけだ。何度も言っているだろう。溺おぼれかけた人間が、つかまる岸の心配なんかしてられんのだ）

（それはそうだけど……）

（アトラクションが拡張できなくて困るなんて贅ぜい沢たくな未来は、絶対にやってこない。絶対にだ）

（そうかも……しれないわね）

（それにもし、このパークが来年か再来年まで生き延びることができれば、その時こそこの売却話が活きてくる。考えてもみろ。巨大ショッピングモールが隣となりにオープンするんだぞ？）

　相乗効果。買い物目当てで訪おとずれたファミリー客が、ついでにパークに足を運んでくれる。またはその逆で、パークで遊んで一段落したゲストが、ショッピングモールに足を運ぶ。これは強力だ。モルマート側にとっても悪い話ではない。

（そうなったら……そう、もしそこまでこぎつけたら、このパークの寿じゆ命みようは大きく延びる。俺がいなくなっても、当分は安心なくらいにな。だから、クヨクヨするな）




　　　　●




　最終交渉が終わり、翌週明けに正式な契けい約やく締結が行われることになった。

　気難しい顔のお偉えらいさんたちを前にしても、飄ひよう々ひようとよどみなく議事を進める西也に、トリケンやアーシェはえらく驚いている様子だった。

　ずいぶん昔の子役時代、偏へん屈くつな演出家やプロデューサーたちの居並ぶオーディションに何度も出た。ヘマをやったら母親に厳しくなじられ、叩たたかれる。あの時の緊きん張ちよう感に比べたら、あれしきの会議など気楽なものだった。

　唯ゆい一いつの懸け念ねんだった甘城企画も、この商談を承しよう諾だくした。

　もっとも、彼らの譲じよう歩ほを引き出すために、パークはまた新たな難問を抱かかえてしまった。パークに求められる年間動員数の大おお幅はばな増加だ。これがまたひどい条件だったのだが──そこは受け入れるしかなかった。




　その晩、閉園時間も近づいたころ、西也はパーク中央にそびえるメープル城の空中庭園に向かった。

　ゴールデン・ウィークも近い季節だ。庭園には穏おだやかな風が吹き、様々な花々が咲さき乱れていた。

「お待ちしておりました、可児江さま」

　いつものガーデン・テーブルにティーセットを用意して、ラティファ・フルーランザが彼を待っていた。

「ああ……うん」

「お疲つかれでしょう。きょうはいいお茶っ葉が手に入ったんです。ぜひ試ためしていってください」

「ん……じゃあ、いただこうか……な」

　ラティファが前年度までの記き憶おくを失って以来、彼女とのやりとりはどうにもぎこちなかった。決して無礼でもよそよそしくもないのだが、やはり彼女は、彼の知っているラティファではなかった。

　彼との約束も知らないし、彼が高所恐きよう怖ふ症しようなことも知らない。なぜ彼が支配人代行などといった厄やつ介かいな仕事を引き受けたのかも、もちろん知らないはずだった。

「土の香かおりがしますね」

　小鼻をすこし動かして、ラティファが言った。

「土木作業か何かですか？　きょうはいい陽気でしたから、きっと暑かったでしょうね」

「ん……まあ、そんなようなものだ。ヒヤッとすることの方が多かったが」

　冗じよう談だんめかして言うと、彼女はくすりと笑ってから、そっと西也の胸むな元もとに顔を寄せた。

「な、なんだ？」

「いすずさんの匂においもします。彼女が愛用しているシャンプーの香り……」

「え？　いや、そんなはずは……え？」

　心当たりは確かにあった。迷めい宮きゆうでのドタバタのあと、大急ぎで事務棟とうビルに戻もどってスーツに着き替がえ、会議室に向かう途中のエレベーターでのことだ。同じく着替えて合流したいすずが、西也のネクタイを『曲がっている』と言って直してくれた。その時に彼女の前まえ髪がみが、彼の頰ほおやあごをくすぐりまくって、なんとも落ち着かない気分になった。

「あー、これは。ちがうんだ。あいつが俺の世話を焼いて……その、若じやつ干かん、体の一部が接せつ触しよくしただけであって、決してやましいことでは……」

「ふふっ。……冗談です。可児江さまの秘書ですからね。香りくらい付くでしょうし」

「……あ、ああ」

　息苦しい気分になって、西也は自分のネクタイをゆるめた。

　それにしても恐おそろしい嗅きゆう覚かくだ。何時間も前に、ちょっと触さわっただけなのに。今度から匂いには気をつけよう。

「でも、いつも一いつ緒しよにいられる彼女がうらやましいです」

「そ……そうか？」

「ええ。とても」

　今度は冗談とも本気ともつかない様子だった。

　さて、この発言をどう受け止めるべきか。あくまで社交辞令なのか、自分をからかっているのか、それともわりとマジなのか。

（まったくわからん……）

　ついさっきまで、いかつい大人を向こうに回して、堂々と大きな商談を進めてたのに。どうしてこの少女の前では、こうもペースが狂くるってしまうのだろうか。

　高鳴る胸の鼓こ動どうまで聞かれてしまうのではないかと心配になっていると、ラティファはごく自然な仕草で彼から離はなれた。

「交渉の方はいかがでしたか？」

「え？」

「第二パークの件で、大事な交渉があったのでしょう？」

　第二パークの売ばい却きやくについては、すでにラティファから承諾を得ていた。さすがに寂さびしそうではあったが、彼女にとっては土地よりも従業員キヤストの生活の方がずっと大事だ。事情を説明されて『いやだ』と言うわけもなかった。

「ああ、その件か……。とりあえず、このまま契約がまとまりそうだ」

「なによりです」

「ただ……年間の動員数が厳しくなった。尻しりについた火がますます大きくなったな」

「でも、これで当面はお金の心配をしなくていいんですね？」

「しばらくは。それで……きょう、交渉の前に第二パークをちょっと調査したんだ」

「はい」

「そうしたら……なんだ。変なものが出土したというか……。また厄介な案件が生まれたというか……」

「？」

　言うまでもなく、モグート族と地下迷宮の件だ。

　十数年前、どこかの国を追われて行き場を失っていたモグート族を助け、秘ひ密みつ裏りに彼らに敷しき地ちを提供した支配人というのは、ほかでもないラティファのことだ。ところが彼女は呪のろいのせいで、当時の記憶をすべて失っている。彼女にどう説明したらいいのか、すぐにはうまい言葉が見つからなかった。

「なんでしょう？　わたしに言いづらいことでも？」

「んー……ええと、だな。仮にだ、ラティファ。君が……どこかのアパートの大家だったとしよう」

「はあ……」

「それで、そのアパートにどこかの国から来た難民を住まわせていて……やむなき事情からそいつらを追い出さなきゃならなくなったとして……。ああ、そのアパートが老ろう朽きゆう化してて取り壊こわさなきゃならないとか、そんな理由だ。えーと、それで……」

「あの、よくわからないんですけど……」

　ええい、まだるっこしい。

「いや、やっぱりちゃんと話そう。つまり、こういうことだ──」

　変なたとえ話はやめて、西也はすべての事情を話した。

　ラティファは行ぎよう儀ぎよく、適度な相あい槌づちを打ちながら、彼の話を最後まで聞いた。

「つまり──ずっと昔のわたしが、そのモグート族さんたちを匿かくまったのですね？」

「そういうことになる」

「そしてあなたはきょう、彼らを追い出すことに決めたと。そういうお話でよろしいのでしょうか」

「その通りだ」

　たとえ話で『難民』と言ったが、まさしく彼らは難民だ。魔ま法ほうの国とやらに、どんな国際問題があるのかは知らない。しかしあのモグート族が行き場を失って困っていることは事実だった。その住みかを潰つぶして売り払はらうことになるのだ。

　だがラティファは、彼を責めたりなどしなかった。

「ごめんなさい……」

　うつむき、ぽつりとつぶやく。波打つブロンドの髪かみがはらりとたれて、彼女の横顔はよく見えなかった。

「きっと辛つらい決断だったと思います。わたしの無責任な行こう為いで、可児江さまを困らせてしまいました……」

「い、いや。それほど辛かったわけでは。第一、いまの君が悪いわけではないだろう」

「いいえ、たとえ記憶がなくっても、決めたのはわたしのはずです。モグート族という方々のことは知りませんけど、きっと情にほだされ、安易にも問題を先送りしたのでしょう。あってはならないことです。どうお詫わびしていいのか……」

　毅き然ぜんとしながらも、彼女は動どう揺ようを隠かくしきれていなかった。

　西也が無言でいると、彼女はその沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのか、ためらいながら、途と切ぎれ途切れに、自分の気持ちをつぶやきはじめた。

「……たぶん……例年のことなんでしょうけど、わたしは……自分が何者なのか分からなくなります。……王家の者として相応ふさわしいふるまいをしようと努めているのに、いつも弱くて……愚おろかな自分の影かげに怯おびえています。過去になにか、許されない失敗をしているのかもしれないと……。そう……去年のわたしは、あなたにひどい仕打ちをしたかもしれません」

「いや、それはない。ないぞ。大だい丈じよう夫ぶだ」

「ありがとうございます。でも……そんな思いがどうしても……頭から離れないんです。それが怖こわくて……」

　覚えていないことの怖さなど、西也には想像もつかなかった。モッフルたちのような大酒飲みなら、すこしは分かるかもしれない。だが、深酒で記憶を失うのはわずか一晩だ。さすがに一年は──しんどいだろう。

「だから……こんな話が……モグート族さんのような話があると、過去のわたしに腹が立って仕方がないんです。こんなのはわたしではない。いまのわたしなら、もっとうまく、立派に立ちまわってみせたはず。ええ、そんなはずはないんでしょうけど、そう信じたくなる自分がみじめで……とにかく、自分に苛いら立だつんです。許せないんです」

　西也にはかける言葉もなかった。

　いつも穏やかで微び笑しようを絶やさない、健けな気げな少女。そうだとばかり思っていたのに、こんな葛かつ藤とうを抱えていたとは、思いもしていなかった。

　そもそも三月に会った彼女といまの彼女は、やはり別人と考えるべきなのだろうか？

　なんともいえなかった。

　確かなのは、彼女が苦しんでいるという事実だけだ。

　いれたばかりのお茶から、湯気がたたなくなってくるくらいまで、二人は無言でその場に座っていた。

「とにかく……責任を取らなくてはいけません。とはいえ、どうすればその責任が取れるのか……それすらわたしにはわかりません……」

「あー、その、なんだ」

　意気消しよう沈ちんしたラティファに、西也は無理して明るい声で言った。

「し……心配するな。俺がなんとかするから。社員食堂か倉庫か……寝ね起おきするくらいの場所ならあるし」

「ですが、彼らは追われる身なんでしょう？　もう匿うこともできません」

「それは……うーん……」

　魔法の国の国際問題なんぞは知らないが、いろいろあるのだろう。モグート族を生き埋うめにしようとした某なにがしという国がこれを知り、彼らの引き渡わたしを要求してきたらどうなるのか？　どこかの魔法のゲート的なものが開かれて、敵軍がこのパークに攻せめてくるのだろうか？　そちらの常識がまったくわからない西也には、見当もつかない話だった。

「それなら心配いらないふも」

　見ると、テラスの下にモッフルがいた。モグート族たちの見張りをしていたはずなのに、勝手に持ち場を離れた様子だ。

「い、いつからそこにいた？」

「二人でむっつり黙だまってるところから。なにをお通つ夜やみたいにしてるふも」

「ど、どうでもいいだろう。見張りはどうした？」

「穴ぐらの中で退たい屈くつだったから、連れてきたふも。……おーい、みんな入っといでー」

　すると空中庭園の入り口から、モグート族の団体さんがぞろぞろと入ってきた。物もの珍めずらしげに周囲を見回し、草花をつついたり、石だたみの具合をチェックしたりしている。

「もぐもぐ……なかなか趣しゆ味みのいい庭園もぐ」

「うーん、でもタイル貼はりの業者はイマイチの腕うでもぐ……」

「壁かべのモルタルはいい仕事もぐね」

　西也は血相を変えた。

「おい、勝手に全員連れてくるな！　キャストにも秘密だった連中なんだぞ!?」

「そう言われても、もう遅おそいふも」

「ああっ、くそっ……！　ちょうどこいつらの処しよ遇ぐうで悩なやんでたっていうのに……って、なんかバサバサうるさいな……おおっ!?」

　空からバッサバッサと大きな羽音。赤せき竜りゆうルブルムが夜空を羽ばたいて、ゆっくりと庭園に降りてくる。

《すいません。従業員用の通路はさすがに通れなくて……。まあ、大丈夫ですよね？》

「ぜんぜん大丈夫じゃない！　その図ずう体たいで都道を越こえて飛んできたのか？　一いつ般ぱん市民から目もく撃げきされまくりではないか！」

《そんな……ずっと引きこもってたわたしが、一念発起して久しぶりに飛んでみたんです。せめてもう少し、ねぎらいの言葉をかけてくれても……》

「うるさい！」

「まあまあ……可児江さま。おじさまの……いえモッフルさんの言う通りです。来てしまったものは仕方ありませんから……」

「うーん。それはそうだが……」

　そのとき、ラティファの存在にモグート族が気づく。彼らは小さくつぶらな目をくわっと見開き、その両りよう腕うでをわなわなと虚こ空くうにかかげた。

「支配人さん……！」

「おお……支配人さん！　お会いしたかったもぐ……！」

「あいも変わらずお美しいもぐ……！」

　モグート族は両りよう膝ひざをついて感かん涙るいにむせび、あらん限りの仕草でラティファへの敬愛の情を示した。彼女自身は困こん惑わくしている。目は見えずとも、声や物音でおおよその状じよう況きようがわかるのだろう。しかも『今年のラティファ』にとっては、モグート族は初対面である。

「あの……あの……困ります、みなさん」

「もう知らん。勝手にやらせとけ。……ん？」

　モグート族の団体さんのいちばん後ろには、『最さい後こう尾び』の旗を持ったいすずが棒立ちになっていた。会議が終わって、雑務を処理しに事務棟とうビルに残ったはずだったのに。

「千斗。こいつらをなぜ通した？　あのほら穴に待機させておけといったはずだぞ！」

「ええ。それについて、モッフルから話があるそうよ」

　旗を振ふりながらいすずが言った。

「ええい……じゃあ聞いてやる。言え」

　すまし顔で待っていたモッフルが、こほんと咳せき払ばらいした。

「あのあと、族長のタラモと話したふも。モグート族を生き埋めにしようとしたのは、ポリーティア王国だったそうだよ」

「それはもう聞いたぞ」

　その王宮の秘密の脱だつ出しゆつ路を建設したから、口くち封ふうじに消そうとした。人間の世界の歴史でもよく聞く話だ。

「ここがポイントふも。ポリーティア王国だよ。ちなみにいまはポリーティア共和国」

「？」

「あら。それはもしかして……」

　ラティファが何かに気づいた様子で、小さな指先を口もとにあてる。西也には意味がわからなかった。

「そうふも。四年くらい前に、ポリーティアでは革命が起きたんだよ。悪い王様は追放されて、いまでは平和な動物共和国ふも」

「なんだと？」

「フェイスブックが普ふ及きゆうして、その影えい響きようで革命勢力が結けつ託たくしたふも。暴動が起きて、政府軍もガタガタになって……王宮も陥かん落らくして、いまでは革命記念館ふも」

「待て。だとしたら、モグート族こいつらを付け狙ねらってる奴やつはもういないということか？」

「理り屈くつからいうとそうなるね。どうふも、タラモ？」

「肯こう定ていもぐ。ほかの国ともモメたことあるけど……とりあえずポリーティアが良ければ、ほとんど問題ないもぐ」

「なんと」

　ふってわいたような朗報だった。

「地下に潜もぐってたせいで、ぜんぜん知らなかったもぐ。四年も無む駄だに過ごしてしまって……がっくりするやらホッとするやら、複雑な気分もぐ……」

「ドルネルは地上界のネットしかつないでなかったから、知らなかったらしいふも。こういうこともあるんだねえ……」

　モッフルは腕うで組ぐみして深々とうなずいた。

　いろいろと思い悩んで損した。西也も肩かた透すかしを食って、なんとも奇き妙みような気分だった。

「よかったです」

　ラティファは心から安あん堵どしたようだった。

「本当に……よかったです。これなら、モグート族の皆みなさんも自由に過ごせますよね？」

「まあ、そうだろうが……」

　さて、こいつらの処遇をどうしたものか。このまま『お疲つかれさん。あとは勝手にどこかに行け』というのも、方針の一つではある。とはいえあの迷めい宮きゆうを去る前、西也にはひとつの考えが浮うかんでいた。

　あの迷宮のクオリティはかなりのものだった。しかも連中の言葉を信じるなら、相当な短期間で完成させたらしい。これはひょっとしたら──

「支配人さん！」

　ラティファに向かって手を突き、タラモが叫さけんだ。

「長年のご恩に感謝するもぐ！　ついてはオイラたちのアトラクションを、パークのために役立てて欲しいもぐ！」

　続いて赤竜ルブルムも懇こん願がんする。

《あの、わたしも雇やとってください。がんばってお客を怖がらせますので……》

　おお、よかった。こちらから提案する前に、連中の方からパークに身をおくことを希望してくれた。これでギャラの交こう渉しようを有利に進められる。なるべく安くこき使おう。自分と同じ時給八五〇円だ。いや、研修期間ということで六〇〇円くらいにできないかな。

「あの、可児江さま？　皆さん、こうおっしゃってますけど……」

「ああ。ええとだな……」

　後頭部を搔かきながら、西也は一歩前に出た。

「だめだ」

「ど、どうしてもぐ!?」

「あの第二パーク、売っぱらうから」

　たちまち庭園が騒そう然ぜんとなり、激げつ昂こうしたモッフルが『勝手なことを！　許さないふも！』と突とつ進しんしてきた。




　モッフルと乱らん闘とうし、いすずに止められ、ラティファにたしなめられ、座が落ち着いてから、やっと西也は事情を一同に話して聞かせた。

　筋の通った話なので、モッフルも含ふくめて一同はどうにか納なつ得とくしてくれた。

　モグート族はとりあえず社員食堂や倉庫に寝ね泊とまりしつつ、敷しき地ち内に居場所を建設することになった。図体のデカい赤竜ルブルムはキャスト用の駐ちゆう車しや場に待機。絶対に部外者に見られないよう厳命する。

　一〇年ぶりに帰ってきたドルネルは、けっきょくキャストとして復帰することになった。ただ『花の妖よう精せい』の座は現在ティラミーのものなので、当面はオンステージでの接客のみということになる。本人はひきこもり生活に未練があるようだったが。

　モッフルは第二パークの売ばい却きやくについて、まだ何か言いたそうだったが、ラティファが了りよう承しよう済みなこともあって不承不承、帰っていった。

「支配人さん、支配人さん」

　モグート族の族長タラモは、庭園からの去り際ぎわに一通の古びた便びん箋せんを取り出した。

「これ。地下に引きこもる前に、支配人さんから預かったもぐ」

「……？　はい。ど……どうも」

「たしかに渡わたしたもぐ。じゃあ、これからもよろしくね！」

　モグート族がぞろぞろと帰り、庭園はようやく静かになった。

「やれやれ……一気に従業員が五〇人増えたな」

　残った西也はため息をついた。いろいろと不安な気分のまま、いすずと一いつ緒しよに乱闘でひっくり返ったベンチや椅い子すを直す。

　ふと気付くと、ラティファが便箋を握にぎったまま、ぼんやりとたたずんでいた。

「読んでやろうか？」

「は、はい？」

「手紙だろ？　もし俺で良ければだが……。それとも千斗の方がいいか？」

「あの……ええと……」

　すこし迷ってから、ラティファは意を決したように便箋を差し出した。

「いえ。可児江さま、お読みください」

　すこし茶色くなった便箋には赤い封ふう蠟ろうが押されていた。丁てい寧ねいに封を破り、中から手紙を取り出す。

「じゃあ読むぞ。……ええと」

　文面にざっと目を通し、首を振る。

「……読めん。何語だ、これ？」

「あ、失礼しました。たぶんメープル語ですね。いすずさん、お願いできますか？」

「はい、姫ひめ殿でん下か」

　そうなるだろうと予想して、様子をうかがっていたのだろう。いすずが横から手紙を奪うばい取り、目を落とす。

「よければ……可児江さまもその場でお聞きになってください」

「いいのか？」

「はい。支配人代行をお願いしているのです。なにが書いてあるのか分からないですけど……隠かくし事はしたくありませんから」

「わかった」

「では、よろしいですか？　恐おそれながら、お読み申し上げます」

　いすずがその場で翻ほん訳やくしながら、手紙を読み上げていった。




　こんにちは。あなたがこの手紙を読んでいるということは、まだ呪のろいは解けていないのでしょう。いいえ、もしかしたらなにかの奇き跡せきで呪いが解けて、それでもこのパークの支配人を続けているのかもしれません（そうだったらいいのですけど。たぶんそうじゃないでしょうから、以後、呪いは続いている前提で書いていきます）。

　モグート族の皆さんのこと、迷めい惑わくをかけてしまってすみません。

　ですがわたしは、行き場を失った彼らを見捨てることができません。副支配人さんにお願いして、第二パークに彼らを匿かくまってもらうことにしました。わたしの立場を案じてきっと反対するでしょうから、伯お父じ上うえには秘密にしています。

　族長のタラモさんをはじめ、モグート族は穏おだやかで優しい方々です。どうか厳しい扱あつかいをしないであげてください。




　いまは三月です。

　この一年間、楽しいことがたくさんありました。一年前はみんなの前でうまく振る舞まう自信が持てなくて、とても辛つらかったことを覚えています。でも、いまは違ちがいます。わたしはパークのみんなが大好きです。

　いまのわたしは、もうすぐ彼らとお別れすることになります。だけど負けません。何度でもやり直して、同じようにみんなを愛し続けようと思っています。

　この手紙を受け取ったあなたは、みんなを、この世界を愛しているでしょうか？

　変な言葉だけど、どうかがんばって。

　大だい丈じよう夫ぶです。だって、あなたはわたしなんですから。




　いすずが手紙を読み終えると、微び風ふうに揺ゆれる草花の音だけが残った。

「その……大丈夫か？」

　西也が案じると、ほとんど聞き取れないくらいの声で、ラティファがつぶやいた。

「……ずるいです」

「…………」

「わたしなのに、わたしより強いなんて。そんなの……」

　彼女は西也たちに背を向け、テラスの欄らん干かんにもたれるようにして、小刻みに肩かたを震ふるわせた。

「わたし……こんな風になれると思いますか？　足がすくむような暗くら闇やみの中で──こんな風に、未来の自分を励はげませるような人に……」

　いすずは何も言えないようだった。ただ悲しそうな目で、静かにラティファの小さな後ろ姿を見つめている。

「なあ、ラティファ……」

　西也は一歩前に出た。

「厳しい言葉と、優やさしい言葉、どちらがいい？」

「それは……厳しい言葉で……いえ、優しい方でお願いします。すみません。ちょっといま……厳しいのは……無理です」

「じゃあ優しく言ってみるが……なれるさ。当たり前だろう」

　それだけ言ってすましていると、彼女は小首をかしげた。

「それだけですか？」

「ああ」

「……ちなみに厳しい方だと、どんなお言葉のつもりだったんでしょうか？」

「『なれるさ。当たり前のことをクヨクヨ考えるな、馬ば鹿か』だ」

「それだけですか？」

「それだけだ」

　彼女はしばらくぽかんとしてから、くすりと笑った。

「可児江さまは面おも白しろいお方ですね」

「そうか？」

「でも、ご自分の恋こい人びとにはそういう言い方はやめた方がいいですよ？　ちょっとデリカシーがなさすぎだと思います」
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「ふん……悪かったな」

　まあ恋人などいないのだが。いや待て、だとしてもいまの言葉にはもっと深い意味があるのでは？

　いすずは何ともいえない複雑な表情で、じっとこちらを見ている。どんな顔をしたらいいのかわからなかったので、西也はむっつりしたまま肩をすくめて見せた。

「すこし気分が楽になりました。可児江さま、ありがとうございます」

　軽くのびをして、ラティファが言った。

　その声は、さっきよりもすこしだけ弾はずんでいた。







　四月の活動報告その一（モッフルの場合）







　モッフルが『アトラクションのリニューアルをする』といってきたので、西也はその改装作業を見にいくことにした。

　アトラクションとは、言うまでもなく『モッフルのお菓か子しハウス』のことである。水みず鉄でつ砲ぽう型のレーザー・ポインタで標的のいたずらネズミを撃うちまくって、そのポイントを競きそうという内容だ。いいスコアを出したゲストは、賞品をもらったり、モッフルと記念撮さつ影えいができたりする。

　パークの微び妙みようなアトラクションの中では、まあ、ほどほどに人気があるといってよい。

「……とはいえ、このお菓子ハウスも建造されてから十数年ふも」

　西也を出で迎むかえて、モッフルは言った。作業着姿に安全ヘルメット。腰こしには工具類をごてごてとぶら下げている。

　後ろではレンチくんほか裏方スタッフが改装作業中。なんだかんだで採用になった安あ達だち映えい子こさんも手伝いに奔ほん走そうしている。いまだに彼女の芸名は知らない。いすずは何かを知っている様子だったが、なにも教えてくれないのだ。

「そろそろコンセプトを現代風にする必要があると思ってたふも。まあ、あれだよ。いつまでも良い子向けに『いたずらネズミを撃げき退たいしてね！』では、新しい世代が入ってこないふも」

「ふむ……。それはわかるが、どうリニューアルするというのだ？　言っておくが、そんなに予算は回せんぞ？」

　第二パークの売ばい却きやくで最低限の資金は確保したが、さりとて安心はできないのが現状だ。アトラクションの全面改築など、そう簡単に認めるわけにはいかない。

「わかってるふも。アトラクションのシステムそのものは変えないよ。お菓子ハウスはもともとゲーム性が高いことで評判だったんだし。そこで、若じやつ干かんのマイナーチェンジで対応することにしたふも」

「ほほう」

「まず、ゲストが使う水鉄砲を変えてみたふも。はい、これ試作品」

　そう言ってモッフルが新しいレーザー・ポインタを渡してきた。

　それは水鉄砲ではなく、拳けん銃じゆうだった。

　ずしりと重く、角張ったシルエット。表面は黒光りするメタルフィニッシュ。ていねいに仕上げられたスライド部分には『ＳＩＧ ＳＡＵＥＲ』の刻印。

「なんだ、これは」

「Ｐ２２６だよ。可能な限り金属パーツを使用したふも。電動式でスライドが前後するようになってて、しかも！　エジェクション・ポートを覗のぞくとフィーディング・ランプが見えるようにしたふも。バッテリーはマガジンに内蔵。ちゃんとキャッチャーを押すと取り出せるよ。デコッキング・レバーでオン・オフを切り替かえられる仕組みになってて、ムード満点だふも」

　マニア用語の羅ら列れつに、西也はげんなりする。

「…………」

「ゲームでポイントを重ねると、さらに強力な武器がゲストに支給されるよ。ショットガン、サブマシンガン、アサルトライフル。一万ポイントになったら、ガトリング砲ほう（銃じゆう）が使えるふも」

　モッフルは得意げに試作途と中ちゆうの銃を並べてみせた。ごとり、と重たい音がする。どれも威い圧あつ的でごっつい容よう貌ぼうだ。ほかにも色々、妙みような長物やらラグビーボール大の装置やら。

「これはなんだ？」

「対戦車ミサイルふも。あとこれはスナイパー・ライフル。一キロ先の敵でも仕留めるふも」

「これは？」

「中性子爆ばく弾だん。自決用だよ」

　こいつはゲストを何と戦わせるつもりなんだ？

「……いたずらネズミを懲こらしめるためのアイテムにはまったく見えないのだが」

「うん。だから敵も工夫したふも」

　モッフルに『ついて来い』といわれて、西也はお菓子ハウスの奥に入った。ネズミが出現する厨ちゆう房ぼうの一室だ。前に西也が来たときには、メルヘン調の鍋なべやかまど、果くだ物ものかごなどから、『チュウチュウ！』と生意気だが愛あい嬌きようたっぷりのネズミたちが顔を出す仕組みになっていた。

　その厨房が、廃はい墟きよになっていた。

　無残に破は壊かいされ、焼け焦こげた調理具。あちこちに力ちから尽つきた兵士（？）の死体が転がり、床ゆかは乾かわいた血にまみれている。どこかから不気味で陰いん鬱うつなＢＧＭが流れ、遠い銃声と爆発音。男たちの断だん末まつ魔まの悲鳴がサラウンドで響ひびいていた。

「ここでネズミが出るふも」

　空気を切り裂さくような絶ぜつ叫きようと共に、いたずらネズミのパペットが姿を見せた。

「!?」

　憎ぞう悪おと敵意にゆがんだ相そう貌ぼう。らんらんと光る血走った目。牙きばをむき出しにした口からは、敵から食いちぎったはらわたがぶら下がっている。

《人間メ……！》

《ミナ殺シダ……！》

《ユックリ料理シテヤル！》

　いびつな声で、パペットたちが西也を罵ののしった。地じ獄ごくの底から亡もう者じやたちがうなっているような趣おもむきだった。

「ね？　迫はく力りよく満点ふも。そしてレーザー・ポインタでこいつらを撃つと……」

　モッフルが無造作に発はつ砲ぽう。

《グゲッ……ギヤアアアアアアアア～～～～～～ッ!!》

　パペットが血しぶきと共にバラバラに引き裂かれる。作り物とは分かっていても、胸がむかつくような光景だった。

「こんな調子で死ぬふも。そして、これからが最大の改良点。もたもたして、いたずらネズミを撃ちもらすと……」

《ヨクモ仲間ヲ……！　死ネエェェェェ!!》

　パペットが一いつ斉せいになにかの液体を噴ふん射しやしてきた。モッフルはさっとよけたが、不意を打たれた西也は、まともにその液体を顔に浴びてしまった。

　するどい痛みと鼻をつく刺し激げき臭しゆうが西也を襲おそう。

「うおっ……!?　目が……目がぁ！」

　顔面をおさえてのた打ち回る西也を尻しり目めに、モッフルはすばやくいたずらネズミたちを次々に射殺していった。

「……と、催さい涙るいスプレーで反はん撃げきしてくるふも。銃に発信装置が仕込んであって、その位置めがけて攻こう撃げきする仕組みだよ」

「目がぁ……！　ぐわああぁぁ……！」

「反応速度もかなりのものだふも。もちろん子供や老人には難しいだろうから、難易度を設定することにしたよ。通常は『カジュアル』、『ノーマル』、『ハードコア』の三段階から選ぶふも。ただし……」

「うあぁぁぁ……。目が……目がぁ……！」

「ただし、ハードコアでも歯ごたえがないという勇ゆう敢かんなお客さまには、さらに上の『インセイン（狂きよう気き）』モードを用意するふも。これをクリアしたお客さまは殿でん堂どう入り。ダイヤモンド入りの『戦士たちの栄誉ソルジヤーズ・オナー』勲くん章しようを贈おくられ、黄金製のネームプレートが展示されるふも」

　苦しみ、のたうち回る西也をそっちのけにして、モッフルはうっとりしながらリニューアル企き画かくの詳しよう細さいを語り続けた。







　四月の活動報告その二（マカロンの場合）







　その日の西也はオープン前にマカロンのアトラクションを視察に行った。

　そもそも彼は『マカロンのミュージックシアター』なるアトラクションを見たことがなかった。いつも休業リハブばかりで、まともに営業していないからだ。

　さすがに問題なので、マカロンに『今後は許可無く休業しないこと』と厳命したところ、しぶしぶ毎日、ミュージックシアターを営業している。

『マカロンのミュージックシアター』。

　このアトラクションは、ゲストが二〇人乗りの大型ゴンドラに搭とう乗じようし、世界各地の国を模した小部屋を巡めぐって、その国の代表的な音楽を楽しむという趣しゆ向こうだった。

　最初にアナウンスがこう告げる。

『ようこそ、音楽の船メゾポルテ号へ！　きょうはみんなに、世界中の音楽を紹しよう介かいするよ！　さあ、しっかり摑つかまっててね!?』

　……と。

　でもってウィーン風の都市を模した小部屋では、情感にあふれたモーツァルトの楽曲が鳴り響き、イスタンブール風の小部屋では異国情じよう緒ちよたっぷりの笛の音が支配し、コンゴ風の小部屋では情熱的な太たい鼓こがゲストを魅み了りようする。

　ベネツィアではメンデルスゾーンの舟ふな歌うたが流れ、ラスベガスでは古くゆかしいロックが流れ、バリではガムランが流れ──そんな感じで、世界中の音楽を紹介する企画なのである。

　そして最後のメルヘン風の小部屋にマカロンが待ち受け、ゲストの前で、得意な笛の腕うでを披ひ露ろうする。そういうアトラクションだ。

「……だけど正直、僕は笛なんか興味ないろん！」

　名前も知らない変な横笛を乱暴にへし折って、マカロンは叫さけんだ。

　こちらも若干の整備とリニューアルが進行中で、バイトを含ふくめたスタッフがあれこれと忙いそがしく働いていた。なんだかんだで採用された、見た目小学生の高校生──中ちゆう城じよう椎しい菜なもマカロンを補ほ佐さして走り回っている。いまだにどんな少女かよく知らないのだが、問題を起こしてないならそれでいい。

「だいたいなにが悲しくて、ガキどもにモーツァルトの『魔ま笛てき』とか紹介しなきゃならないろん？　いくら偉い大だいでも、根っこは変態なんだろん！　モーツァルトならうんこソングとか紹介しなきゃ、正しい理解は得られないんだろん！」

「いや……いいたいことは分かるんだが、それをパークでやれると思うのか？」

　楽屋で会うなりマカロンにからまれて、西也は慎しん重ちように意見を述べた。

「やるべきだよ！　だいたい某ぼう漫まん画がの神様だって、生前は雑誌企画で女によ体たい盛りとかやってたろん！　芸術ってのはもっと下世話で、下品で、だからこそ自由なんだよ！」

「おまえの芸術論はわかった。それで、このアトラクションはいったい？」

　西也とマカロンがいるのは、ゴンドラが最初に入る小部屋の一つだった。本来ならばウィーンを舞ぶ台たいに軽快なソナチネが流れるはずなのだが、そこはアメリカ風の小こ汚ぎたない郊こう外がいの住宅地だった。軒のき先さきでヒマそうにたむろしているブラザーたち。街角でコカインの取引をしている売人の姿。どこからともなく、パトカーのサイレンが聞こえてくる。

　流れている音楽は低音キツめのギャングスタ・ラップだった。

　警官を殺せ、共和党はくたばれ、俺をリスペクトしねえ奴やつはＡＫライフルでブッ殺すぜ。俺はクールだぜ。ルールだぜ。コントロールするぜ。

「世界の音楽だろん？　だったらこういう場所があったっていいと思うろん」

「だからって実行に移すな！　だいたい、あの筋骨たくましいブラザーたちは何なんだ。なんか、ジロジロこっちを見てるし」

「たぶん可児江くんのお尻しりを狙ねらってるんだろん」

「な……！」

「ウソだって。あいつらはモグート族だろん。ほら、脱ぬいでやってー。支配人代行が怖こわがってるよ」

　するとブラザーたちがもぞもぞと動いて、中からモグート族が現れた。肉じゅばんか何だか知らないが、恐おそるべき再現度である。

「マカロンさん。こうやってダラダラしてるだけでいいもぐ？」

「うん。でもゲストにいい感じのスケがいたら、いやらしい目で見たり下品な野次を飛ばしてほしいろん」

「やめろ！」

「Ｆ言葉は勉強した？　ちゃんと使ってね。たくさんファックとかビッチとか言って欲しいろん」

「だからやめろ！」







　四月の活動報告その三（ティラミーの場合）







　西也が質素な執しつ務む室で大量の書類と格かく闘とうしていると、卓たく上じようの古くさい電話が呼び出し音を奏でた。

「はい、こちら支配人代行……」

　イライラしながら電話に出る。正面広場で接客中のバイトからだった。

「大変です、可児江さん！　キャストが刺さされました！」

　勘かん弁べんしてくれ。泣きたくなるのをグッとこらえる。

　報告してきた相手は、快復して退院したあと、なんだかんだで採用されてしまった伴ばん藤どう美び衣い乃のだった。いまはゲスト・コントロールの研修生として、入場してきたゲストたちの案内役をさせている。

「待ってくれ。落ち着いて報告するんだ。刺されただって？　だれに、だれが？」

「ええと……その、刺したのはゲストです。いきなりダマスカス鋼の出で刃ば包ぼう丁ちようを取り出して、腰こしだめに構えて、まっしぐらに……。突とつ然ぜんのことで、止める間もなく……」

「刺されたのは？」

「ええと、なんでしたっけ……ポメラニアン風のマスコットで……そう、ティ、ティ……ティラミーさんです！」

「わかった、すぐ行く」

　受話器を叩たたきつけて執務室を飛び出す。

　正面広場に駆かけつけると、事態はすでに収束していた。

　何人かのキャストが、三〇がらみの女を後ろ手に取り押さえている。すこし離はなれた地面には、鮮せん血けつに濡ぬれた包丁が転がっていた。そしてその五メートルほど向こうに、脇わき腹ばらを押さえたティラミーがぐったりと横たわっている。

「み、みー……」

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶか？」

「駄だ目めだみー。もう死ぬみー……」

　こいつが血を流して倒たおれているのを見るのは何度目だろうか？　少なくとも世間一いつ般ぱんのイメージでは、お花の妖よう精せいというのは流血沙ざ汰たとは無む縁えんなはずなのだが。

「可児江さん！　すみません、こんなことになって……。あたしがついていたのに……」

　半泣きの美衣乃がすがりついてくる。

　いや、むしろ君がついていたからなんじゃないのか？

　ほんの短期間に、二度も人が刺されるテーマパークがあるだろうか？　この伴藤美衣乃には、なにか異様な呪のろいが働いているとしか思えない。

「……とにかく、わけがわからん。犯人は？　また君の係けい累るいか？」

「い、いえ、知りません」

　美衣乃が困こん惑わくしていると、取り押さえられた犯人が声を張り上げた。

「思い知らせてやったのよ！」

　黒くろ髪かみを振ふり乱し、犯人の女が叫んだ。

「『君だけしか見えないみー』とか調子のいいこと言って！　結けつ婚こんまで誓ちかったじゃない！　ほかの女にも同じこと言ってたんでしょう!?　このクズ犬！」

「そ、そんなこと言ってないみー……」

　はげしい失血を伴ともないながら、ティラミーがつぶやく。

「ボクは結婚だけはごめんなんだみー。ホントに覚えがないの……。っつーかあんた、だれだみー？」

「何百回も夢で会ってるでしょう!?　あなたはいつも優やさしかった。だからさんざんグッズに貢みついできたのに！　それがこの仕打ち!?」

「いや、だから知らないんだみー……」

「うそばっかり！　だってあたしはあなたを知ってるよ！　毎朝必死にお洒落しやれして『おはよう』って挨あい拶さつしてるのに、写真の中のあなたは応えてくれない。ひどいよね。どうしてこんなに苦しまなきゃならないの!?　絶対に許さない！　あなたはここで死ぬべきなのよ！」

「みー……」

「……連れていけ」

　西也の指示で、女は連行されていった。

　ティラミーは相変わらずぐったりしていたが、たぶん死ぬほどの傷ではなさそうだ。はらはらしている美衣乃は放ほうっておいて、西也は告げる。

「おおよその事情は分かった。だが一応聞いておこう。いまの話は本当か？　あの女の頭がおかしいという解かい釈しやくでいいのだな？」

「……うん。だいたい、本当だみー」

「では若じやつ干かん、ウソが入ってるんだな？」

「みー」

「正直に話せ」

「……ごめん。たぶん、ずいぶん前に一回だけパッフしたかもしれないみー」

　血ち溜だまりの中で、ティラミーがペロリと舌を出した。

「減げん俸ぽうだ。あと、そのままそこで死ね」







　四月の活動報告その四（いすずの場合）







　しょうもないドタバタはあるものの、パークのキャストたちはそれなりにがんばっているようだった。一年間の猶ゆう予よができて、心の余よ裕ゆうができたのだろう。

　いすずもその例外ではなく、三月ほどのイラつきや絶望感は味わわないまま済んでいた。バカな真ま似ねをするモッフルたちの様子も、前ほど自分を悩なやませない。

（そろそろかしら……？）

　いまは二一時五二分。事務棟とうビルの正面玄げん関かんで、いすずは時刻を確かく認にんする。

　ほら、来た。

　エレベーターを降りた可児江西也が、こちらの玄関に近づいてくる。すでに私服姿で、肩かたから洒落た鞄かばんをさげていた。

「……おう。もう帰ったかと思ったぞ」

　いすずに気づいた西也が言った。

「すこし片付ける仕事があったの。もう帰るところよ」

　別に噓うそではない。まあ、仕事ではなく学校の宿題だったのだが。

　西也は自転車置場の方へと歩き出した。いすずも一いつ緒しよについていく。女子寮りようも同じ方角なので、不自然ではない。

「おまえは寮住まいだったよな」

「ええ。歩いて三分の距きよ離りよ」

「ふーん……便利だな。俺も一部屋、確保してもらおうか……」

　ぼやき半分で西也が言った。残業や泊とまりこみが多いので、自宅に帰る時間が惜おしいのだろう。

「あまりおすすめできないわ。男子寮はおんぼろで、増改築を繰くり返して迷路みたいになってるから」

「そうなのか」

「……それに、寮に住むようになったら、あなたの叔お母ばさまが心配するでしょう？」

　すると西也は苦く笑しようした。

「いや、それはない。編集の仕事でほとんど帰ってこないからな。事実この一週間、顔も見てないぞ。洗せん濯たく物は増えてるから、着き替がえくらいには戻もどってるようだが」

「そう」
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　西也の家庭が少々複雑なのは知っている。両親は健在だが離り婚こんしていて、どちらともほとんど連れん絡らくを取っていないはずだった。

「……生活に干かん渉しようするつもりはないけど、あまり感心しないわね。どうせコンビニ弁当やレトルト食品ばかりでしょう？　もう少し健康にも気をつかった方がいいと思うわ」

「時間がないんだ。仕方がない」

「それはわかるけど……」

　帰ったらネットでも検けん索さくして、料理の指南サイトでも見てみようか、と彼女は思った。

　でも、いきなり手作りの弁当なんか持っていったら、変に思われないか？　いや、秘書なんだから別にいいだろう。とはいえそこまで世話を焼くのは──

　自転車置場に着いた。

　西也の自転車は使い古したママチャリで、あちこちに錆さびが浮うかんでいる。かごに鞄を放りこみ、ダイヤル式のチェーンロックを無造作に外す。チェーンをつないでいるだけで、ダイヤルはいじってもいない様子だ。いかにも彼らしい。

「そういえば、モグート族の連中はどうだ？」

「さっそく馴な染じんでるみたいよ。特に問題は起こしてないわ」

　モグート族が土木建築の名手だというのは本当だった。彼らはわずか数日で、第一パークのはずれに新たな地下施し設せつを掘ほり抜ぬいて、そこを自分たちの寮にしてしまった。建材は第二パークの古巣から流用したので、予算も大してかかっていないという。

「連中は使えるな」

「ええ。パークのリニューアルに貢こう献けんできると思うわ」

　あの建設スピードをもってすれば、彼らは大きな戦力になる。もちろん施設の改築には予算がかかるのだが、資金問題も当面はしのげそうだ。もうすぐ気候も暖かくなる。攻こう勢せいをかけるならこれからだった。

「たくさん、ゲストを呼ばなければ」

「ああ。たくさん……たくさん呼ばないとな……」

　西也の声が暗くなった。

　第二パーク売ばい却きやくの件で、西也はひとつだけ計算違ちがいをしていた。予想と異なり、甘城企き画かくが売却に強く抵てい抗こうしたのだ。辛しん抱ぼう強づよく交こう渉しようしたが、それでも厳しい条件を吞まざるをえなかった。

　それは甘城企画との契けい約やく条じよう項こうの見直しで、目標の年間動員数を大おお幅はばに引き上げるという内容だった。

　昨年度までは、年間で六〇万人を動員すればよかった。

　だが今年度からは違う。

「三〇〇万人なんて。本当に呼べるのか……？」







　あとがき







『甘あま城ぎブリリアントパーク』第二巻、一巻から半年あけてのリリースとなります。本当は四か月くらいでお届けしたかったのですが……なかなかペースが上がらない。うーん、困った。次こそは！　次こそは！

　今回は二話構成です。ひとつの話に複数の要素が詰つまってたり、わりと行き当たりばったりというか、あえてプロットはほとんど組み立てずに勢い任せで書いてみました。これはこれでアリな気もしているのですが、やっぱりわりと大変だったので次からはもうちょっと計画性をもってお話作りをしようかなあ、とか。そんなことを思っているきょうこのごろです。

　晴れて新年度を迎むかえたものの、パークは相変わらず課題山積。バカな日常をやるためには、まずはお金やら何やらの問題を片付けてから……ということで、相変わらず西せい也やくんは世せ知ち辛がらいことばかりに取り組んでおります。三巻は一息ついて、もうちょっとまったりした毎日を送れるのではないかなあ、と思っております。

　パークにはモッフルたちの働く『ソーサラーズ・ヒル』というエリアの他にも色々あって、また困った連中が働いている設定なんですが、まだほとんど紹しよう介かいできていません。これからどんどん出てくる予定です。

　とにかくやりたいことが多すぎて、どこから手をつけたらいいのやら……！




　ところで今年の二月、一巻発売のキャンペーンで、神戸と広島にサイン会に行ったりしました。でもって広島でサイン会をしていただいた書店さんは某ぼうショッピングモールの中にあるんですが、このモールのデカさにびっくり。まるまる一作の大作ゾンビゲーが作れそうな広大さでした。

　ちょうどそのころ、『甘アマブリの第二パーク（未使用の空き地）の処しよ遇ぐうをどうしようかなあ』などと考えていたところでして、今回の話はちょっとそのサイン会会場をヒントにさせていただきました。関係者の皆みな様さま、ありがとうございます。

　あと広島のお好み焼きはマジでおいしかったです。恥はずかしながら東京の『広島風』お好み焼きしか知らなかったのでショッキングでした。

　この甘ブリ、おかげさまで一巻のセールスの方は大好調。営業さんが頑がん張ばってくれたりなかじまゆかさんの人気のおかげもあったりというところで、実は賀が東とう自身の力はあんまり関係ないかもしれないんですが、とにかくよかった、よかった、ということで感謝感激雨あられです。賀東の過去作をまったくご存知ない新規の読者さんからの励はげましもいただいております。ありがとうございます。慢まん心しんせずにがんばります。




　えーと、まだ二ページちょっとですね（恒こう例れいのぼやき）。

　近きん況きよう報告とかどうかな。

　うーん。最近ガンプラ熱が急に高まって、塗と装そうブースまで用意してプシュプシュとエアブラシで塗装してるけど全然ヘタクソで悩なやんでる話とか。がんばってマスキングして綺き麗れいに塗ぬり分けたのに、酒飲みながら最後の仕上げやったら悲ひ惨さんな結果になってしまったとか。すみません、どーでもいいですね。

　ゲームとかだと、『ラスト・オブ・アス』をやりました。いいなあゾンビ系ロードムービー。自分もそのうちゾンビもの書いてみたいですね。

　そういえば拙せつ著ちよ『フルメタル・パニック！』のアニメ版ブルーレイＢＯＸが秋に発売するそうでして、特典のドラマＣＤのシナリオを書き下ろさなければならないんですが、宗そう介すけやかなめの台詞せりふとか久しぶりすぎて調子が戻もどらず困ってます。まあ、なんとかなるさ。がんばろー。

　あとは富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんの新作ＴＲＰＧ『グランクレスト』のリプレイに参加しましたよー、とか。ゲームのリプレイなんて一七、八年ぶりかもしれん。水みず野の良りよう先生の小説も、この甘ブリ二巻と同時リリースするそうです。こちらもぜひどうぞ。




　今回も多くの方々のお力ちから添ぞえをいただきました。イラストレイターのなかじまゆか様、ほか皆様に感謝いたします。




　三巻もがんばって早くお届けしたいです。暑さに負けずにがんばろー！

　……ということで失礼します。ではでは。





二〇一三年七月　賀東招しよう二じ
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